



























































俺が好きなのは妹だけど妹じゃない３








恵比須清司
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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「お、お邪じや魔まします……」

　私はそっとドアを開けて、緊きん張ちようしながら部屋の中を確かく認にんします。

　お兄ちゃんが出かけているのは知ってますが、勝手に部屋に入ってるなんて万が一にもバレてはいけないので、慎しん重ちようにならないといけません。

　私は後ろ手にドアを閉めると、ベッドの方をチラリと見てポッと頰ほおを赤らめます。

　そのままフラフラと吸い込まれるように近づいていって、少しためらった後、遠えん慮りよがちに倒たおれ込みます。そしてお兄ちゃんの枕まくらを手に取ると「ん[image: ～][image: ～][image: ～]……」と顔をうずめながら全身でギュッと抱だきしめるのです。

　はぅ……、お兄ちゃんのにおいがして、頭の中がぽ～っと熱くなってきます……。

　この一連の行こう為いはお兄ちゃんが家にいない時の日課のようなものですが、今日は特に熱が入ってしまい、私は枕を抱いたままゴロゴロとベッドの上を転がります。

「んにゅ……、おにぃちゃん……」

　わ、我ながらとろけきった声が出てしまっていますが、仕方がないことなんです！

　……というのも、お兄ちゃんに代理人になってもらって私達の仲が進展するかと思っていたんですが、なかなか思い通りにいってないからです。

　せっかくの夏休みだっていうのに特に何も起こらないし！　確かにこの前デートとか海へお泊とまりとか行きましたよ？　ですが、あれは作戦の一いつ環かんでしたし……。

「で、でもお兄ちゃんは私の作品を好きだって言ってくれたから、きっといつかは私の想おもいにも気づいてくれるはず……」

　私はそんなことを呟つぶやいて自分を慰なぐさめますが、不安は消えてくれません。

　その時ふと、お兄ちゃんの本ほん棚だなにズラッと並んだラノベが目に入ります。

「……もしかして、お兄ちゃんが私の作品を好きだって言ったのは、単にラノベが好きだということの延長で、特別な意味なんてないんじゃ……？」

　そして何気なく口にした自分の言葉に、私はピシッと身体からだが固まります。

　……いえいえ。いえいえいえいえ……。そんなことあるはずないじゃないですか！

　不安をやり過ごそうと枕に抱き付く力を強めますが、一度頭に浮うかんだその考えはなかなか消えてくれず、私はますます心細くなります。

「そ、そんなことないですよね？　私の作品は特別ですよね……？　お兄ちゃん……」








第一章　ラノベ作家引退って、どういうことだよ!?









「ありがとうございましたー」

　俺は不慣れな手つきでお客さんに同人誌を手て渡わたし、軽く会え釈しやくする。

　普ふ段だんは本屋でバイトをしているとはいえ、イベントでこんなことをするなんて経験は今までなかったので、軽く声が緊張気味なのは仕方がないと思う。

　お客さんが去ると、俺こと永なが見み祐ゆうは軽くため息を吐つき、ぐるりと周囲を見回した。

　熱気が充じゆう満まんした広大なホールに、所ところ狭せましと並んだ数多くのブース。

　並んだ机の間に形成された道を行き来する、夥おびただしい数の人また人。

　そしてそんな人波以上に目につくのは、そこでやりとりされている物品──同人誌やら自作のゲームやらグッズやら──などといったオタク文化の象しよう徴ちようだ。

　……そう、俺は今、コミケの真っただ中にいるのだった。

　正式名めい称しようはコミックバケーション。その中でも、夏休みも中ちゆう盤ばんをやや過ぎた今いま頃ごろに行われる、日本──いや、世界最大のオタクの祭典である通つう称しよう『夏コミ』。

　流行のマンガ、アニメ、ラノベなどの二次創作を代表として、他ほかにもありとあらゆるディープな嗜し好こうを取りそろえたお祭りだ。

　三日の開かい催さい期間を通してのべ五十万人以上の参加者が集まるというモンスター級のイベントであり、最近ではオタク文化の浸しん透とうも相まって認知度もかなり上がってきた。

　……で、じゃあ俺はどうしてそんなところにいるのかと言うと、俺自身もオタクだから同人目当てでやって来た──ってわけじゃなく、いろいろと理由があるんだ。

「……あ、ありがとうございました……」

　その理由の一つである妹の涼すず花かが、俺の隣となりで恥はずかしそうに顔を伏ふせながら、同じようにしてお客さんに同人誌を手渡している。

　俺の視線に気づくと、涼花は拗すねたように唇くちびるを尖とがらせて、

「お兄ちゃんはなにをぼーっとしてるんですか……。お客さんは次々来るんですから、お兄ちゃんもちゃんと応対してください」

　と、こちらを睨にらみつけながら、いつもみたいに注意をしてきた。

　とはいえ、その言葉は普段と違ちがってどこか弱々しい。

　まあそれも当然といえば当然で、オタク知識に乏とぼしい涼花がいきなりコミケに、しかもサークル側で参加してるのだから、会場の雰ふん囲い気きにのまれるのも無理はないんだ。

　そのうえ売ってる同人誌の内容がアレだし……、売り子なのにコスプレまでさせられてるし……、かなり居い心地ごこちの悪い思いをしているに違いない。

「……取材のために来ましたが、コミケというものはこんなに大変なんですね」

　その言葉通り、俺達がコミケで売り子なんてしてるのは、全すべては取材のためだった。

　俺の妹の永見涼花は、名門女子校の中等部で生徒会長を務める才さい色しよく兼けん備びのチート級完かん璧ぺき超ちよう人じんなのだが、実は大人気ラノベ作家・永遠とわ野の誓ちかいというもう一つの顔も持っている。

　なのでより良い作品を書くために、こうやって実際に体験するという形で取材をすることがたまにあるのだが、さっきも言った通り涼花はオタク文化に疎うといので、代理人でありオタクの俺が一いつ緒しよにつき合ってるというわけだ。

　ちなみに代理人というのは文字通りの意味で、俺は涼花の代わりに表向き永遠野誓として振ふる舞まっていたりする。なんでそんな奇き妙みようなことになっているかというと……、いろいろあったとしか言いようがない。

　ラノベ作家志望で万年ラノベ大賞一次選考落ち（でもこの前初めて二次までは行ったからな！）の俺がプロラノベ作家を名乗るってのは相当辛つらいところがあるのだが、まあ困ってる妹のためだからな……、うん。

「……お兄ちゃん？　聞いていますか？」

「聞いてるよ。初めてコミケに来たんだから、大変だってのも無理ないさ」

「大勢の人が来るとは聞いていましたが、これほどまでとは思いませんでした。……これだけのオタクの人達が、同人誌を作っているんですね」

「いや、作品を作って売ってるのはブースにいる人達だけで、他は客だぞ？」

　俺が勘かん違ちがいを正すと、涼花は「そうなんですか？」と振り返る。

「てっきり全員が自分の作品を持ち寄るイベントだと思ってたんですが」

「これだけの人数が全員サークル参加だと、会場がこの十倍あっても足りないよ」

「え？　ではお客さんとしてだけ参加してもよかったんですか？」

「ってか、俺達も最初はその予定で来たんだけどな」

　それがいつの間にかブースのこっち側にいる。……もちろん事情があるんだ。

「で、ではもしかして……、こういうコスプレをする必要もないんですか……？」

「……まあ、必ひつ須すとかそういうのでは全くない」

　それを聞いて、涼花はかああぁと頰を染めると反射的に俺の後ろに隠かくれようとする。

「や、やっぱりそうだったんですか……っ。さっきから、どうもおかしいと思ってたんです……っ。周りの人達は普ふ通つうの格好だし……っ」

「コスプレしてる売り子の人は他にもいくらか見かけるけど、まあ少ないよな」

「な、なにを冷静に言ってるんですか……！　ま、まさか、私を辱はずかしめるためにわざとこんなことを……？　お、お兄ちゃんは普通の格好ですし……！」

「人聞きの悪いこと言うな！　それに俺用のがなかったんだから仕方ないだろ!?」

　用意されてたのは全部女キャラの衣い装しようだったのに、なぜか無理矢理着せられそうになったことを思い出しながら反論する俺。

「うう……、さっきからお客さんとか通りすがりの人がジロジロ見てきますし、やっぱり人前でこんな格好をするのは恥ずかしい行為だったんですね……っ」

「いや、コミケなんだから言うほどおかしいことじゃないぞ。それにジロジロ見られるのはきっとお前が──」

　──可愛かわいいからだ、と続けそうになって、俺は慌あわてて口を閉じる。

　……あ、危ない危ない。もとが可愛い涼花だからコスプレ姿も注目されてるんだろうけど、それを俺の口から言うのは、その、マズイ。

　ただでさえ最近、俺がリアル妹好きだって誤解が訂てい正せい不能なレベルで広まりつつあるんだから、せめてこういう場面では気をつけないとダメだろ。

「……私が、なんですか？」

「い、いや、なんでもないぞ？」

「むぅ、なにか隠していますね？　誤ご魔ま化かしたってわかりますから」

　涼花は不ふ機き嫌げん顔がおで俺に詰つめ寄る。ふくれっ面つらでさえ可愛いんだから、やっぱりこいつは相当な美少女で──って、だからそういう思考がマズイんだってば！

　……こほん。とはいえだ、普段とは違うコスプレ姿の涼花が普段通りの接し方をしてくるのは、ギャップ的な観点からいって結構強きよう烈れつだった。

　涼花の格好は、同人誌の元ネタにもなっているファンタジー系ブラウザゲームのヒロインの服装で、可愛らしくデザインされた魔ま法ほう使つかいの衣装だ。小こ柄がらな涼花によくマッチしており、多くの人の目を引くのは当然といえるくらい似合っていた。

「と、とにかく、コスプレ自体はなにもおかしくないから、取材を続けようぜ？」

「むぅ……。そもそもお客さん側で取材できるのなら、どうして私達はお店なんてしているんですか。こ、こんな格好で……、しかもこ、こんなイヤラシイ本を……っ」

　涼花は真っ赤な顔でプルプル震ふるえながら、俺達の商品である同人誌を手に取る。

　まあ表紙こそ普通のイラストだけど、中身はモロに十八禁だからなぁ……。

「おやおや、どうしたんデスかお二人とも！」

　と、その時、輝かがやくような金きん髪ぱつがズイッと視界に入ってきた。

「Ｗダブルピース先生？　いや、涼花のやつコミケが初めてなんで、ちょっと気け圧おされてて」

「お祭りなんデスから、ただ楽しめばいいんデスよ！　それと先生？　私の名前はちゃんとアヘ顔がおってつけてくれないと困りマスね！」

　そう言いながら「イェーイ！」と、全然アヘってない無む邪じや気きな笑えみを浮かべて顔の近くでダブルピースをしてるこの碧へき眼がんの美女は、俺達がこんなことをしている理由その二であり、この同人誌の作者でもあるアヘ顔Ｗピース先生だ。

　涼花のラノベで挿さし絵えを描かいてくれているイラストレーターで、エロゲーメーカーに所属しているプロ絵師でもある。ちなみにイギリス人だとか。

「そう言われても難しいですよ。俺だってサークル側での参加は初めてだし」

「それはいけマセんねー。お客さん側もいいデスけど、こっちはこっちで楽しみがあるんデスよ？　お客さんに今回の作品の注目ポイントを直接説明できたりしマスし！」

　そう言ってＷピース先生は同人誌をバッと開くと、楽しそうに俺に見せつけてくる。

　そこには、なんというか、もういろいろとぐちゃぐちゃになってるヒロインが恍こう惚こつの表情を浮かべているハイクオリティなイラストがあった。

　……ぶっちゃけエロイラストなわけだが、相変わらずＷピース先生の描く絵は鬼き畜ちく・凌りよう辱じよく風味で困る。本人の嗜好がそっち方面に偏かたよってるから仕方ないんだが……。

「この表情と白はく濁だくの加減が今回のポイントなんデスよ！　悲ひ愴そう感を出しつつも快楽に心を開く表現がなかなか難しくて、やりがいがありマシた！」

「そういう解説を一方的にされても困ると思うんですけど……」

「もちろん先生の好みに合うよう、胸を巨きよ乳にゆうにしておくのも忘れてはいマセん！」

「意味がわからないんですが!?　ってか、また人の話聞いてませんね!?」

「……む、胸！　やっぱり胸ですか……！　お兄ちゃんはなんて破は廉れん恥ちなことをＷピースさんにさせているんですか……！」

「いや、今のはどう聞いてもＷピース先生が勝手にやったことだよな!?」

「先生の秘ひめたる欲よく望ぼうを汲くみ取って、それを忠実に表現することもまた、私の使命デスからね。ふ……、これくらい当然デスよ……」

「なにカッコイイ風に言っちゃってくれてるんですか!?　誤解を招くようなことを言わないでください！　それから涼花も睨むなってば！」

　出会って以来たびたび繰くり返されるやり取りだが、いつもなぜか俺が悪者になって損をする構図はなんなんだろう。いい加減あしらい方に慣れてきた自分が嫌いやだ……。

「……もしかしてお兄ちゃんは、この同人誌をいち早く手に入れるためにお店側で参加したんじゃないでしょうね……」

「はい、実はそうなんデス！」

「違います！　無邪気に危険なウソをつかないでください！」

　や、ヤバイ！　涼花がちょっと洒落しやれにならないどす黒いオーラをまとっておられる！

「……こ、こほん。俺達がサークル参加することになったのはな、コミケに行くって知ったＷピース先生が好意で誘さそってくれたからだよ。どうせ取材するなら、売る側も体験した方がいいってことでさ」

「ふうん……、そういうわけだったんです…………か？」

　疑わしそうな涼花は、確かく認にんするかのようにＷピース先生を見る。

　……くそっ、兄である俺の話をまるで信用してないな！

　まあ代理人になって少しは距きよ離りが縮まったとはいえ、こいつにとって俺は今でも頼たよりないバカ兄貴って認識だろうから、仕方ないと言えば仕方ないんだけどさ……！

「ええ、本当デスよ妹さん。こちらとしても売り子を手伝ってもらってマスし、先生のお役にも立てマスし、ウィンウィンというわけデス」

「なるほど、そうだったんですか。わざわざありがとうございました、Ｗピースさん」

「その聞き分けの良さを、どうして兄の話で発揮してくれないんだ……」

「なにか言いましたか？」

「な、なんでもありません！」

　背筋を伸のばして返事をする俺。情けないが、俺達の力関係ってこんなもんだ。

「……そ、それにしても、店員さんの役をやるのはいいのですが、このコスプレはやっぱりまだ納なつ得とくできません」

　改めて恥はずかしそうにモジモジする涼花。小柄な身体からだをさらに縮ませる。

「せっかくみんな来るんデスから、より一層コミケを楽しむためには必要デスよ！　恥ずかしがらなくても、妹さんはすごく似合ってマス！」

　Ｗピース先生はそう言いながら、なぜかエヘンと胸を張る。

　そうすると、たわわすぎる膨ふくらみがたぷんと揺ゆれるので目のやり場に困る。

　しかも今はＷピース先生もコスプレしており、やたら露ろ出しゆつの多い女戦士の衣装──いわゆるビキニアーマーなため、破は壊かい力もいつもの五割増しくらいですごく危あやうい。

「……お兄ちゃん、どこを見てるんですか？」

「はっ!?　べべべ別に!?　ただ、その、Ｗピース先生のコスプレ姿はよく似合ってるなーなんてごく普通の感想を思い浮うかべてただけだからな!?」

「えへへ、ありがとうございマス！　先生にそう言ってもらえるとうれしいデス！」

「むううぅ……っ」

　俺は話題をそらしたつもりだったが、なぜか一層不機嫌さが増してる感じの涼花。

「ちょっとあんた達、接客もしないでなにやってんのよ！」

　と、そこに今度は舞まいが割り込んできた。話題が変わりそうなのはいいが、こいつの場合さらにややこしいことになりそうな気配があるので素す直なおに喜べない。

「先生達に売り子をしてもらって大助かりだって話していたんデスよ。あ、舞も手伝いに来てくれてありがとうデス！」

「わ、私は祐が来るっていうから研究のために来ただけよ。夏休みだから会う機会が少ないんだし、こういうイベントは見過ごせないもの」

「そういえば、舞はしっかり先生の予定を把は握あくしてるんデスね？」

「はっ！　そんなの永遠野誓の一番のファンなら当然よね！」

　なにがどう当然なのかまるでわからないが、どこか誇ほこらしげにふんぞり返っているこの少女は俺のクラスメートの氷ひ室むろ舞。実は炎えん竜りゆう焰ほむらという名前のプロラノベ作家だが、同時に永遠野誓の熱ねつ烈れつなファンでもある。もっとも、その実態はほぼストーカーだが。

「……そういえば聞きそびれていましたが、どうして氷室さんまでいるんですか？」

　舞がＷピース先生と話している間、涼花が不機嫌顔のまま小声で俺に訊たずねる。

「いや、どうしてと言われてもだな……。なぜか待ち構えられてたとしか」

　会場に着いたら「遅おそかったわね！」と舞に仁に王おう立ちで出で迎むかえられたからな……。

「まさかお兄ちゃん、今日の予定を氷室さんに教えたんじゃないでしょうね」

「んなわけあるか！　たぶんあいつが勝手に行動を読んだんだよ！」

「お兄ちゃんがわかりやすすぎるからいけないんです。反省してください」

　呆あきれた様子で容よう赦しやのない涼花に、俺は「う……」と何も言い返せない。

　で、でも仕方ないだろ？　舞のやつ、ストーキングの才能だけはすさまじいんだから。

「まったくお兄ちゃんは……。この前の海での出来事以来、氷室さんには一層の注意を払はらわないといけないのに……」

「い、いや、でも舞の疑念はもう払ったし、別にお前の取材の邪じや魔まになるってわけでもないし、そんな目くじらを立てるほどじゃないだろ？」

「そういう問題ではありません」

「じゃあどういう問題なんだよ……」

「わからないなら、いいです」

　それだけ言って、涼花はプイッとそっぽを向いてしまう。なんなんだよ……。

「あ、こら祐。またサボってんじゃないわよ。こんな同人でもなぜか人気があるみたいで結構お客が来るんだから、あんたもちゃんと仕事しなさいよね」

「お前、こんな同人でもってＷピース先生に失礼だろ！　先生は人気イラストレーターなんだし、ここは壁かべサークルなんだぞ!?」

「な、内容がこんなのなんだから仕方ないでしょ」

　舞が頰ほおを染めながら、テーブルに置かれていた同人誌をぺシペシと叩たたく。

　モロに鬼畜系のエロなのにって意味合いで言ってるのだろう。

「絵は上手うまいんだから、普ふ通つうのエロ同人だったらもっと売れてるんじゃないの？」

「おほめいただいて光栄デスが、そうはいきマセん！　編集さんから先生の作品の二次エロを出すことを禁止されている分、こういうところでストレス発散をしないと！」

　満面の笑みでそう主張するＷピース先生に、舞だけじゃなく俺や涼花も「そ、そうですか……」と言葉を濁にごらせるしかなかった。

「ま、まあ同人なんだから好きなものを描けばいいけどね。……売り子にこんなコスを着せて客寄せするくらいならって思っただけで」

　舞はそう言って、少し居い心地ごこち悪そうに自分の服装を見る。

　舞も涼花達と同じようにコスプレをしており、頭に尖とがった犬耳、お尻しりに尻尾しつぽ、毛皮中心のワイルドなコスチュームという、いわゆるウェアウルフ的な格好だった。

「他ほかにもやってる人いるし、コミケだから変に目立ったりしないからいいんだけどね」

　舞はそう言うが、涼花と同じく舞も相当な美少女なので、さっきから結構な人がチラチラを目を向けているのに俺は気づいていた。Ｗピース先生も本物の金髪美女で注目度抜ばつ群ぐんだし、実はこのサークル、なかなかに目立っていたりする。

　……まあそんな中で俺に向けられるのは、やっかみとか嫉しつ妬と交じりの視線ばかりなわけなんだがな！　けど気持ちはわかるので、文句は言えない！

「……でも、やっぱり人前でコスプレするってのはあんまりいい気分じゃないわね」

「お前は俺の家で思いっきりやってたじゃないか」

「あ、あれは研究の一いつ環かんとして仕方なくしただけよ！　……それに、見てるのが祐だけなら別に嫌でもないし……」

「なんで俺だったら嫌じゃないんだ？」

「な、なんでもない！　それよりあんた、私達に言うべきことがあるんじゃないの!?」

　と、なぜか顔を真っ赤にしながら、舞がわけのわからないことを言いだした。

「い、言うべきことってなんだよ」

「それは、その……。こ、このコスの感想……とか、さ」

「へ？　感想……？」

「あ、そういえばそうデスね！　先生にまだ訊きいてなかったデスね！」

「だ、Ｗピース先生まで？　……いや、俺の感想とか、別によくないですか……？」

「そ、そんなわけないでしょ！　だから、ほら、早く言ってよ……！」

　そう言いながら舞は一歩前に進み出て、衣い装しようを強調するように胸を張る。

　でもなぜか顔は逸そらしている。頰が赤いのを見ると、どうやら恥ずかしがっているらしいが、その舞らしくないしおらしさに、不覚にもドキリとしてしまった。

「えーと、感想と言われても……」

　いきなりそんなこと言われても気の利きいたことなんて思い浮かばないので、仕方なく俺はありきたりだけど素直な言葉を口にするしかなかった。

「その、普通に似合ってるし、可愛かわいいと思う……ぞ？」

　……いや、可愛いのは事実だけど、なんでぎこちない感じになってんだろ。

「か、可愛い!?　……ま、まあ当然だけど!?　でも……、えへへ……」

　俺の言葉に、さらに顔を紅潮させてうれしそうな舞。……や、やっぱあれかな？　女の子だから、コスプレとはいえ着てるものは褒ほめられたいってことなのかな？

「先生先生！　私はどうデスか！」

「……Ｗピース先生も似合ってますよ。ノリノリなぶん、着こなしてる感もあるし」

「む、そんな評論家みたいなのじゃなく、舞に言ったのと同じようなストレートな感想の方が、女の子はうれしいんデスよ？」

「いや、あの……、Ｗピース先生も可愛いです……、はい」

「違ちがいマスよ先生！　そこはエロいって言ってくれないと！」

「それは褒め言葉じゃ──……いえ、Ｗピース先生にとっては褒め言葉でしたね！」

「はい！　エロいは褒め言葉デス！　ちなみにメス犬も褒め言葉だと思いマス！」

「そっちは絶対違います！」

「あ、でもビッチは私的には褒め言葉じゃないんデスよねー」

　うーん、どうしてデスかねーと首を傾かしげるＷピース先生。……基準がわからん。

　と、その時、袖そでをクイクイと引っ張られる感かん触しよくがして振ふり向くと、涼花が拗すねたような表情で俺を見上げていた。

「……そ、その、私のコスプレはほめてくれないんですか……？」

　しかも予想外の台詞せりふが飛び出してきて、俺は「へ？」と素で訊き返した。

「いえ、あの！　か、勘かん違ちがいはしないでくださいね!?　お二人だけ可愛いって言ってもらってズルイとかそういうことではなくて！　その、この場には私だっているんだし一人だけ除のけ者というのはどうかと思いますし！　むしろ私だけを見てくれれば──ってそういうアレでもなくてですね!?」

「お、落ち着け涼花!?」

　なぜかいきなりテンパって、ワタワタと手を振る涼花。

　普ふ段だんの冷静沈ちん着ちやくさなんてまるでない様子に、こっちが慌あわててしまう。

「そ、その……！　そ、そう、バランスの問題です！　こういうことは仲間外れを作ってはいけないと思います！　こういう些さ細さいなことが陰いん湿しつなイジメにつながるんです！」

「なんで急にそんな深刻な話に!?」

「い、妹イジメとか……、お兄ちゃんは本当にヒドイ人です！」

「そしていつの間にか濡ぬれ衣ぎぬを着せられている!?」

「……で、でも、お兄ちゃんにならちょっとくらいイジメられても……」

「あ、あのー？　涼花さん……？」

「……はっ!?　ち、違います！　今のはそういう意味じゃなくて！　さっき見たＷピースさんの作品の影えい響きようとかでもなくて、その、あの！」

　真っ赤な顔でさっき以上に高速でワタワタしていた涼花だが、やがて「ああもう！」と呟つぶやいて俺の腕うでを引っ張ると、耳元に顔を近づけて、

「と、とにかく私のコスプレの感想も言ってください……！　お兄ちゃんは永遠野誓なんだから、こういう場面ではそうするのは自然じゃないですか……！」

　と、他の二人に聞こえないようにそう囁ささやいた。

　……あ、ああなるほど、そういう意味だったのか。

　永遠野誓は妹モノのラノベ作家なので、それを演じている俺としては事あるごとに妹好きだってことを周囲にアピールする必要があったりするのだ。

　なるほどね、ようやく涼花の言いたいことが理解できた。一いつ瞬しゆん、涼花が本当にコスプレ姿をほめてほしいのかと思って焦あせったぜ……。いやまあ、冷静に考えてあの涼花がそんなこと考えるはずもないよな。うん、なに考えてんだ俺は。

「えっと……、うん、涼花もその衣装、よく似合ってるぞ」

「そ、そうですか……」

　俺がそう言うと、涼花は照れたようにそっぽを向く。

　よし、これで涼花も満足──したかと思ったが、なぜか袖をつかむ手が離はなれていない。

「……それだけ、ですか？」

「え？」

「氷室さん達は、もっと褒めてましたよね」

　少しだけ頰を膨ふくらませて俺を見つめる涼花。そのらしくない仕草に戸と惑まどう俺だったが、こいつがまだ全然満足してないってのだけはすぐにわかった。

　……た、確かに今のはあっさりしすぎていたかもしれない。

「その……、ちょっとミステリアスな感じがお前の雰ふん囲い気きにも合ってると思う」

「……あまり褒められてる気がしません」

「いや、でも女の子っぽくアレンジされてるし、いいと思うぞ？」

「ありがとうございます。……でも、そんなことよりもっと他にあるんじゃないですか」

「他にって……、あ、そのフードだってもちろん似合ってるよ」

「いえ、そういうことではなくて」

　涼花はもどかしそうに俺を見つめるが、まだダメなのか？

　そろそろ褒める箇か所しよが尽つきそうだ。あとはもう、月並みな褒め言葉くらいしか残ってないけど、涼花がまだ不満そうにしてるので、もうそいつらを使うしかない。

「あー……、そのコスを着てる涼花も、うん、可愛いよ」

「……っ!?　よ、ようやく可愛いって……」

　意外なことに涼花の顔に笑えみが浮うかぶ。が、袖をつかんだ手はやっぱり離れない。

「で、でもまだです……。ま、待たされた分、もっともっと言ってください」

「ま、まだ？　……って、わかったから睨にらむなって……！」

　妹好きアピールがまだ足りないということらしく、俺はさらに褒めまくる。

「いつもと違った雰囲気の可愛さがあって、なんだか新しん鮮せんだ」

「そ、そうですか。……えへへ。……そ、それから？」

「普段から十分可愛いけど、これからもたまには違った姿を見てみたいかなって思うよ」

「えへ、えへへ……。も、もう、お兄ちゃんは仕方がないですね！　わ、私は全然うれしくなんてないですけど！　お兄ちゃんがそう言うなら……。えへへへへ……」

　顔をこれでもかと赤く染めて、なぜかクネクネと身体をくねらせている涼花。

　舞やＷピース先生がいる手前、喜んでるフリをしているんだろうけど、こいつそういう演技が本当に上手いよな……。

　まあ俺もこの前のことがあって以来イチャイチャアピールに慣れたわけだけど、それでも人前で堂々とこんな台詞を言うのは、内心ものすごく恥はずかしいんだからな!?

　しかも、言った内容がある程度本心だから余計に恥ずかしい。

　涼花が可愛いのは事実だけど、それをリアルで面と向かって言うとか……ねーよ。

「……こ、これからは家でもコスプレをした方がいいんでしょうか？　で、でもこういうのはたまにするからインパクトがあるんですよね？　ふ、普段はやっぱり普通の可愛さをお兄ちゃんにアピールするのが正せい攻こう法ほうと……」

　手は放してくれたけど、まだなんかブツブツ言いながらニヤニヤしてる涼花。

「ちょ、ちょっと祐！　涼花さんばかり褒めすぎじゃない!?　公平を期すためにも、私ももっと褒めてよね！」

「は!?　お前にはさっき言ったじゃねえかよ！」

「ふっふっふ、甘いデスね先生！　私達は女の子デスから、先生から何度だって可愛いって言われたいんデスよ！　というわけで、私もお願いしマス！」

「って、ちょっとＷピース先生まで!?」

　なぜか再び迫せまってきた舞とＷピース先生。……な、なんでこんなことに!?

「……あのー、これ欲ほしいんですけど……」

　と、その時声が聞こえて振り向くと、お客さんが立っているのに気がついた。

「あ、はい！　すいません！　ありがとうございます！」

　俺はこれ幸いと応対するが、同人誌を手て渡わたす時「……ちっ、リア充じゆう爆ばく発はつしろ」と呟かれて、その言葉がぐさりと胸に突つき刺ささる。

　……く、くそっ！　確かに傍はた目めには美少女三人とキャッキャウフフしてるように見えるかもしれないけどな、所しよ詮せん俺は代理人に過ぎないわけだから本当は全然そんなことないんだぞ!?

　俺だってあんた側の人間なんだと声こわ高だかに主張したい！　でもできない！　だから心の中で涙なみだを流すしかない俺！　ううう……、辛つらい。

「すいません、新刊売ってほしいんですけど」

　と、俺がテーブルにひじをついて凹へこんでいる間にも、お客さんはやって来る。

　後ろでなにやらぎゃあぎゃあ話をしていて（言い争っての方が正しい表現かもだが）接客する気ゼロの二人に代わり、俺が気力を振り絞しぼって対応するしかない。

　さすが壁かべサークルだけあって、Ｗピース先生の同人誌を買い求める人はなかなか多いのだが、女の人も結構いるのが個人的には驚おどろきだった。

　ジャンル自体はアレなのに、さすがはオタクの祭典。コアな嗜し好こうの人が集まってくるんだなぁ……と感心する。もちろん名前が売れてる人気絵師だってことや、イラスト自体はハイクオリティだからってのも当然あるだろうが。

「あ、ここってアヘ顔Ｗピース先生のサークルですよね？　一冊いただけますか？」

　そんなことを考えていると、また一人お客さんが来たので、俺は「あ、はい」と返事をして顔を上げる。が、視界に入ってきたのが見知った顔で、思わず目を見開いた。

「あ、あれ……？　水み無な月づき、さん？」

「……え？　あ、あれ!?　ま、まさか永遠野先生!?」

　驚きの反応が返ってきたが、それはこっちも同じだ。

　デビューしてまだ一年ほどの新人なのに、いきなりヒロイン役に抜ばつ擢てきされるほどの実力を持つスター声優・水無月桜さくら。涼花の作品の大ファンだとかで、先日サイン会にも来ていたので顔見知りではあるのだが、……それが、なんでこんなところに？

「あ、あの……、どうして水無月さんがコミケに……？」

「桜はお仕事の合間を縫ぬって、コミケで永遠野先生関連の同人誌を買おうと思って来たんです。それでイラストレーターのアヘ顔さんのサークルも見つけたから、ジャンルは違うけど先生つながりで」

　なるほど、いきなりで面めん食くらったけど、聞いてみれば納なつ得とくの理由だった。

「それよりも、なんで先生が売り子なんてしてるんです？　桜、びっくりして思わず叫さけびそうになりました！　というか、今も会えたうれしさに叫び出しそうになってます！」

「いや、それは堪こらえてください……。ただでさえ水無月さんは声量もあるのに、変に目立って、ここに声優の水無月桜がいるなんてバレたら大混乱ですよ……」

「大だい丈じよう夫ぶです！　桜はまだメディアに顔は出てませんから！　注目されても平気です！」

「声でバレるでしょうが！　自分が声優だって忘れてるんじゃないでしょうね!?」

　俺のツッコミに「そ、そうでした！」と素すでショックを受ける水無月さん。

「……じゃ、じゃあ少し声を落として訊きますね？　先生はどうして？」

「あー……、俺は、なんと言いますか……。コミケの取材に来たんですけど、Ｗピース先生の好意でサークル側で参加させてもらうことになったんですよ」

「取材、ですか？」

「ええ、俺は作品に反映させるにあたって、実際に体験してみる派なんで」

　と、これはもちろん涼花のスタンスだが、俺もラノベを書くにあたって主人公的行動を普段からとることがあるので、あながちウソってわけじゃない。

「へぇー！　そうなんですか！　先生はアヘ顔さんと仲がいいんですね！　作家さんとイラストレーターさんってそういうのが普ふ通つうなのかなぁ」

「んー……、俺も他ほかの人達はよくわからないですけど、俺達の場合はまあ仲がいいと言える…………のかなぁ……」

　いわゆる普通の友人関係とは違ちがう気がして、一瞬断言できなかった。

　やめてくれって言ってるのに自作のエロ画像を俺のスマホに送り続ける行こう為いとかは、冷静に考えれば迷めい惑わく行為に該がい当とうするんじゃないだろうか？

　いやまあ、俺もそれを全部保存してるから偉えらそうなことは言えないんだがな……。

　とりあえず、Ｗピース先生のことが嫌きらいとかそういうことは絶対にないので、仕事仲間でありちょっと変わった友達という感じなのかな、と自分の中で納得する俺だった。

「いいなぁいいなぁ！　桜も永遠野先生とお友達になりたいなぁ……」

　胸の前で手を組んで、どこかウットリした口調で呟く水無月さん。

　大人気声優にこんなこと言われるとか、普通に考えればすごいことなんだがな……。

「ああ……、桜ももっとお兄ちゃんと一いつ緒しよにいたいな……」

「あ、あの、水無月さん？　また呼び方が……」

「え？　……あ！　ご、ごめんなさい！　無意識につい！」

　ちなみに、彼女が今口にした「お兄ちゃん」というのは俺のことを指している。

　水無月さんは作品への思い入れが余りにも強くて、作中の妹と同化してしまうくらいのめりこんでいるらしいのだ。しかも俺を作中の兄と同一視しているため、さっきみたいな呼び方をしたがる。……一応やめてくれとは言ってるんだけどな。

　あ、ちなみに水無月さんは俺より年上です。念のため。

「……またなにか変なことを考えてるのかなお兄ちゃんはー？」

「いえ！　なにも考えてないです！　ってか今の呼び方は意図的ですよね!?」

　満面の笑みからのどす黒いオーラにビビりまくる俺。

　大人気声優にお兄ちゃんって呼ばれても全然喜べない理由がこれです、はい！

「あああ！　あなたは!?」

　とその時、後ろから涼花の声が聞こえたかと思うと、ズイッと前に出てきて水無月さんを見た後、俺をキッと睨みつけてきた。

「……ど、どういうことですかお兄ちゃん！　ど、どうしてサイン会にいたあの人がこんなところにいるんですか！」

　さっきまでだらしない顔で呆ほうけていたとは思えない勢いで詰きつ問もんしてくる涼花。

　……いや、あの、なんで俺が悪事を働いたみたいなテンションなんですかね……。

「た、確かあの人ってお兄ちゃんを勝手に『お兄ちゃん』って言ってた人ですよね？　なんでまたここに……。まさかわざわざお兄ちゃんに会いに来たとか……？」

「な、なんか勝手に話を進めてるけど、違うからな？　水無月さんがここにいるのはあくまでも偶ぐう然ぜんの産物であって」

　ってか涼花のやつ、なんで水無月さんにここまで過か剰じような反応をしてるんだ？

「え？　お兄ちゃんって……？　え？　え？」

　一方で水無月さんは、突とつ然ぜん出てきた涼花を凝ぎよう視ししたまま驚きよう愕がくしている様子だった。

「あ、あの、永遠野先生……？　この子は、先生のお知り合いかなにかですか……？　桜の聞き間ま違ちがいかもしれないですけど、なんか今先生のことをお兄ちゃんって……」

「いえ、聞き間違いじゃないです。こいつは涼花っていって、俺の妹です」

「…………はい？」

　俺の言葉に水無月さんはカクンと首を傾かしげる。真顔のままだから、なんか怖こわい……。

「い、妹……？　それは、その、どういう意味の妹ですか？」

「いや、文字通りの意味の妹ですけど!?」

「もしかしてなにかの暗号ですか？　コードネーム『妹』……だがその正体は、冷れい酷こく無比なヒットマン！　みたいな感じで」

「なんですかその斬ざん新しんな解かい釈しやくは!?　だからそうじゃなくて普通の妹です！」

「あ、そうですよね。正体はヒットマンじゃなくて『妹』という名前のただの近所の女の子とかそういうのですよね」

「そんな名前の人がいてたまりますか！」

「小お野のの妹いも子こって、日本史の授業で習いました！」

「どこからツッコんでいいかわからないような返しをしないでくれます!?」

「……とりあえず、小野妹子は男性だと指し摘てきするべきだと思います」

　それもどこかズレたツッコミのような気がしないでもないんだが……。

「と、とにかくですね、涼花は普通に俺の妹なんです！　兄妹きようだいって意味の妹です！」

　俺がわかりきったことをなぜか無む駄だに強調してそう言うと、水無月さんはガーンとセルフＳＥを口から出して、ヨロヨロと後ずさった。

「ま、まさか、そんな……。永遠野先生に本物の妹がいたなんて……」

「……なんでそんなにショックを受けてるんですか」

〈お兄ちゃんのことが好きすぎて困ってしまう妹の物語です。〉なんて直球の妹ラブコメを書いてる作者にリアル妹がいることに驚いてる……ってわけじゃないみたいだけど。

「……お兄ちゃん、確かあの人は声優の水無月桜さんという方でしたよね？」

「ああ、この前のサイン会でお前も遠目では見たんだろ？　永遠野誓のファンで、今日はＷピース先生の名前を見つけてこのサークルに来たらしい」

「てっきりお兄ちゃんが、ファンということを利用して『お兄ちゃん』と呼ぶように強要していたのかと思っていましたが、本当に自主的に言っているんですね……」

「あの時も俺、ちゃんとそう説明したよな!?」

　相変わらず、こいつにゃ俺の言葉は欠片かけらも信用がないのな！

「そんなことより、私もお兄ちゃんの妹として挨あい拶さつをしておかないといけません」

「え？　あの、涼花？」

　しごく当たり前のことを言っているようで、全然そんな風に聞こえないのはなぜだろうか……などと考えていると、涼花は水無月さんに向かってペコリと頭を下げた。

「初めまして、水無月桜さんですね？」

「え？　あ、初めまして……？」

「私はお兄ちゃんの妹の永見涼花です。お兄ちゃんの作品のファンだとうかがっております。妹として、私からもお礼を言わせてください。ありがとうございます」

「え？　ええ!?」

　涼花の挨拶を聞いて、水無月さんが怯ひるむ。

　だがそれも無理はない。兄である俺から見ても、穏おだやかな笑えみを浮うかべながら丁てい寧ねいな口調で挨拶をする涼花の態度は完かん璧ぺきとしか言いようがなかったからだ。

　ただ、ところどころ謎なぞのアクセントがあったようにも聞こえたが、気のせいか……？

「く、クールなお嬢じようさま!?　しかも超ちよう美少女な妹……！」

「お兄ちゃんにはいろいろと至らない点もあると思いますが、それは妹の私がその都つ度ど注意しますので、これからもよろしくお願いします」

「!!」

　完璧な笑みを浮かべて再度頭を下げる涼花に、大きく目を見開く水無月さん。

　……な、なんだろう、今一いつ瞬しゆん二人の間に電でん撃げきが走るエフェクトが見えた気がしたぞ？

　ってか涼花はなんで勝ち誇ほこったような表情を浮かべているんですかね……。

「…………」

　一方で水無月さんは打ちひしがれたように俯うつむいたまま、ピクリとも動かない。

　……どうしたんだ？　……声をかけた方がいいのか？　なんて思い始めた頃ころ、水無月さんはいきなりバッと勢いよく顔を上げると、

「す、すごいです!!」

　と目を輝かがやかせて俺達に迫せまってきた。

「な!?　い、いきなりどうしたんです!?」

「すごいです先生！　先生にはこんなすごい妹さんがいたんですね！　桜、感激してしまいました！　なんかもう、負けたって気分です！」

「いや、あの、落ち着いてください！　ってか、負けたってなんのことです!?」

「ふ……、妹というのは深遠なものなんです。わかっていただけたようですね……」

「いや、涼花さん!?　お前はお前でなんでそんなに満足げなの!?」

　俺の叫びも虚むなしく、涼花は余よ裕ゆうの笑みを浮かべて悠ゆう々ゆうとしていた。

　……が、次に水無月さんが口にした言葉が、そんな涼花を一瞬で凍こおり付かせた。

「桜は妹というものをまだまだ甘く見てました！　先生にこんな妹さんがいるなら、桜はもっともっと努力してその上をいかないとですよね！」

「そうそう、もっと努力して────…………え？」

　一瞬で余裕が消え、真顔で水無月さんを見る涼花。

　あ、俺はもうさっきから全然話について行けずに絶賛思考放ほう棄き状態です。はい。

「あ、あの……？　それはどういう……」

「桜が永遠野先生の妹になるためには、本物の妹さんよりももっとずっと妹らしくならないといけないって気づけたの！　えっと、永見涼花ちゃんだったよね！　とっても大事なことを教えてくれてありがとう！」

　花が咲さくような笑みを浮かべながら、水無月さんは涼花の手を取ってギュッと握にぎりしめた。心の底から感謝しているという気持ちが伝わってくるような光景だ。

　……もっとも、握られてる側はなぜか魂たましいが抜ぬけたようになってるんだが。

「本当にありがとうね！　これで桜はもっと理想の妹に近づけるような気がするよ！　役も取って、桜が先生の妹になれた時は、絶対にお礼するからね！」

「……え？　こ、これは一体……？　私は上手うまく釘くぎを刺さしたはずなのに……、ええ？」

　涼花の手を握ったまま、うれしそうにブンブン上下に振ふる水無月さん。

　一方で涼花はされるがままで、なんか身体が揺ゆれるたびに頭がガクンガクンしている。

　……ってか、釘を刺したってどういう意味なんですかね？　なんかもう俺、日本語を理解する能力も失われてきたような気がするよ……。

　しかし、一人元気な水無月さんは、放心状態の涼花にさらなる追い打ちをかける。

「あ、そういえば涼花ちゃんって、先生の作品に出てくる妹とは全然違うよね」

　グサッ!!

　まったく悪気のないその台詞せりふが、生々しい音とともに涼花の胸に突つき刺さる。

　……いや、比ひ喩ゆじゃなくマジでそう見えたんだが……。音も聞こえたし、なぜか背景が放射状に光ってるし、視界一いつ杯ぱいに『Ｋ・Ｏ！』って文字が浮かんでるし。

「……な、…………なっ」

　俺が本格的に病院に行くべきか悩なやんでいると、涼花は打ちのめされたようにテーブルに両手をついた。

「……ま、まさか水無月さんがここまで手て強ごわいなんて……。ま、真正面から切り返されるとは思ってもなかったです……っ」

　なんかよくわからないが、俺のあずかり知らないところですさまじい戦いが起こっていたらしいことを呟つぶやく涼花。

　……いや、マジでよくわからないんだが、とりあえずあの涼花をここまで追い込んだ時点で、水無月さんが相当すごいということだけは嫌いやというほどわかった。

「あれ？　涼花ちゃん？　どうかした？」
















　今はその女の子らしさ全開のふわっとした笑みも、なんだか恐おそろしく見えるよ……。

「ちょっと祐、あんたお客さんと話し込んだりして、なにやってんのよ」

　とその時、じゃれ合いが終わったのか、今度は舞が首を突っ込んできた。

　Ｗピース先生も「なんデスかなんデスか」と参戦してきて、ただでさえカオスな状じよう況きようがさらに混乱するのかと思うとなんか両りよう肩かたが重く感じる。

「あれ？　お客さんじゃないの？　……この子、誰だれ？」

「おおー、これまた可愛かわいい人デスね！　先生の周りには美少女がいっぱいデス！」

「……え？　また違ちがう美少女に、謎の金きん髪ぱつ美女まで登場？　ま、まさかこの人達も先生の妹だって言うんじゃ!?」

「本気で言ってませんよねそれ!?」

「はい！　私は祐おにーちゃんの妹デス！」

「Ｗピース先生は面おも白しろそうだからって理由だけで無茶な悪ノリしないでください！」

　水無月さん相手にその受け答えは冗じよう談だんにならないんだからさ！

　……ったく、まともに付き合うのは無理だ！　ここは淡たん々たんと紹しよう介かいし合うしかない！

「二人とも、こちらは水無月桜さん。声優で、この前のサイン会にも来てくれてその時に知り合ったんだ。んで水無月さん、こいつはクラスメートの氷室舞。俺と同じラノベ作家でもあってペンネームは炎竜焰。この人はイラストレーターのＷピース先生です」

「声優の水無月桜って……、あの水無月桜!?　ゆ、祐！　あんたなんでそんな大物と知り合いになってんのよ！　しかもなんでこんなレベルの高い……！」

「だからサイン会に来たからだって言ってるだろ！」

　なぜか突っかかってくる舞。……ってかレベルってなんのことだよ。

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ。サイン会にわざわざ来たとか、まさかこの子……」

「はい！　桜は永遠野先生の大ファンなんです！」

　その言葉に、舞がピクリと反応する。

　……ま、マズイ。こいつにその単語はタブーだってのに！

「……ちょっとあんた。祐のラノベが面白くてファンになるのは当然だとしても、祐の一番のファンはこの私なんだからね！　それは覚えときなさいよ！」

「おま……っ！　初対面の人になんつーことを……っ！」

　失礼を通り越こしてもはや意味不明だった。……ってか、水無月さんは俺らの先せん輩ぱいにあたるのでため口はどうかと思うのだが、そんなことを指摘する暇ひまもない。

「ええ!?　い、一番のファン!?　そ、そうなんですか先生!?」

「自じ称しようではありますけど、熱意って意味じゃあながち間違ってないというか……」

　もちろんストーカー的な意味でだが。

「す、すごい……。そんな人がいるんだ……」

「あの、真に受けないでくださいね？　こいつが勝手に言ってるだけで、ファンの人に優ゆう劣れつとかそういうのは絶対ありませんからね？」

　背後で舞が「ちょっと祐！　何言ってんのよ！」と抗こう議ぎの声を上げるが、無視！

「いえ、桜はショックを受けました。桜も先生の大ファンのつもりだったけど、人前であんなに堂々と恥はずかしげもなく主張できる人がいたなんて……」

「へえ？　……ふふーん、よくわかってるじゃないの」

　舞はそれを聞いて得意げにふんぞり返るが、どう聞いても褒ほめ言葉じゃねえぞ……。

「ま、わかったんならいいわ！　これからはただのファンとしてせいぜい──」

「ありがとうございます！　炎竜先生！」

　舞が勝利宣言をしようとしたところを、水無月さんが目を輝かせながら遮さえぎった。

「……え？　あ、ありがとうって？」

「炎竜先生のおかげで、桜は目覚めました！　永遠野先生の大ファンならもっともっとその気持ちのままに動かないといけないんですね！　桜、これからは炎竜先生を超こえるくらいの大大大ファンを目指しますね！」

「な、なんですって……っ!?」

　舞の手を握りしめて、本当に感謝してるという風な水無月さん。

　全く邪じや気きのない笑え顔がおを振りまいてはいるものの、言ってる内容は完全に舞にケンカを売ってるものになっていた。……でも多分あれ、そんな意識はないんだろうな。

「ちょ、ちょっとあんた、人の話聞いてたの!?　一番のファンはこの私だって！」

「え？　でも桜の方がその気持ちは強いですけど……？」

「なに『そんなの当たり前だけど？』みたいな感じで首を傾かしげてんのよ！　私なんて祐の作品は一巻も二巻も百冊以上買って保存してるんだからね！」

「あ、じゃあ桜は二百冊以上買いますね」

「なら私は三百冊買うわよ！」

「……その張り合い方は絶対に間違ってると思うんだが……」

　俺はボソリと呟いてみるが、案の定完璧に無視された。悲しい。

「そ、それに私は祐のクラスメートなんだから！　一いつ緒しよにいる時間だってあんたとは比べものにならないんだからね！」

「あ、じゃあ桜も先生と同じ学校に転校します！　学校、教えてください！」

「水無月さんがそれを言うと冗談に聞こえないんですけど!?」

「え？　やだなぁ、もちろん冗談に決まってるじゃないですかー」

　あははと笑う水無月さんだが、なんか怖こわいよ！　サイン会の時も感じたけど、水無月さんの笑顔は得体のしれない怖さがあるんだよ！

「ふ、ふん！　しかも私は祐が初めて書いたサインだって持ってるのよ！　世界で唯ゆい一いつ、一番のファンであるこの私が！」

「それは羨うらやましいです！　じゃあ先生！　桜にもなにか先生の初めてをください！　桜、先生の初めてのためなら何だってしますから！」

「こら！　祐の初めては全部私のものなんだから勝手なこと言わないでよね！」

　終始笑顔の水無月さんと、余裕の欠片かけらもない舞。水無月さんのオーラが和なごやか過ぎてじゃれ合ってるようにしか見えないのが不幸中の幸いってところだが……。

　一方で俺は、話題の渦か中ちゆうにいるはずなのに思いっきり放置されてます。はい。

　ってか俺は代理人でしかないので、もうありとあらゆる意味で蚊帳かやの外状態だった。

「うーん、水無月桜さんデスか……。なかなかの逸いつ材ざいデスね！」

　逸材と言えば逸材かもしれない。

　得え難がたいという意味であって、貴重だという意味じゃないところが悲しいわけだが。

「うう……！　な、なんなのよあの子……！」

　と、ようやく言い争いが終わったのか、舞が涙なみだ目めで後ずさってきた。

　……あの話題で舞が負けたのか。水無月さんってやっぱり底が知れないな……。

　俺がそんなことを考えていると、Ｗピース先生がひょこっと前に出て、

「初めマシてデス、水無月さん。私が先生の一番のパートナー、アヘ顔がおＷピースデス！」

「初めましてアヘ顔さん！　水無月桜です！」

　お互たがい満面の笑みで、なんだかとっても微笑ほほえましい。

　……でも、なんだろう。確かに微笑ましいんだが、変な胸むな騒さわぎがするぞ。

「いやー、声優さんにまで手を出してるとか、さすが先生といったところデスね」

「アヘ顔さんが外国の方だなんて知りませんでした！　すっごくお綺き麗れいですね！　でも一番のパートナーって、イラストを担当されてるからですか？」

「いえ、それだけじゃないデスよ？　パートナーというのはお仕事だけでなく、お互いに支え合ってこそのパートナーデス！　私は先生のおかげで新たな地平に目覚め、先生は私のエロ画像を見て元気になる……。ギブ＆テイクな関係が重要デス！」

「まるで俺がエロ画像を要求してるみたいなことを言わないでください！」

「わあ、いいなぁ……。桜も永遠野先生とそんなパートナーになりたいなぁ……。でも桜はイラストなんて描かけないし……」

「水無月さんは水無月さんで、さっきのＷピース先生の発言に一いつ切さいの疑問を抱いだいていないのはどうかと思うんですけど……」

「あ、そうだ！　じゃあ桜は先生のためにボイスをいろいろ用意します！　おはようコール用とかおやすみコール用とか！」

「それは素す晴ばらしいデス！」「ですよね！」と意気投合して盛り上がってる二人。

　これで会話の内容さえ聞こえてこなかったら、美少女二人が和わ気き藹あい々あいとしてるだけの美しい光景なんだがなぁ……。現実は非情だ……。

「というわけで先生！　先生の連れん絡らく先を教えてください！」

「なにがどう『というわけで』なんですか!?」

「大だい丈じよう夫ぶ、安心してください。声優として、絶対に先生に満足してもらえるようなボイスを用意しますから！　『朝だよ？　起きて……ね？』なんて」

　……うぐっ！　さ、さすがに大人気プロ声優。わずかな一言だけで既すでにもう耳が幸せな状態になっている……っ！

「おお、さすがは声優さんデス！　私もプロの絵師として、もっと先生に元気になってもらえるようなエロ絵を描かないとデスね！」

「その通りです！　お互い先生のベストパートナーを目指してがんばりましょう！」

　そう言って、笑顔のまま固い握あく手しゆを交かわす二人。

　……ああ、わかった。今いま更さら気がついたけど、この二人は似た者同士だ！

　無む邪じや気きな笑みを振ふりまきながら周りを翻ほん弄ろうし続けるあたりがもうそっくり過ぎて、被ひ害がい者しや代表の俺としては戦せん慄りつする以外ないじゃないか！

　……くそっ、天然って実はこんなにも恐ろしい属性だったのか……っ！

「お互い支え合うのがパートナーって、すごくいいですね！　あ、でも、だったら将来先生の妹になるための練習も兼かねて『朝だよ、おにぃちゃん？』とかの方がいいかも」

「いいデスねー」「そう思いますか！」と盛り上がってる二人。ちなみに俺がツッコミを入れないのは、あの二人に寸分の隙すきもないからです。怖いです。

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　と、そこに復活した涼花が乱入してくる。

「お、お兄ちゃんは本当にだらしなくて困った人なので、ちょっとくらいの刺し激げきだといつまでも寝ねてるんです！　だからそんな声くらいじゃ目覚めません！　お兄ちゃんを起こすのは妹である私の義務なので、水無月さんは無理をなさらなくて結構です！」

「あ、そうなんだ。じゃあ桜が毎朝訪ねて行って、直接起こせばいいよね！」

「どうしてそうなるんですか!?」

「そっか、毎朝訪ねるとか迷めい惑わくだよね？　じゃあ桜が先生と同居すればいいんだ！」

「ううう……。か、会話が成立してません……」

　ガクリと崩くずれ落ちそうになる涼花。……ものすごくレアな光景だ。

「うーん、やっぱり水無月さんって逸材デスねー」

「く……っ！　なんであんな女が現れるのよ……！　でも負けてたまるもんですか！」

　そして再び始まる女性陣じんの言い争い。中心にいる水無月さんがとことんポワポワしてるので険悪さがないのがせめてもの救いだったが、あそこまでカオスなことになってしまっては、もはやそんなのは些さ末まつなことだな……。

「あ、あの……、新刊売ってもらっていいですか……？」

「はい……。すいませんけど、後ろのアレは気にしないでください……」

　そしてそんな中で俺にできることと言ったら、背後で繰くり広げられている喧けん噪そうを見ないようにしつつ、一人黙もく々もくとお客さんの相手をすることくらいだった。

　……ああ、勤労って尊いなぁチクショウ！




　　　　▼




「まったく！　なんなんですか、あの水無月さんという人は！」

「まあ、いろんな意味で只ただ者ものじゃないよな……」

　ご立腹な涼花と二人で、俺はコミケ会場をブラブラと歩いていた。

　あの後Ｗピース先生から「先生は取材しないとデスから、ここは私達に任せてそろそろ会場を見て回ってきてくだサイ」と時間をもらったので、元の服に着き替がえた涼花と一緒にこうやっているというわけだ。

　水無月さんはというと、女性陣の言い争いが終わった後、仕事があるからと言って新刊を購こう入にゆうしてさっさと帰ってしまった。帰り際ぎわに「今日は先生にも会えたしお友達もたくさんできたし、桜、ラッキーでした！」とご満まん悦えつだったことを思い出す。

　あの嵐あらしのような時間も、水無月さんにとっては楽しいおしゃべりでしかなかったのかもしれない。……うん、だとしたらやっぱり只者じゃないわ。

「あんなにやりにくい人は初めてでした……。つかみどころがないというか……」

「ま、まあ相あい性しようってのはあるかもな」

「それはともかく、どうしてお兄ちゃんはあの人に連絡先を教えたりするんですか」

「熱心に教えてくれって頼たのまれたら、あの流れじゃ断れないだろ……」

「普ふ通つうはファンだからって教えたりしないはずでしょう？」

「舞のやつが、自分は連絡先も知ってるんだーなんて言って張り合わなきゃ、そういう断り方もできたかもしれないけどな」

　つくづくヘッポコで隙だらけなやつだった。

　最後まで水無月さんに優位を取られ続けたのも、大半は自じ爆ばくなんじゃないかと思える。

「もしあの人から変な音声が送られて来たら、即そつ刻こく削さく除じよしてください。……いえ、やっぱり私がこの手で削除します」

　未いまだに怒いかりが収まらないといった感じの涼花だったが、やがてふと足を止めて、なぜか俯うつむいて立ち止まってしまった。

「涼花？　どうかしたのか？」

「……あ、いえ……。ただ、お兄ちゃんに謝らないといけないと思って」

「へ？　謝るって、なにを？」

「水無月さんへの態度もそうですけど、なんだか今日の私は少し変で……。なんだか落ち着かない気分なんです。だからその、いろいろとはしたない姿を見せてしまって……」

　恥はずかしさと申し訳なさが入り混じったような表情で言う涼花。

　まあ確かに普ふ段だんのクールさはないけど、こんな状じよう況きようじゃ無理もないんじゃないかな。

「仕方ないよ。初めてのコミケなのに、いきなりコスプレさせられたうえに売り子までやらされたんじゃ誰だれだって戸と惑まどうって。それにお前、人ごみは苦手だろ？」

「そ、それもありますけど……。でもきっとこれは、私が不安だから……」

「気にすんなよ。そういう時のために俺が一緒に来てるんだから、キツイようなら言ってくれ。フォローするのも代理人の仕事だろ？」

　……まあ、矢やお面もてに立つくらいしかしてやれることがないんだけどさ。

「あ、ありがとうございます……、お兄ちゃん……」

　そう言って涼花は少しだけ笑ったので、俺はほっと息を吐つく。

　一人で抱かかえ込まずに俺に相談してくれりゃいいのにと思うんだが、性格が生き真ま面じ目めだからそうもいかないんだろうな。……いや、俺が頼たよりないだけかも。

「でもきっと、水無月さんとまた会ったら同じようなことになりそうなんですけどね」

「水無月さんもああいう人だからなぁ……。でも、お前があそこまでムキになるほど嫌いやな性格ってわけじゃないと思うけど」

「いえ、私だって水無月さんは裏表のない良い人だと思います。……ただ、お兄ちゃんを『お兄ちゃん』って呼んでいいのは私だけだから……」

「ただ……、なんだって？」

　涼花の声が小さくなったのもあって、最後の方が喧けん騒そうに吞のまれて聞こえなかった。

「な、なんでもありません。ただ、ああいう危険な人をお兄ちゃんの傍そばに近づけたくないと思っただけで。……あ、も、もちろん代理人だってバレないようにという意味でですよ!?　か、勘かん違ちがいしないでください！」

「いや、それ以外の意味なんてそもそもないだろ……。それにしても、危険な人って表現はどうなんだ？　水無月さんは俺のこと、信じきってると思うけど」

「そ、そういう心配じゃありません」

「じゃあどういう……、ってあれか？　性格的な意味でか？　まあ時々狂きよう気きのようなものを感じる時があるけど」

「確かに氷室さんとはまた違った危険な気配を水無月さんから感じますが……、そうではなく一人の女性としてお兄ちゃんに好意をですね……」

「いや好意って、あれはファンとして以外の何物でもないと思うぞ」

「う、うう……、もういいです！　……まったくお兄ちゃんはいつまで経たっても鈍どん感かんで無警けい戒かいで……っ！」

　な、なんか知らないけど怒おこられてしまった。なにか悪いこと言ったかな？

「……なあ、落ち着かないようなら今日はもう帰るか？　なんか辛つらそうだし」

「あ、いえ、すいませんお兄ちゃん……。ああもう、なにやってるんだろう私……」

　そう言ってシュンと落ち込む涼花。

「コミケは慣れててもキツイからな。特に夏場。初心者には余計にさ」

「それは別に平気なんですが……。じゃあ、あの、お兄ちゃんに一つだけお願いしてもいいですか？」

「一つと言わずいくらでも。飲み物か、それよりもどっかで休きゆう憩けいとか？」

「いえ、質問に一つ答えてもらえればいいんです」

　質問？　と俺が首を傾かしげていると、涼花は恐おそる恐るといった感じで続ける。

「お、お兄ちゃんは私のラノベが好きなんですよね？　その、特別に……」

「へ？　な、なんで今更そんな質問を……？」

　俺は意図がわからず訊きき返そうとするが、涼花が強い視線で俺を見つめていたので、なんとなく答えないといけない気がした。

「あ、ああ、まあ、好きだよ。こ、この前もそう言っただろ？」

　歯切れが悪いのは、涼花の前でリアル妹が書いた妹モノラノベを好きだと公言するのが恥ずかしかったからだ。この前ぶっちゃけてしまったので涼花はもうそのことを知ってるのだが、こればっかりは何度目だろうが恥ずかしいものは恥ずかしい。

「……そう、ですか。……うん、そうですよね」

　涼花は俺の答えに何度もうんうんと頷うなずいているが、マジでなんなんだろう……。

「ありがとうございますお兄ちゃん。それが聞けて、落ち着きました」

「そりゃよかったけどさ、……なんでまた？」

「い、いえ、特に理由はありません。そんなことより、早く見て回りましょう。せっかくお兄ちゃんと二人きりの時間──違います！　取材できる時間ができたんですから、目的を果たさないと！」

「あ、おい!?」

　言うが早いか、涼花は俺の手を摑つかんで歩くスピードを上げた。……コミケに来たのは取材目的だからいいんだけど、さっきまでのやり取りは一体……？

「ほら、ボーッとしてる時間はないですよお兄ちゃん」

　……でもまあ、いいか。涼花が元気になったのならそれが一番だよな。

「それにしても、改めてすごい人数ですね。熱気も……」

　涼花は会場内を見回しながら、少しだけ俺の手を握にぎる力を強める。

「でも、ここで売られているのは同人誌なんですよね？　同人誌というのは、素人しろうとの方が作ったもののはずなのに、こんなにも多くの人がそれを求めているんですか？」

「まあ素人だけじゃなくプロもいるけど、熱ねつ狂きよう的に求めてるってのはその通りだ」

　俺が即そく答とうすると、涼花は「どうしてそこまで？」と首を傾げる。

「同人ってのは既き存そん作品の二次創作が中心なんだけど、本編で見たかったけど見られなかったものってのを補完する色合いが強いんだ」

「見たかったけど見られなかった？」

「そう。例えば本編では結ばれなかったキャラ同士のカップリングとか、その物語の世界について自分が考えた設定やオリジナルストーリー。もしくは目立たなかったけど好きなキャラに焦しよう点てんを当てたり、接点がないキャラ同士の掛かけ合いを想像したり」

「そういうものなんですか？」

「他ほかにも、本編の描びよう写しやだけじゃ満足できなくて自分なりに焼き直したり付け足したりな。その作品が好きだからこそ、みんな同人作品を作ったり買ったりしたがるんだよ」

「好きだから……」

　……まあ、その中でも一番エネルギーがあるのはやっぱり十八禁なんだけどな。

　でもそれも『本編で見たかったけど見られなかったもの』を補完するって意味では、俺が言ったのと全く同じだ。

「みんな愛情を抱いだいた作品があるからこそ、これだけ熱狂的にコミケで同人誌を求めるんだ。で、その熱意ってのはオタク業界の根っこでもある」

「愛情を抱いた作品があれば、同人誌を欲ほしがるものなんですか？」

「まあ、そう言っても過言じゃないと思うぞ」

　基本的に同人業界にはそれほどのめりこんでない俺でも、昔一度だけドハマりしたラノベの同人誌を買い漁あさったことがあった。……あの時は、本当に熱かったな。

「………………」

　涼花は俺の説明を聞いて、なにやら黙だまって考え込んでいる。

　このオタクが持つエネルギーってのを理解してくれれば、今回の取材も成功だな。

「……ん？」

　とその時、視界にあるものが飛び込んできて、俺は思わず足を止めた。

「どうしたんですか、お兄ちゃん？」

　涼花も立ち止まって、俺の視線の先をたどっていく。

「一体何を……。え？　あれってまさか私の……？」

　涼花が驚おどろいたように息を吞のむ。が、それは俺も同じだった。

　俺が見たもの──それは涼花のラノベ〈お兄ちゃんのことが好きすぎて困ってしまう妹の物語です。〉の同人誌を売っているサークルだった。

　しかも一つや二つじゃない。一画がまるまる埋うまるくらいの数のサークルが、涼花のラノベを元ネタにした同人作品を販はん売ばいしていたのだ。

「……やっぱりそうです。私の作品の同人誌なんてものもあるんですね」

　涼花にとってはその程度だったらしいが、俺の驚きはもっと大きい。

　ネット上の二次創作ならまだしも、こうやってコミケにまで出てくるとなると、それ相応の知名度ってもんがないとダメだからだ。

　確かに涼花のラノベは一巻が三十万部というあり得ない数字を叩たたきだしたものの、まだ二巻が出たばかりの駆かけ出しの状態。アニメ化はもちろん、コミカライズだって企き画かくが立ち上がったばかりだ。

　コミケでまとまった数のサークルが出てくるジャンルは、普通はアニメ化されて名前が売れた作品が大半だってのに、ラノベだけでこれだけのサークルが同人を出すとか、涼花の作品のファンがそれだけ多いという証しよう拠こに他ならない。

「そ、それにしたって、まさかここまで……」

　俺を襲おそった衝しよう撃げきは相当なもので、しばらく思考が上手うまく回らなかった。

　それでも頭に浮うかんできたのは、俺と涼花の間にある越こえられない壁かべ。

　ますます拡大していく涼花の世界に対して、俺はラノベ大賞に入賞さえままならない。

　才能の差なんてとっくの昔に思い知らされていたけど、こうやってまた違う形で見せつけられると、改めてその遠さを再認にん識しきせざるを得なかった。

「お兄ちゃん……？」

　……いや、かといって今いま更さら落ち込んで凹へこんで悶もん絶ぜつしたりとかはしないぜ？

　もうそんな段階は四カ月前に経験済みだからな……。

　今俺の頭にあるのは、どうすれば涼花に追いつけるかってことだけ。

　ぶっちゃけ凡ぼん人じんの俺が天才の涼花に追いつこうと思ったら、センスで勝負してちゃダメなのかもしれない。まずはラノベ大賞を受賞することだけを考えて、人気作品の傾けい向こうとか今の流行を分ぶん析せきして、世間に受けるような作品を書かないとダメなんじゃないか。

「……でも、それは……。いや、やっぱそれしか……」

「あの、お兄ちゃん？　わ、私の作品の同人誌が売ってるんですけど……」

　その時涼花がクイクイと袖そでを引っ張ってきたので、俺はハッと我に返った。

　……あ、危ない危ない。こんなことを考えてたなんて涼花に知られるわけにはいかないってのに……。今は涼花の取材に集中しないと。

「そ、その……、お兄ちゃんはあの同人誌、欲しいとか思わないんですか……？」

　だが涼花の意外な一言に、俺は思わず「え？」と訊き返してしまう。

　……いや、欲しいかって言われれば欲しいけど……。

　ってか、そう言われてみればものすごく欲しい気になってきたけど！

　あれだぞ？　俺だって涼花の作品のファンだからな？　舞とか水無月さんが大ファンだなんだって主張してるけど、この世で一番最初にファンになったのは他でもない俺なんだからな!?　そう言い出せないだけで！

　となると、俄が然ぜん購こう買ばい意い欲よくが湧わいてきた。あのめちゃくちゃ可愛かわいい妹キャラである祐ゆう花かが同人誌ではどう描えがかれているのか……。本編と同じくらい可愛い祐花が見られるかも。

　そりゃ同人誌なんだから当たりはずれはあるが、あれだけの数があれば俺の好みにジャストフィットしたのが一つくらいはあるはずだ……！

　俺が期待に胸を膨ふくらませつつ、その一画へと足を踏ふみ出そうとした時だった。

「……っ!!」

「え？　ど、どうしたんですか？　買いに行かないんですか？」

　俺は、踏み出そうとしていた足を急いでひっこめた。

　というのも、俺は見たからだ……。あの奥にある同人誌……。

　表紙から既すでにそれとわかる、あれは明らかな十八禁作品……!!

　いや、ない！　それはない！　さすがにない！　いくら読みたくても、さすがに涼花のいる前で涼花の作品のエロ同人誌を買うなんてのはあり得ない！

　そうだよ！　そんなの変態を通り越して鬼き畜ちくも飛び越えて、畜ちく生しようのハードルも蹴けっ飛ばして既に外げ道どうの領域だよ！　地じ獄ごくに落ちるどころの話じゃないよ！

「しゅ、取材ももう十分だろうし、そろそろ戻もどらないとな！」

「ええ!?　と、突とつ然ぜんなにを!?　というか、同人誌は……！」

「い、いやー、別に同人誌とか特に欲しくないしなー。Ｗピース先生達ばっかりに留守番させておくのも申し訳ないしなー」

「ほ、欲しくないって、そんな……っ！」

　俺は涼花の手を摑んで、慌あわててその場から撤てつ収しゆうする。

　……こ、ここは俺達が二人でいていい場所じゃなかったんだ！　うん！

「愛情を抱いた同人誌を欲しがるって言ってたのに……。それなのに買わずに帰るなんて、やっぱり私の作品はお兄ちゃんにとって特別じゃ……？」

　涼花の呟つぶやき声が喧けん騒そうの隙すき間まからわずかに聞こえてくるが、その時の俺には内容を聞き取る余よ裕ゆうさえなかった。




「た、ただいま戻りました」

　Ｗピース先生のサークルに戻ると「お帰りなサイ！」「……遅おそかったんじゃない？」と二人が出で迎むかえてくれた。……涼花はまだ、無言のまま俺を睨にらみ続けている。

「すいませんでした、自由時間をもらっちゃって」

「いえいえ、先生は取材に来たんデスからそんなの当然デスよ」

「ありがとうございます。じゃあ今度は俺達がサークルにいるんで、Ｗピース先生もコミケを回ってきてください。あ、舞もな」

「私はいいわよ。今は永遠野誓が作ったもの以外は興味ないしね。……だっていうのに、なんで私があんたの取材について行っちゃダメだったのよ……！」

「し、仕方ないだろ。さすがにＷピース先生一人じゃ大変だろうし」

「まあジャンケンに負けたんだし仕方ないデスよねー。あ、ちなみに私も残りマスよ？　私はこのサークルの主デスからね」

　……じゃあまた四人で売り子をすることになるのかな──なんて考えていた時だった。

「ちょっと、まだこんなに売れ残ってんの？」

　突然声が聞こえてきたので振ふり向くと、そこに二人の少女が立っているのが見えた。

　声をかけてきたと思おぼしき方の少女は、どこか不ふ機き嫌げんそうな顔で腕うでを組んでいる。

　年ねん齢れいは……俺と同じくらいだろうか？　相当な美少女だったが、どこかピリピリした雰ふん囲い気きで、舞みたいな隙だらけではない尊大さも感じられた。

　そしてその後ろには、背せ丈たけが一回りほど小さな少女が影かげのように寄り添そっている。

　こっちもまたかなりの美少女だったが、前にいる子とは違ちがって明らかに気配が薄うすい。

　まったくの無表情でただじっとこちらを見つめているだけで、口を開こうともしない。

「あ、え？　ルナちゃん？　それにキノちゃんも……」

　そんな二人に、Ｗピース先生が驚いたような顔を向けた。

「お知り合い、ですか？」

　俺がそう訊たずねると、Ｗピース先生にしては珍めずらしく「ええ、まあ……」と言葉を濁にごす。

「知り合いってゆーか、私達はアッヒーのライバルだし。ねえアッヒー？」

「あ、はい、そうデス。……えっと、それはともかくルナちゃん？　私のことはアヘ顔がおって呼んでほしいんデスけど……」

「こ、公衆の面前でそんな単語言えるわけないでしょ！」

「「「ら、ライバル……？」」」

　二人がそんなやり取りをしている中、俺と涼花、それに舞の声までが重なる。

　しかもアッヒーって……、それって多分Ｗピース先生のことだよな……？

「あの、ライバルってどういう……。ってか、あなた達は……」

「言葉通りの意味よ。この同人業界でのライバルってこと。〈アンビヴァレンツ〉ってサークル名、聞いたことない？」

「アンビヴァレンツって、あの大手サークルの？」

　舞がその名前に反応するが、俺も聞いたことがある。

　同人業界にはそれほど詳くわしくない俺でさえ知ってるくらいの有名サークルだ。

「そう。それって私達のサークルだから」

「……へ？　私達のって……、ええ!?」

「あんた達、アッヒーの知り合い？　私はサークル〈アンビヴァレンツ〉のイラスト担当、神かん坂ざか春はる菜な。で、こっちはお姉ちゃんで、主にシナリオとか文章担当の──」

「……神坂秋あき乃の」

　と、後ろの少女がポツリとそれだけ言ってお辞じ儀ぎをする。もちろん無表情のままで。

　……こ、こんな俺達と同年代くらいの女の子が有名サークルの主？　ってか姉し妹まいでやってるのか？　しかも小さい方が姉とか、なんかいろいろ混乱してきた……。

　俺が黙だまったままでいると、春菜と名乗った少女はもう興味はないとばかりに視線をＷピース先生に移し、なにかを非難するように眉まゆをしかめた。

「そんなことよりアッヒー、調子はどうなの？　ライバルとしては、売れ行きがどんなものか気になるんだけど」

「上々デスよ。いろんな人が新刊を買いに来てくれてマスし」

「新刊ね。……って、あ、相も変わらず鬼畜エロ系……！　バカじゃないの!?　こんなのばっかり描いてるから、この時間になっても売れ残ってるのよ！　もっとちゃんとしたジャンルだったらアッヒーなら一発で……っ！」

　神坂春菜はイライラしたような雰囲気でＷピース先生の新刊を見下ろす。

「う、売れ残ってなんていマセん。これは今から来る人達の分デスよ」

「……ふうん。私達の場合、この時間になるともう後片付けの段階だから、そういう考えとか全然ないのよね」

「え？　それってどういう意味デスか？」

「私達のサークルは、もう新刊もなにもかも全部売りきれちゃったってこと。やることなくなっちゃったからアッヒーのとこを見に来たの」

　その言葉に、Ｗピース先生は「え……？」と固まる。もちろん、俺もだ。

「なに驚おどろいてんの？　こんなの私達クラスのサークルなら珍しくないじゃん？　……ってゆーか、アッヒーだってその気になればいくらでもできるでしょ……」

「い、いえ、私のところじゃそんなことはとても無理デスよ」

「……むぅ！　……あ、ああそうよね！　そんな低い志じゃ、私達みたいなシャッター前なんて、アッヒーには夢のまた夢かもね！」

　やれやれだわと不機嫌に言い放つ神坂春菜と、眉一つ動かさず黙っている神坂秋乃。

「……それにしても、ここって壁にしてもちょっとのんびりしすぎじゃない？　私達のとこなんて、全然人が途と切ぎれなくてもうヘトヘト。たまにはアッヒーもシャッター前とか目指したりすれば？」

「それは、やろうと思ってできることでもないデスし……」

「む、むむ……っ！　あっそう！　ライバルだからそうしてほしいって思ったけど、難しいことを軽く言っちゃった！　ほんとごめんね！　あは、あははは！」

　俺は目の前で繰くり広げられる光景をしばらくの間ただ呆ぼう然ぜんと見ていたが、やがてハッと我に返ると、改めて神坂姉妹をまじまじと見つめる。

　……な、なんなんだこの人達？　いきなりやって来たかと思ったら、Ｗピース先生相手に高圧的なことばっか……。Ｗピース先生も言われるがままだし、しかもライバルってなんだよ？　一体どういう関係なんだ？

「……春菜」

　俺が考えている間にも神坂春菜の話は続いていたが、姉の方がポツリと口を開くと、

「……あ、ごめんお姉ちゃん。そんなこと言いにきたんじゃなかったわ。アッヒーに報告しとかないといけないことがあるの」

「報告？　なんデスか？」

「別に大したことじゃないけど？　ただ、今度私達、流りゆう星せい文庫からラノベ作家デビューすることになってさ」

「え……、ラノベ作家デスか……？」

「そう。私がイラスト、お姉ちゃんがストーリーでね。ラノベのイラストに関してはアッヒーの方が先せん輩ぱいだったよね？　だからライバルとして言っとこうかなって」

「それはおめでとうございマス……。あ、キノちゃんも」

「……ありがとう」

「でも、これで同人業界だけじゃなくラノベ業界でもライバルだよね？　……えーと、なんて言ったっけ？　アッヒーが挿さし絵え描かいてる妹モノラノベの作者」

「……永遠野誓先生デス。今日もここに来てもらってマスよ」

　そう言ってＷピース先生は、腕を摑つかんで俺を前へと引っ張り出す。

　いきなり傍ぼう観かん者から当事者にされてしまい、俺はつんのめりながらとりあえず「ど、どうも」と挨あい拶さつするしかない。そして、なぜか涼花と舞の視線が痛い。

「え？　この人がその永遠野誓？　これがあの、三十万部の……？」

「………………」

　神坂姉妹がじっくりと、観察するように俺を見てくる。妹の方は無ぶ遠えん慮りよに、姉の方は無表情のままだがどこか強い眼まな差ざしで。……うう、落ち着かないな。

「……しかも男？　意外と普ふ通つうな感じだし、なんか想像してたのと違う……。もっとこういかにもプロですごいって感じの人かと思ってたのに……」

　……悪かったな。俺は代理人に過ぎないんだよ。

「永遠野先生はこう見えてもすごい人なんデスよ。心の中に鬼畜心を秘ひめた素す晴ばらしい作家さんなのデス」

「って、Ｗピース先生は勝手にあり得ない紹しよう介かいをしないでください！」

「……え？　な、なに？　もしかして仲いいの？　二人」

「はい。先生とはとっても仲良しデスよ。私は先生のおかげで新たな地平に目覚めマシたし、先生は私の絵を好きだって言ってくれマスし」

　確かにＷピース先生の絵はハイクオリティだが、鬼き畜ちく風味が抜ぬけないのは勘かん弁べんしてほしいところだ。新たな地平に目覚めたってのも自じ称しようだしな……。

　俺がそのあたりのことをツッコもうと口を開きかけた時だった。

「な……っ!?」

　なぜか、神坂春菜が目を見開いてワナワナと震ふるえている。

　なんだろう……と思っていると、なぜかいきなり俺をキッと睨みつけて、

「あ、ああそうなの！　これが永遠野誓ね！　あのキモいラノベを書いた！」

「へ？　い、今なんて？」

　思わず訊きき返した俺に、神坂春菜は頰ほおを紅潮させて続ける。

「き、聞こえなかったの？　ストーリーもなんにもない、妹萌もえだけのいわゆるクソラノベを書いた作者なんでしょ？　永遠野誓なんだから！」

「んな……っ!?　な、なにをぅ!?」

　面と向かって罵ば倒とうされ、俺は相手が女だってことも忘れて気色ばむ。

　……な、なんだよこいつ！　いきなり失礼なんてレベルじゃない暴言を！

　ってかさっきからＷピース先生相手にも失礼な態度で、マジでなんなんだよこいつは！

「る、ルナちゃん！」

「な、なによ！　私は事実を言っただけじゃん！」

　Ｗピース先生に注意されても、まだふてくされたような態度の神坂妹。

　一方で俺はというと、腹が立ってるのは事実なんだが、あまりにもストレートに罵ののしられたせいか逆に怒おこり切れない気分だった。

　……とはいえ、涼花の作品をバカにされたままでいられるか！

「お、おい待てよ！　すず──じゃない！　俺の作品は一巻が三十万部も売れたんだぞ？　自分で言うのもなんだけど、あんたはケチをつけられるほどのレベルなのかよ！」

「そ、それはスゴイと思うけどさ……っ。で、でも、あんたはアッヒーと似たような感覚の持ち主なんでしょ？　だったら売上だってまぐれ当たりなんじゃないの!?」

「な、なんだと!?」

「ってゆーか、きっとそうじゃん！　私とお姉ちゃんなら同じ素材でもっと遥はるかにクオリティの高い作品にできる自信があるし！」

　こ、この野や郎ろう、好き勝手なことばかり……っ！

「ちょっとルナちゃん、私相手はともかく永遠野先生をバカにするなんて……」

「な、なんなの？　なんでアッヒーがそんなにムキになってんの？　……そういうことならアッヒーにも言いたいことがあるよ！　ラノベの挿絵見たけど、なんなのあれ！　相変わらず自分勝手で読者のことなんて何も考えてないし、あんなの自分の描かきたいものをそのまま描いただけのオナニーじゃん！　編集の手直しが入った状態でもあれってことは、どうせ最初はもっとひどいんでしょ!?」

「そ、そんなことはない……はず…………デスよね？　先生？」

「え？　あ、いや、それは……」

　マズイ……、Ｗピース先生の普ふ段だんの行いがアレなので即そく答とうできない。

「……っ！　これだからアッヒーは……っ！　才能を無む駄だ遣づかいしてるだけってのが、どうしてわかんないわけ!?」

「そ、そうかもしれないデスけど……、でも私には才能なんて……！　い、いえ、そんなことはどうでもいいデス！　私のことはともかく、先生にだけは謝ってくだサイ！」

　Ｗピース先生は一いつ瞬しゆん辛つらそうな顔を見せたが、すぐにまた言い返す。

「……ふんっ、なんで私が謝らないといけないわけ？　私が言ったことは何一つ間ま違ちがってなんかないのに」

「いえ、間違ってマス！　先生は本当に素晴らしいラノベ作家なんデス！」

「……じゃあちょうどいい！　どっちが正しいか、確かめてみようよ！」

　その言葉の意味がわからず、俺とＷピース先生は同時に「え？」と返す。

「永遠野誓のラノベを素材にして、私達とどっちがよりクオリティの高い同人を作れるか勝負するってのはどう？　そうすれば、白黒はっきりつくでしょ」

「ど、同人って、いきなりなに言ってんだよ」

「同じ元ネタではっきりした差が出れば、どっちの言葉が正しいか嫌いやでもわかるじゃん。

　同人業界はシビアだから、面おも白しろければ売れるしつまらなければ売れない。勝負するにはもってこいだと思うけど？」

　それとも自信ないの？　と神坂妹は挑ちよう発はつしながら続ける。

「一カ月後にあるコミステって即そく売ばい会かいでやるわよ。……ジャンルは永遠野誓のラノベの二次創作。形式はコミック。勝敗はどっちがより売れたかで決める。あり得ないけど万が一私達が負けたら今回のことは全部謝る。その代わりあんた達が負けたら、そうね、アッヒーが私の言うことをきくってのはどう？」

「お、おい、さっきから聞いてりゃ勝手なことばっか言いやがって！」

「元ネタとしてはそっちが本家だけど、同人の世界ではこっちにアドバンテージ。条件としてはイーブンだと思うけど……、まだ不満なわけ？　どんだけチキンなの？」

「そういうこと言ってんじゃない！　お前が謝るのが当然なのに、なんでわざわざそんな勝負なんてしなきゃいけないんだってことを俺は言ってんだ！」

「ふ、ふんっ、やっぱ自信ないんじゃん。どうせ自分のラノベがキモイ妄もう想そうだって自覚してるからなんでしょ!?」

「んだとぉ……っ！」

「きょ、兄妹きようだいでイチャイチャする妄想とかキモ過ぎんのよ！」

　その言葉に、俺が反論しようと口を開きかけた時だった。




「……その勝負、受けます！」




　声がしたかと思うと、いつの間にか涼花が神坂妹の前に立ちはだかっていた。

　それを見た瞬しゆん間かん、俺は一番大事なことに今いま更さらになって気がついたのだ。

　……この問題の真の当事者が誰なのかということを。

「え？　な、なに？　なんなのこの子」

「私は永遠野誓の妹です！　けど、そんなことは今はどうでもいいです！」

　顔を真っ赤にし、目にはうっすらと涙なみだを浮うかべながらも、キッと神坂妹を睨にらむ涼花。

　ここまで感情を露あらわにして怒っている姿なんて、俺は今まで見たことがない。

「その勝負は受けます！　ただし、さっきの話には不備があります！　このまま勝負に移行することは許されません！」

「い、いきなり出てきてなんなのよ！　同人勝負が不満だっての!?」

「ルール自体は問題ありません！　ただ、結果については今のままではダメです！」

「結果？　負けたらちゃんと謝るって言ってんじゃん。そんなことはありえな──」

「謝るだけでは不十分だと言っているんです！　そんなことくらいでは済ませません！　あなた達が負けた場合、全すべての発言を謝罪・撤てつ回かいしたうえで、永遠野誓の作品を認めてください！　兄妹の恋れん愛あい物語を……上うわ辺べだけではなく、心の底からです！」
















「す、涼花……」

　必死に、まるで頼たのみ込むようにその条件を突つきつける涼花。

　……お、お前、自分の作品をボロクソに言われたのがそこまで悔くやしかったのか……。

　普段ではあり得ないような感情的な涼花を見ながら、俺はどこかしんみりとした気分に浸ひたっていた。

「は、はぁ？　なによそれ」

「そ、その代わり、もし私達が負けたら永遠野誓はラノベ作家を引退します！」

「んなっ!?　……ごほっ、がは……っ！」

　が、そんなしんみり具合も次に涼花が言い放った言葉で全部吹ふっ飛んでしまった。

　……いや待て!?　ら、ラノベ作家引退!?　なに言ってんだお前!?

「ちょっ、すず……がふっ！　ごほごほ！」

　俺は涼花を問いただそうとしたが、むせてまともに声が出ない。

　そうこうしているうちにも話は進んでいき、

「さ、作家引退とか、あんたマジで言ってんの？」

「当たり前です！　あそこまで侮ぶ辱じよくされて、このまま引き下がれません！」

「そんなの妹のあんたが勝手に決めていいわけ？」

「わ、私の言葉はお兄ちゃんの言葉です！」

「ふ、ふうん……、面白いじゃないのよ！　その条件、受けてやろうじゃん！」

　いやいやいや！　なにを勝手に話を進めてんだ!?

　そりゃ永遠野誓の正体は涼花だけど、今はそういう問題じゃないだろ!?

　俺が必死に声を出そうとしていると、神坂妹はこちらを振ふり返って、

「あんたの妹がこう言ってるんだから、今更なかったことになんてできないからね！　せいぜいシリーズ完結用のプロットでも考えて覚かく悟ごしてなさい！」

「いや、ちょ……、待……っ！」

　呼び止めようと伸のばした手も虚むなしく、神坂妹は大おお股またで去って行く。

「……失礼します」

　神坂姉もまた、ポツリと一言だけ残してその後ろについて行き、姉し妹まいの姿はすぐに人ごみの中へと消えていった。

「な……っ、な……っ。……す、涼花!?」

　間もなく声が出るようになると、俺はすぐに涼花を問いただそうとした。しかし──

「……お兄ちゃん、この勝負は絶対に……、絶対に絶対に勝たないといけません！」

　と、燃え盛さかる瞳ひとみで真まっ直すぐに見つめ返され、俺は言葉を失った。

　……こ、これはダメだ。完全に戦せん闘とうモードだ。とても話が通じそうにない。

　涼花にとって神坂妹の発言は、ただひたすらに悔しくて悔しくて、自分の作家人生をかけないと済まないほど許せないものだったんだろう。

　その気持ちはわかるし、腹立たしいのは俺も同じだよ？　……だけどな、ラノベ作家を引退するって約束はさすがにどうなんだ!?　涼花のことだから冗じよう談だんでもなんでもなく本気の本気なんだろうけど、だったらなおさらとんでもない事態じゃねえかよ！

「お兄ちゃん！　ボーッとしてる暇ひまはありません！　早さつ速そく作戦会議です！」

　内心ガクブル状態の俺と違ちがって、涼花はすさまじいやる気だった。

　……おいおいおい！　マジかよ！　どうすりゃいいんだよこれ！　なんでこんな展開になってんだよ！　誰か頼むから教えてくれ!!

　もちろんそんな心の叫さけびに応こたえてくれる神様がいるわけもなく、こうやって俺はどうしても負けられない戦いへと挑いどむ羽目になったのだった。








第二章　絶対に負けられない同人誌対決









「えーと、この辺かな？」

「アンビヴァレンツ……、ありました。あそこです」

　涼すず花かが指差した方を見ると、確かにアンビヴァレンツの同人誌が置いてあった。

　俺は今、涼花と一いつ緒しよに秋あき葉は原ばらの書店──その同人コーナーへと来ている。

　目的はもちろん、いまや敵となってしまった神かん坂ざか姉妹のサークルの実力を調べること。

「同人誌って、こうやって本屋さんでも売られているんですね」

「まあ普ふ通つうの本屋にはないけどな。委い託たくっていって、一部の大手や人気サークルの同人だけは、こうやって専門店に置かれることもあるって程度で」

「……つまり、ここにある時点で実力はある程度保証されているということですか」

　涼花はそう言って「むむ……」と難しい顔になるが、残念ながらその通りだ。

「そのおかげで、こうやって偵てい察さつできるともいえる」

「喜んではいられません。……しかも、こんなに数があるんですか」

　涼花の言う通り、アンビヴァレンツの同人作品は、他ほかのサークルと比べてもかなり多く取り揃そろえられていた。

　全てコミック形式で既き存そん作品の二次創作。元ネタは、例外なく旬しゆんの人気作品ばかり。

　しかも全て全年ねん齢れい対象で、十八禁作品が一つもないのが驚おどろきだ。

　エロに頼たよらずにこの人気ということは、その実力は相当高いということがわかる。

　とりあえずアンビヴァレンツの作品は全て購こう入にゆうして、書店を後にする俺達。

　その後、喫きつ茶さ店てんに入りＷダブルピース先生を待つ間、俺達は先に偵察活動を開始した。

「私は元もとになった作品などを知らないので面白さが正確にわからないと思います。なのでお兄ちゃんには私の分まで評価をお願いします。もちろん公平に」

「任せとけ。偵察だから、ちゃんと公平にするよ」

「助かります。私の場合、こうしてる間にもあの人の憎にくらしい顔がチラついて……っ」

　言ってる間にも涼花の顔が険しくなる。神坂妹のことを思い出しているらしい。

　……あれから数日経たっているが、まだ怒いかりも冷めやらぬって感じのようだ。

「お、落ち着け涼花……。と、とりあえず読もうぜ？　な？」

　涼花をなだめつつ、俺達は同人誌を開いて読み始める。

　えっとこれは……、お？　『みんなで探すフロンティア』の二次創作か。

　元はラノベ作品で、人気が出て去年アニメ化もされたやつだ。異世界とつながった現代が舞ぶ台たいで、お互たがいを侵しん略りやく者と見なして争っていた人間と異世界の住人が、力を合わせて電脳空間を切り拓ひらいていくというバトルＳＦファンタジーだ。

　……俺も好きで、今もシリーズは欠かさず買ってる。これはちょっと楽しみだな。

　そんなことを考えながらページをめくる俺だったが、すぐに引き込まれた。

　内容は人間主人公とエルフヒロインの日常モノで、戦いの合間にデートをして、それが仲間達に見つかってひやかされるという基本的な王道ラブコメだ。

　だがそんなありきたりな展開が、俺にはすごく面おも白しろく感じられた。

　というのも、それはバトル中心の原作では見られなかった場面で、こんな日常シーンも見てみたいというファンの望みを的確に突いていたからだ。

　原作のキャライメージが崩ほう壊かいするようなことは当然なく、むしろファン特有のあるあるネタもちゃんと完備。ネタも全て世界観に準じゆん拠きよし、それでいてセンスもある。

　それだけじゃない。構成やテンポなども同人とは思えないぐらいちゃんとしていて、なによりイラストのクオリティが素す晴ばらしかった。

「はぁー……」

　俺は満足のため息を吐ついて、同人誌を閉じる。いや、普通に面白かったな。

　……って、いやいやいや！　これは偵察なんだって忘れかけてたぞ俺！

　こ、これはヤバイ。面白いってことは、それだけ敵さんが強いというわけで。

　……お、落ち着け。まだ一冊目じゃないか。今読んだのが偶ぐう然ぜんものすごくよくできていただけって可能性もある。余談は禁物だ……。

　俺は気を引き締しめて、二冊目の同人誌を手に取る。

　今度は……、少年誌で人気の異能バトルものだな。確かアニメ化もされてた。

　また内容は日常系か？　と思いきや、今度は意外なことにバリバリのバトルだった。

　ただしキャラは主役とかヒロインではないサブキャラ二人。だがその二人は非常に人気があって、ランキングでは常に上位に位置する。そんな二人がバトルをしているだと!?　それは原作では実現できなかったが、ファンの望んだドリームマッチだった。

　原作に準拠した異能を駆く使ししつつも独自の解かい釈しやくで意外な能力の使い方などもしていて、それがまた面白い。こんなバトルものまで描かけるのか……。

「い、いや、こんだけあったらつまらないものも一冊くらい……」

　すでに怖おじ気けづき始めている心をなんとか鼓こ舞ぶしながら、俺は次を手に取る。

　しかし、残念ながら俺のわずかな希望は、読み進めていくほどに消えていくのだった。

　日常系アニメのちょっとしっとりした未来の物語や、ファンタジーアニメの公式かと思えるくらいのサイドストーリー。人気ゲームのギャグマンガなど、目を通した同人誌の全てがハイクオリティで、俺はもう言葉がなかった。

「……こ、こいつは、マズイぞ」

　全ての同人誌を読み終えた俺は、読どく了りよう感に浸ひたる余よ裕ゆうもなく顔を上げる。

　すると涼花が少女マンガを元ネタにした同人誌を夢中に読みふけっている姿が見えて「ああ、こりゃダメだ……」と、俺は頭を抱かかえるのだった。




「……とりあえず、神坂姉妹の実力のほどはわかったな」

「むぅ……」

　あの後、俺達は偵察の結果を話し合い始めたわけだが、お互い結論は既すでに出ていた。

「……どうしてあんな傲ごう慢まんな人が、こんな質の高い作品を描けるんですか……」

「あの過か剰じような自信には、ちゃんとした根こん拠きよがあったってことだな」

　俺がそう返すと、涼花はまた「むむぅ……」とうめいて不ふ機き嫌げん顔がおになる。

　……結論から言おう。アンビヴァレンツの作品はすごかった。そりゃ大人気壁かべサークルになるのも納なつ得とくという感じのレベルだった。……俺達にとっては不幸なことだが。

「……これに勝つって、並なみ大たい抵ていのことじゃないぞ」

「そうかもしれません。ですが、相手にとって不足無しです」

　涼花は強気で頼りがいのあることを言ってくれるのだが、俺は神坂姉妹の実力を目まの当たりにしてちょっと腰こしが引けてしまっていた。

「そもそも、なんでお前はあの場であんなことを言っちまったんだよ……」

『あんなこと』とはもちろんラノベ作家引退宣言のことを指している。

　同じ質問は既にしたが、俺は改めて訊きかずにはいられなかった。

「ま、またその話ですか。……し、仕方ないじゃないですか。お兄ちゃんへの想おもい──じゃないです！　私の作品をあそこまでバカにされて我が慢まんできなかったんですから！」

　で、返ってくるのは、やっぱり同じ答え。その気持ちは俺にもわかるし勝負はやむを得なかっただろうけど、ただやっぱり作家生命をかけたのはやりすぎだ。

「……でもまあ、決まったもんは仕方ないよな。今いま更さら勝負を反ほ故ごにってのは」

「できませんし、するつもりもありません。私は本気です」

　真の作者がこう言っている以上、代理人の俺はそれに従うしかない。

　状じよう況きようは控ひかえめに言っても最悪だが、こんなことで涼花を引退させるなんて絶対にできない。代理人としても、ファンとしても、……兄貴としてもな。

「よし……。厳しい戦いだが、絶対にあいつらに勝つぞ、涼花」

「え？　……あ、はい！　それでこそお兄ちゃんです！」

　と、改めて決意する俺達だったが、勝負の舞台は勝手も知らない同人業界だ。

　しかもジャンルはコミック。俺達だけでどうにかできるものじゃないんで、専門家の到とう着ちやくを待たないといけないわけだが……。

「すいマセん！　お待たせしマシた先生！」

　とその時、ちょうどＷピース先生がやって来て、俺達と向かい合う形で席に座った。

「妹さんもこんにちはデス！　……って、あれ？　舞まいは来てないんデスか？」

「あいつ、自分の作品の改かい稿こう締しめ切りが明日だとかで、行けないって電話が来ました」

　電話でものすごく悔くやしそうな声を出していたことを思い出す。

　……ちなみに神坂姉し妹まいの前では一言も発しなかった舞だが、聞くとあまりの怒いかりで頭が真っ白になり、半分失神してたような状態だったらしい。あの状況なのに口を挟はさんでこないなんておかしいと思ってたんだよな……。

　だから今回の同人誌対決にはものすごく熱心で今日も来たがっていたのだが、さすがに本業を放ほうり出させるわけにはいかないので、俺がなんとか説得したという背景がある。

「となると先生達は私の貸し切り状態で取材を……。これは逆に好都合デスね！」

「……何が好都合なんですか？」

「いえ、何でもありマセん！　今日の作戦会議はこの三人でやるってことデスね！」

「はい。それでお兄ちゃんと一緒に、これをあらかじめ買って読んでいました」

「あ、アンビヴァレンツの同人誌デスね。どうデシたか？　読んでみた感想は」

「いや……、正直メチャクチャ面白かったです。しかも全部……」

　俺が肩かたを落としながらそう言うと、Ｗピース先生は「そうデショう」と返して、

「アンビヴァレンツは分業制デス。姉であるキノちゃんがシナリオを書き、妹のルナちゃんがイラストを描く。作品のクオリティが高いのは、それが１００％かみ合ってるからデスね。しかも個人としての実力も高いデス。特にルナちゃんは──天才的デス」

　いつも陽気な笑え顔がおのＷピース先生に真しん剣けんな顔でそう言われて、俺は改めて事態の重さにごくりと喉のどを鳴らす。チラッと横を見ると、涼花も真剣な表情で話を聞いていた。

「で、でも負けるわけにはいきません。俺は、作家生命まで賭かけちゃいましたから」

「……すいマセん。先生を巻き込んでしまいマシた」

「いや、むしろ俺の方が勝手に勝負を受けたんで、逆に謝らないと……」

　正確には涼花がだが、あれは俺の意思の代弁ということになってるからな……。

「……ルナちゃんは本当はいい子なんデスが、こうなった以上は私も黙だまってられマセん。先生のためにも、絶対に勝ちマショう！」

　俺と涼花はＷピース先生の言葉に無言で頷うなずき、力を合わせて神坂姉妹を打だ倒とうする決意を改めて確かく認にんする。……がその時、俺の脳のう裏りにある疑問が浮うかんできた。

　……そういえばＷピース先生は神坂姉妹と知り合いなんだよな？　あだ名を使ってるあたり親しい関係っぽいけど、この前のあれは険悪そのものだった。でも神坂妹が一方的に突つっかかってきてたようにも見えたし、結局あの姉妹とどういう間あいだ柄がらなんだ？

「あの、Ｗピース先生。ちょっと訊きたいことがあるんですけど、いいですか？」

「ルナちゃん達のことデスよね？」

　意外なことに、Ｗピース先生は俺の訊きたいことを察していたようだった。

「……Ｗピース先生はあの二人とはどんな関係なんです？　お互いライバルだとも言ってましたし……。ぶしつけな質問かもしれないですけど」

「いえ、こうなった以上は先生にお話ししないといけないことデスから」

　Ｗピース先生はそう言いながら、神坂姉妹とのことについて静かに語りだした。

「最初に出会ったのは今から二年前のコミケでデシた。私が初めてサークル参加した時のことデス。その時にルナちゃんがお客さんとしてやって来て、私のイラストのファンだって言ってくれたんデス」

「え？　ファン？」

「はい。当時はまだエロゲのお仕事をし始めたばっかりだったんデスが、ぴくし部とかにもイラストをアップしてマシて、それを見てファンになったとか。熱心にそんなことを言われて、私も初めてだったからお互いガチガチに緊きん張ちようしてマシたね」

　先日の神坂妹の様子を思い出しても、話の中の人物像とまるで重ならないが……。

「しかもルナちゃんは、私のイラストを見て自分も絵を描きたいと思ってくれたらしいんデス。私、すごく感激しマシた。すぐにとっても仲良しになって、お姉ちゃんのキノちゃんも紹しよう介かいしてもらって……」

　Ｗピース先生はそう言って、一いつ瞬しゆんだけどこか遠くを見るような目をした。

「それから間もなく、ルナちゃんはキノちゃんと一いつ緒しよにアンビヴァレンツを立ち上げてコミケに参加するようになりマシた。いつか私と肩を並べられるようなイラストレーターになるっていうのが口くち癖ぐせデシたね。……すぐに言わなくなりマシたけど」

「どうしてです？」

「一瞬で実現してしまったからデス。ルナちゃんは絵の天才だったんデスよ」

　Ｗピース先生はあっけらかんとした様子でそう言った。

「同人誌を読んだということは、先生もルナちゃんの絵を見たと思いマス」

「え、ええ、見ました。確かにすごく上手うまくてプロ級だと思いましたけど……」

「ルナちゃんは、本格的に絵を描き始めてわずか二年でその域に到とう達たつしたんデス。その過程を見ていた私は震ふるえマシたよ。天才って本当にいるんだ、って」

　そこから先はあっという間デシたね、とＷピース先生は続ける。

「ルナちゃんの超ちようハイクオリティなイラストをキノちゃんがしっかり支える形で、アンビヴァレンツは急激に同人界のトップに上り詰つめて行きマシた。そして、それと連動するように、私達の関係は険悪なものになっていったんデス」

「それはどうして……？」

「……どうしてかは、実は私にもわかりマセん。いろいろあるんだと思いマス。ルナちゃんの笑顔がだんだん減っていって、私に会うたびに『そんなんじゃダメでしょ！』って怒おこるようになって……。私は私でルナちゃんに置いていかれないようがんばる中で、いつの間にかライバルというか宿敵のような関係になってマシた」

　それで今に至るというわけデス。Ｗピース先生はそう言って話を締めくくった。

「私としては、今でもルナちゃんは友達だって思ってマスけど、もうルナちゃんはそう思ってくれてはいないんデショうね」

　苦く笑しようするＷピース先生に、俺も涼花もただ黙っているしかなかった。

「それでも、先生にあんなヒドイことを言ったのは見過ごせないデス。……先生の引退もかかってマスから、実力差があっても私はがんばりマス！」

　むんっとこぶしを握にぎりしめ、Ｗピース先生はやる気を見せる。

　その時、涼花がクイクイと俺の服の袖そでを引っ張って、

「お兄ちゃん、Ｗピースさんとあの人達のイラストにはそんなに差があるんですか？　私はＷピースさんの絵もすごく上手だと思うんですが……」

　と、そんな疑問を口にしたが、実はそれは俺も感じていたことだった。

　Ｗピース先生は神坂妹を天才と言ったけど、俺にはＷピース先生だってそう見える。

「ありがとうございマス妹さん。……そういってくれるのはうれしいんデスけど、ルナちゃんは私なんかとは次元が違ちがうのは確かデスよ。私には、ルナちゃんとの間にある才能の壁かべがはっきりわかってマスから」

　才能の壁──その言葉に、俺の心臓がドクリと跳はねる。

　まるで俺と涼花の間にあるものに名前が与あたえられたような気がしたからだ。

　だが俺はすぐにブンブンと首を横に振ふる。……今は落ち込んでる場合じゃない。

「……あの、俺はＷピース先生なら、きっとあいつらにも勝てるって信じてますから」

「ん？　はい、ありがとうございマス！　もちろん負けるつもりなんてありマセんし、こっちには先生がついてマスから大だい丈じよう夫ぶデスよ！」

　Ｗピース先生はいつもの調子に戻もどって、満面の笑みでそう言った。

「ところで先生、結局どんな同人誌にするかは決まりマシた？」

　と、そこでＷピース先生は今日の本題──作戦会議へと話題を持って行った。

　神坂姉妹に勝てるような同人誌をどういう風にして作るか、という最大の問題だ。

「……いえ、そのことなんですが、やっぱりここは唯ゆい一いつの同人誌経験者であるＷピース先生の意見をまず聞きたいと思いまして」

　俺の返答は、事前に涼花と相談して出した結論だった。

　涼花はもちろん、俺も『作る側』の同人業界のことはロクに知識がない。

　そんな状態では神坂姉妹に勝つとかいう以前の問題なので、まずはＷピース先生の考えに従ってみようという妥だ当とうなラインに落ち着いたわけだ。

「……なるほどデスね。そういうことなら、是ぜ非ひ描かいてみたいシチュエーションがあったんデスよ！　先生の作品の二次創作に関しては、普ふ段だんから妄もう想そうしまくってマスから！」

　するとＷピース先生は、目を輝かがやかせながら身を乗り出した。

　……な、なんだろう。頼たのもしいと思うべき場面なのに、なんか嫌いやな予感が……。

「そ、そのシチュエーションっていうのは、どんなやつです？」

「あ！　どうせなら、そのシーンを取材しながら説明したいんデスけど！」

「へ？　取材って言いますと……」

「もちろん先生と妹さんに協力してもらっての取材デス！　今回は先生の作品が元ネタなんですから、元ネタの元ネタである先生達の協力は不可欠デスよ！」

「いやあの、俺の作品は別に俺達を元ネタにしてるわけじゃないですけど!?」

　あれは涼花に魔まがさして出来上がった作品で、実在の人物とは全く無関係だ！

「そ、そそそそうですよ！　わ、私とお兄ちゃんがあんな……！」

　と、涼花も援えん護ご射しや撃げきしてくれた。なぜ顔が真っ赤なのかは謎なぞだが。

「またまたー。先生が何と言おうと、私の中のあの兄妹きようだいのイメージは先生と妹さんなんデスから、是ぜ非ひ取材に協力していただきたいデス！」

「そりゃまあ、それで神坂姉妹に勝つ同人誌が描けるなら……」

　そう言いつつ俺が横目で確認すると、涼花もコクコクと頷いているのが見えた。

「ありがとうございマス！　……ああ、先生の作品で、先生と妹さんの取材をして同人誌が描けるとか夢みたいデスよ……！　それじゃ早さつ速そく取材に行きマショう！」

　Ｗピース先生はそう言って勢いよく立ち上がる。

「行くって……、どこで取材するんですか？」

　その質問にＷピース先生は、今まで見たことないくらい瞳ひとみをキラキラと輝かせ、

「もちろん、私の住むマンションデスよ!!」

　力強くそう返した。……なにが『もちろん』なのか全く意味不明なままに……。




　　　　▼




「ここが私の家デス！」

　そう言ってＷピース先生に連れられてやって来たのは、喫きつ茶さ店てんから徒歩数分で辿たどり着いた小こ綺ぎ麗れいなマンションだった。

「……Ｗピース先生って、職場だけじゃなく家もアキバにあったんですか」

「デスデス！　便利デスよ！　急にハッと『あのエロゲやりたい……』ってなった時でもラフな格好ですぐに買いに行けマスから！」

「そんなコンビニにお菓か子しを買いに行くみたいなテンションで!?」

「通つう販はんだとなんか違うんデスよねー。先生ならわかってもらえると思いマスけど！」

「……わかってもらえるんですか？　お兄ちゃん？」

「わかるか!!　ってかなんでこの話の流れで俺を睨にらむ!?」

　俺が涼花のジト目にさらされている間にも、Ｗピース先生は玄げん関かんのドアを開けて、

「さあさあ、とにかく入ってくだサイ！」

　と、先に一人で中に入っていってしまった。

　俺と涼花はと言うと、ドアの前で立ち尽つくしたまま、

「勢いでＷピースさんのお宅まで来てしまいましたが、あまり良い予感がしません……」

「ま、まあそれは同感だが、これも同人誌を作るためだろ……」

「……お兄ちゃん、まさかＷピースさんのお部屋にお邪じや魔まできるからってワクワクしてたりしないでしょうね？」

「んな……っ!?　そ、そんなわけあるか！」

　と言いつつも、妹以外の女性の部屋に入るのは初めてで実はドキドキしてたりする。

「……むぅ、お兄ちゃんはやっぱりどうしようもない変態です……！　しかもあのＷピースさんの部屋ですから、中はきっとものすごくイカガワシイことになってるに違いないです……。そ、そんな中をお兄ちゃんに……！」

「いやいや……、さすがにＷピース先生とはいえそんな心配するほどじゃないだろ。この前行ったエロゲ会社だって、ポスターを貼はってたくらいで後は普ふ通つうだったし……」

　そんなことを話しているとＷピース先生が戻ってきて「何してるんデス？　早く中にどうぞ！」と言われたので、俺と涼花は恐おそる恐るお邪魔することになった。

　廊ろう下かを抜ぬけてリビングに入る。間取りはごく普通の１ＬＤＫ。だが──

「ぶほぉっ!?」

　部屋の全容を見て、俺は思わず吹ふき出してしまう。

　壁かべ紙がみが見えないくらいビッシリと貼られ、天てん井じようまで侵しん食しよくしているポスター（エロ）。タンスや棚たなの上に所ところ狭せましと並べられたフィギュア（エロ）。まるでワインを保管するかのようにガラス戸棚の中に整然と並んだすさまじい数のパッケージ（エロゲ）。

　それはもう、何というか表現のしようがないくらい異様な空間だった。

「な……！　な……っ！」

　涼花も俺の隣となりで全身を真っ赤にしたままフリーズしている。

　エロゲ売り場を経験して一応の免めん疫えきはあるはずだが、まさかそれ以上のインパクトが襲おそってくるとは思ってなかったらしい。……俺も思ってなかった。

「どうデスか先生！　興奮しマスか！　女の子の部屋らしいピンク空間デスよ！」

「確かにピンク空間ですけど、これは絶対に『女の子の部屋』じゃないですよね!?」

「まあ女の子というより、エロゲンガーとしての色が強く出てるのは否定しマセん」

「いや、エロ原画家さんがみんなこんな部屋で暮らしてるみたいな風評被ひ害がいをしれっと口にするの止やめてくれます!?」

「全国百万人のエロゲンガーは、日々エロに囲まれて自分を高めてるものデスよ？」

　すさまじい暴言だったが、俺はもうなんだか疲つかれてツッコむのも諦あきらめた。

　しかし、まさかここまでＷピース先生らしい部屋だったとは……。想像の斜ななめ上を行くというか、なんか大量のエロ情報に囲まれて脳のう味み噌そがマヒしそうだな……。

「……おい涼花、大丈夫か？」

「わ、私よりお兄ちゃんこそ……！　こんな大量のイカガワシイものに囲まれて、お兄ちゃんがいきなりケダモノになったら……！　それはそれで……！　で、でも今は二人きりじゃないですし……！」

「お前の中の俺像は一体何なの!?　さすがにここまできたらエロがどうとか楽しむ余よ裕ゆうなんてないわ！」

　むしろ酔よう。過か剰じよう摂せつ取しゆがマイナスになるのは、どうやらエロも変わらないらしい。

「まあまあ、とりあえずそこに座ってくだサイ。コーヒーも入れマシたので」

　Ｗピース先生に促うながされ、まだ顔を真っ赤にしている涼花とリビングのテーブル前に腰こし掛かける。だが差し出されたコーヒーが入っていたのがエロゲ特典っぽいマグカップだったため、なんか口にするのがためらわれた……。

「と、ところで、Ｗピース先生の家でどんな取材をするんです？　ってか、描いてみたいシチュエーションってのはそもそもどんな……」

「ふっふっふ……、こういうのは口で説明するよりも実際にやってみるのが早いんデス！　というわけで妹さん！　向こうの部屋に着き替がえに行きマショう！」

「え？　わ、私ですか？　それに着替えって何を……」

「大丈夫！　安心してくだサイ！　兄妹がイチャイチャするシーンの取材ってことには変わりありマセんから！」

「……い、イチャイチャ……、お兄ちゃんと私が……」

「さあさあ、時間がもったいないデスよ！」

　そう言ってＷピース先生は涼花の手を引っ張り、リビングの隣にあった部屋へ行ってしまった。涼花も涼花で顔を赤くして特に抵てい抗こうもなくついて行っちまったし、なんか俺が口を挟はさむ隙すきがなかったんだけど……。

　そんなことを考えていると、ふとドア越ごしに二人の会話が聞こえてきた。

　──……こ、これは何なんですか？　そもそもこれは衣い装しようなんですか……？

　──もちろんデス！　これよりもっとキワドイのだってあるんデスよ？

　──む、無理です！　こ、こんな格好でお兄ちゃんの前に……！

　──うーん、さすがにハードすぎマシたか？　ではもう少しソフトなこれとか。

　──こ、これでソフトなんですか……？　そもそもなんでこんな衣装を……！

　──今回の取材に必要な衣装デスから！　先生もきっと気に入ってくれマスよ！

　──……う、うう、お兄ちゃんが……。

　い、一体このドアの向こうでなにが行われているんだろうか……。

「お待たせしマシた！」

　するとＷピース先生が笑え顔がおでリビングに戻もどってきた。

　が、俺はその後ろにモジモジしながら立っていた涼花を見て、ピシッと固まる。

「お、お兄ちゃん……？」

　顔と言わず全身を真っ赤にしながら、泣きそうな顔でこちらを窺うかがっている涼花。

　その仕草もヤバイのだが、それよりも遥はるかに問題なのはその格好だ！

　涼花の着ている衣装──それは、一言で言うなら猫ねこ耳みみ下着だった。

　文字通り頭には猫耳カチューシャ。身体からだはモコモコしたファーの付いたビキニのようなものを着ており、手には肉球グローブ。足はこれまたファー付きのブーツ。そして極きわめつけはお尻しりからぶら下がっている猫の尻尾しつぽ。

「お、おま……！　なんですかこの姿は！」

「もちろんそれは………………『猫』デス！」

「そのまんまだ!?　じゃなくて、どうしてあんな格好なのかって訊きいてるんです！」

　したり顔のＷピース先生に、俺は必死にツッコむ。

　すると「もちろん取材に必要だからデスよ！」という答えが返ってきて、

「今回描いてみたいのは、ズバリ、ソフトＳＭデスからね！　Ｍな妹がＳの兄の命令に従うシチュ……！　ああ……、想像しただけで血糖値が上じよう昇しようしてしまいそうデス！」

　……も、妄もう想そうだけでエネルギー補給しようとしてる超ちよう人じんがここにいる……。

「……じゃなくて！　そ、そもそもＳＭってどういうことですか!?」

「もちろん私の趣しゆ味みではありマスが、それだけではありマセんよ？　同人というのは本編では見られないシチュを描くものデスからね。本編ではＳとかＭとか、そういう話にはならないデショう？　デスがそれを求める読者はいるのデス！」

　……くっ！　そう言われると筋が通って聞こえるから厄やつ介かいだ……！　とはいえ、

「ＳＭの取材って言われても、そんなこと俺達ができるわけないじゃないですか！　大体エロい取材って時点で無理ですから！」

「もちろんガチな場面を取材するわけじゃないデスよ？　いわゆるソフトＳＭという純愛系エロゲでもそこそこ出てくるシチュデス！　先生達はそういう雰ふん囲い気きを出してくれるだけでもいいんデス！　十八禁とまでいかず、十五禁程度でいいデスから！」

　……それでもＲ指定が入るようなことをさせるつもりなのか……。

　いつもならこんな要求は当然却きやつ下かなんだけど、今回ばかりは事情が違ちがうから厄介だ。

　神坂姉し妹まいに勝つ同人誌を作るために取材が必要と言われたら、手段を選んでられない俺としては従うしかない。だけど問題は──

「こ、こんな格好……、お兄ちゃんに……、はうううぅ……！」

「お、おい涼花？」

「にゃぅ!?　ななななんですかお兄ちゃん!?」

「いや、だからＷピース先生の取材のことだよ。……内容が内容だからキツイだろうし、無理なようならやっぱり断った方が──」

「な、なにを言ってるんですかお兄ちゃんは！　せっかくいつもと違う状じよう況きようでお兄ちゃんとイチャイチャできるチャンス──ではなくて!!　あの二人に勝つために必要な取材ならするに決まってるじゃないですか！」

　いきなりすごい剣けん幕まくでまくしたてられ「ええ!?」と怯ひるむ俺。

「ま、マジでいいのか……？　多分お前の想像以上に恥はずかしいこととかも……」

「そ、想像以上のイチャイチャ……!?　い、いえ、覚かく悟ごの上です！　あくまでもあの二人に勝つためですから！　恥ずかしがってる場合じゃありませんから!!」

　真っ赤な顔でプイッとそっぽを向く涼花。

　間ま違ちがいなく恥ずかしいはずなのに、勝負のためにそこまでの覚悟が……。

　どうやら真しん剣けんになりきれてなかったのは俺の方らしかった。

「……わかりました。涼花もこう言ってますし、Ｗピース先生には神坂姉妹に勝つような作品を描かいてもらわないといけないんで、是ぜ非ひ取材してください」

「さすが先生と妹さんデス！　感激でイッてしまいそうデス！」

　……うう、なんかうれしそうなＷピース先生を見ていると『ハメられた！』って気になるんだが……。い、いや、これはあくまでも取材だ取材……！

「と、ところで……『えす』とか『えむ』というのはどういう意味なんです……？」

　と、涼花が顔を赤くして身を縮ませながらもそんな質問をする。

　そりゃまあ涼花にはわからない世界の単語なので、その質問はもっともだ。

「ＳＭというのはデスね！　もとはサドとマゾという単語から来てマシて、いわゆる倒とう錯さくした性の世界を表現した──」

「って！　だから俺の妹にそういう知識を植え付けないでくださいよ！」

　涼花にそういうのはまだ早い！　……なので、俺がかみ砕くだいて説明するしかない。

「あー……、ＳＭっていうのはいわゆる『主従』って部分を重視した関係性だ。Ｓは主でＭが従。そういう命令する側とされる側ってシチュエーションで興奮──……い、いや、イチャイチャするっていうか……」

「お兄ちゃんが私に命令してイチャイチャ……」

　涼花がなぜか頰ほおを染めてポケ～としているが、説明が悪かったかな……。

「随ずい分ぶんとマイルドな説明デスねー。もっとハードな側面も言った方がいいのでは」

「い、いりません！　んなことよりも、どうしてあんな格好なんですか！」

「いやー、ソフトなＳＭと言えばやっぱり『ペットとご主人さま』が王道デスから。妹さんには今回猫になってもらったんデスよ」

「わ、わかったようなわからないような説明を……！　そもそもその『ペットとご主人さま』ってのは一体何なんですか！」

「イタズラ子こ猫ねこにご主人さまが『お仕置き』と『躾しつけ』をするんデスよ！　もちろんご主人さまは先生デスよ？　というわけで、ほら妹さん！」

　そう言ってＷピース先生は涼花を俺の傍そばに押し出す。

　恥ずかしそうにモジモジしながら、時々チラッとこちらを盗ぬすみ見る涼花。

　その仕草と煽せん情じよう的な格好、そしてさっきＷピース先生が口にした『イタズラ子猫』という単語が脳内で合わさって、かあああぁと急激に顔が熱くなる。

「そ、そう言えばまだ訊いてなかったですけど、この格好はどうですか……？」

「え？　あ、ああ、その……、すごくエロ──じゃなく！　に、似合ってる……！」

　……あ、危ねえ！　リアル妹相手に何を口走りそうになってんだ俺は！

　だが似合ってるのは事実だった。

　涼花の凜りんとした雰囲気が、猫っていう属性とすごく合っていて、親和性が物もの凄すごい。

「もう、取材は始まってるんデスから、普ふ通つうにイチャイチャしてる場合じゃないデスよ」

「い、いや別にイチャイチャとか!?　……ってか、こっからどうしろと……？」

「ま、まずこれをお兄ちゃんに持ってもらうそうです」

　そう言って涼花は俺にロープのようなものを手て渡わたしてきた。

　よく見るとそれは涼花の首輪につながっているのが見え──……って、首輪？

「そうデス。それから妹さんは先生の足あし下もとにペタッと座ってもらって……。そうそう、脚を外側にした女の子座りで……。素す晴ばらしいデス！」

「いや、あの、これは一体……」

「シチュエーションとしては、猫な妹がご主人さまな兄のカップを割ってしまって叱しかるシーンということでお願いしマス！　妹さんは猫になりきって許してもらおうとして、先生はご主人さまになりきって躾けるんデス！」

「え、ええ!?　い、いきなりそんなことを言われても！」

　抗こう議ぎの声をあげる俺だが、Ｗピース先生はいつの間にか用意したデジカメをかまえ、無我夢中で俺達を撮さつ影えいし始めて聞いちゃいなかった。

「お、お兄ちゃんの猫……。ペット……。わ、私は躾けられて……！」

　涼花も涼花でプルプル震ふるえながら俯うつむいてなんか呟つぶやいてるし……。

　と、とにかくここは俺がなんとかしないと──と思っていると、

「い、いきます……っ！」

　なんと涼花の方から、行動を開始した。床ゆかにペタッと座ったまま、熱のこもった目で俺を見上げていたかと思うと、いきなり俺の脚に自分の顎あごを擦こすり付け始めたのだ！

「……にゃ、……ぁぅ……」

　そして猫みたいな鳴き声を口にしたかと思うと、まるで懇こん願がんするような表情で、

「……ご、ごめんにゃさい……、お兄ちゃん……」

　そんなトンデモナイセリフを口にした。

「────っ！」

　瞬しゆん間かん、ゾクリと正体不明の電流が背筋に走り、心臓が一層うるさく跳はねる。

　……いや、なんなのこの感覚？　いやマジでなんなんですかこれはあああああぁっ!?

「ふおおおおおぉっ！　す、素晴らしいデス！　素晴らしいデスよ妹さん！」

　デジカメをスケッチブックに替かえて猛もう然ぜんと手を動かしているＷピース先生。その存在でかろうじて正気を保っている俺だが、正直脳神経が焼き切れそうなほどテンパってる！

　……だ、だが落ち着け俺！　これは取材だ！　涼花も恥ずかしいのを我が慢まんしてここまでやってるんだから、俺もちゃんとやらないといけないんだ！

　え、えーと……、イタズラした猫にお仕置きって場面だったな……！

　お仕置き……っつっても叩たたいたりなんて絶対ダメだし、なにかソフトなお仕置き……。

　俺はゴクリと喉のどを鳴らして涼花を見下ろす。……くそ、俺だってこの前キャラになりきることを覚えたんだ！　涼花のためにも、今は役になりきる!!

「……ったく、お前は本当にイタズラばっかりだな」

　俺は余計なことを一いつ切さい頭から排はい除じよしながら、そう言って涼花の顎に手をかけた。

「あ……、にゃ……、お、お兄ちゃん……」

　そしてそのまま軽くくすぐるように指を動かすと、

「ひゃにゃ!?　お、お兄ちゃ……、ふにゃ!?」

「もうイタズラしないって約束するんだ。……そうじゃないと、やめないぞ？」

　そう言って、プルプルと身体を震わせる涼花の顎の下をくすぐり続ける俺。

「お、お兄ちゃん……っ！　や、……ぁんっ!?」

「ほら、約束は？」

「は、はにゃ……、も、もうイタズラしません……、にゃあぁ！」

　俺は涼花の態度に満足すると、最後にもう一度くすぐってから、

「よし、いい子だ……。でも今度また悪さしたら、もっとお仕置きするからな？」

「も、もっと……？　お、お兄ちゃん……」

　その場にかがみこんで、涼花の頭を包み込むように撫なでる。お仕置きが終わったら、ちゃんとご褒ほう美びも上げないといけないからな。

「ふにゅぅ……、お兄ちゃん……」

　涼花はほんのりと頰を染めたまま、気持ちよさそうに目を細める。

　これでいい子になってくれればいいが、またイタズラしたらそれはそれで──

「ぽわあああああああああああああああああぁっ!!　最高！　最高デス先生！」

「はっ!?」

　とそこで、Ｗピース先生の絶ぜつ叫きようが聞こえてきて俺は我に返る。

「さすが先生デス！　滲にじみ出る鬼き畜ちく性！　ソフトなのにちゃんとＳ！　でもムチの後はアメを用意するバランス感覚！　もう最高すぎマス!!　このナチュラル鬼畜系！」

　そう言って、目にもとまらない速さで鉛えん筆ぴつを動かしてはスケッチブックをめくっていくＷピース先生を見ながら、俺は愕がく然ぜんとした気分を味わっていた。

「い、いや、今のはあくまで取材のための演技であってですね!?」

「それにしては臨場感ありすぎデス！　きっと先生の素が出たに違いないデス！　さあ、そのまま本能に従って妹さんを押し倒たおしちゃってくだサイ！」

「ドサクサ紛まぎれになに言ってんですか!!　……ああもう！　す、涼花、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ふぇ……？　お兄ちゃん……？」

　だが涼花は、とろんとした目でフラフラしながら俺を見上げるばかり。

　……ど、どうやらあまりの恥ずかしさにバグってしまっているらしい……。

「ああ……、私の理想郷はここにありマス！　本当ならこの後もいろんなポーズをとってもらうつもりデシたが、今のが余りにも素晴らしすぎて妄もう想そうが止まりマセん……！」

「……ってか、これ以上続けろと言われてももう無理ですけどね!?」

　俺は演技とはいえあんなことを口走ってしまいものすごい罪悪感に襲おそわれてるし、涼花は涼花でポケ～と中空を見つめたままえへえへと謎なぞの笑えみを浮うかべてるし……。

「と、とりあえず取材はあれでよかったんでしょう？」

「ええもう！　Ｓの先生とＭの妹さんを生で見られるなんて……！　ソフトだったのに、脳内のハード系妄想より百万倍強きよう烈れつデシたウヘヘヘヘヘ」

「Ｗピース先生の脳内ではどんな地じ獄ごく絵え図ずが繰くり広げられてるんですかねぇ!?」

　なんかキャラが変わりつつあるＷピース先生に、俺は頭を抱かかえるしかない。

「……く、くそっ。でもこのおかげで良い作品が描けるってんなら仕方ない……。とにかく、取材は無事終しゆう了りようということで──」

「はい！　では次のシーンの取材といきマショう！」

　その言葉に、俺の体内からサーッと血の気が引く音が聞こえた。

「つ、次ぃ!?　まだこんなことを続けろと!?」

　だがＷピース先生はそれに答えず涼花の手を摑つかむと、

「……ふぇ？」

「さあ妹さん、衣い装しようを着き替がえるんデス！　今からあなたは女王様なんデスから！」

　再度リビングを飛び出して隣となりの部屋へ行ってしまった。

「ま、まだ続くのか……？　……ってか、待てよ？　今なんか女王様とか……」

　──……こ、この衣装はなんですか？　妙みようにピチピチしてて肌はだ触ざわりが……。

　──これが定番なんデスよ！　さらに手にはこれを持ってもらいマシて！

　──……え、これって？　ま、まさかこれでお兄ちゃんを……？

　聞こえてくる声も相まって、果てしなく嫌いやな予感がする。

「ただいま戻もどりマシた！」

　そしてその予感は、二人が戻ってきた瞬間に的中したとわかった。

　革かわ製のランジェリーのような姿──って、いわゆるボンデージってやつか!?

「す、涼花……！　お、お前なんつー格好を……！」

「み、見ないでください……！　こ、こんなはしたない……！」

　俺の視線に、さすがの涼花も泣き出しそうな顔でその場にへたり込む。

　露ろ出しゆつ自体はさっきの方が大きかったが、こっちは背徳感がすさまじい。

　しかも手にはムチまで持ってるし……！　す、涼花がこんな衣装を……！

「Ｗピース先生！　俺の妹になんてもんを着せてるんですか！」

「大丈夫デス！　妹さんは美少女デスから、こんな格好でも最高に可愛かわいいデス！」

「そういう問題じゃないです！　まさか女王様ってそのまんまの意味だったとは……！」

「先生達があまりにも素晴らしかったから、もっとハードなのが見たくなったんデスよ！　というわけで、今度は妹がＳで兄がＭという攻こう守しゆ逆転シーンでお願いしマス！」

　その時、突とつ然ぜん手元からガチャンという音がした。

「え、これって……手て錠じよう!?　な、なんでこんな……っ」

「よりＭっぽさを出すためデス！　では妹さん、打ち合わせ通りにお願いしマス！」

　そう言ってＷピース先生がわきにどくと、身体からだを小刻みに震わせながら立っている涼花の姿が見えた。「これは取材これは取材……」と真っ赤な顔で呟きながら、ゆらりとした動作で俺に近づいてくる。

「あ、あの……、涼花さん……？」

「お、お兄ちゃん、動かないでください……。当たるとダメなので……！」

　そう言って腕うでを振ふる涼花。

　途と端たんにパシィン！　とムチがしなる音がして、俺はヒィッと身を縮ませる。

「い、痛そうな音……。こ、こんなのお兄ちゃんに向けるわけにはいきません……」

「大丈夫デス妹さん！　これは振って音を立てるだけのオモチャデスから！　万が一当たってもそんなに痛くないデスし、先生も動いちゃラメぇデスよ？」

「いやいやいや、いろいろおかしいことをサラッと流さないでくださいよ！」

「シチュエーションは『兄が好きすぎてＳに目覚めた妹』デス！　さあ妹さん、普ふ段だん先生に抱いだいている不満を思いっきりぶつけちゃってくだサイ！」

　無茶苦茶な展開に俺が抗議しようとするが、それを遮さえぎるように再びムチが鳴き、俺は条件反射で後ずさるしかなかった。

「お、お兄ちゃんはもうちょっとしっかりしてください……っ！」（パシィン！）
















　女王様という、あまりにも普段の自分からかけ離はなれたキャラに、取材のための演技でもギクシャクする涼花。

「も、もっと周りの事に注意深くなってください……っ！」（パシィン！）

　衣装と行こう為いの両方に戸と惑まどい、羞しゆう恥ちから爆ばく発はつしそうなほど顔を赤くしている。

「どうしてそんなに鈍どん感かんなんですか……っ！」（パシィン！）

　だが、

「いつもいつも知らない間に女の子と仲良くなって……っ！」（パシィン！）

　……な、なんかだんだん動きがスムーズになってきてないですか……？

「私の気持ちも知らないで！　どうしてお兄ちゃんはそうなんですか！」（パシィン！）

「い、いやちょっと涼花さん!?」

「言い訳は聞きません！」（パシィン！）

　あっという間にムチを使いこなし、女王様（涼花Ver）へと変へん貌ぼうしていく。

「はぁはぁ……！　Ｓな妹さんとＭな先生の構図……！　素す晴ばらしいデス……！」

「い、いやなんかおかしいでしょこれ！　言ってないで止めてくださいよ！」

「ま、またよそ見して！　ちゃんとこっちを見てください！」（パシィン！）

「ひ、ヒィッ!?　す、涼花!?」

「お兄ちゃんは私のお兄ちゃんなんですからね！　わかってますか!?」（パシィン！）

「ご、ごめんなさいいいいいいいいいぃっ!?」

　もうまったくわけがわからないけど、涼花の迫はく力りよくに思わず謝ってしまう俺。

　な、なんか涼花の目が座ってるし、お前それ本当に演技なんだろうな!?

「ハァハァハァ！　いいデスよ妹さん！　素晴らしい女王様ぶりデス！　そこで『私を女王様とお呼び！』というのが王道デスよ！」

「わ、私のことは女王様と呼んでくださいお兄ちゃん！」（パシィン！）

「さらに先生を犬扱あつかいして『足をお舐なめ』と続けて！」

「おおお兄ちゃんは犬なんですから、私の足をなめるべきです！」（パシィン！）

「いい加減正気に戻ってくださいよ女王様あああああああああああああ!!」

　悪の囁ささやきに操あやつられている涼花に俺は絶叫するが、もちろんそんな声は届くはずもない。

　……そして、もはや取材という当初の目的は頭からすっぽり抜ぬけ落ちたまま、そんなカオスな状じよう況きようはさらに数分間続くのだった……。




「まったく先生達兄妹きようだいは最高デスね！　もう脳汁じる出まくりで全然手が止まりマセん！」

「……そ、それはよかったですね」

　相変わらずスケッチブックに突とつ撃げきを続けているＷピース先生に、俺はゲッソリと返す。

　なんとかＷピース先生が希望した取材を終えた俺達だったが、正直なところ満まん身しん創そう痍い状態だった。俺もなんかトラウマを抱え込んだような気分だったし、涼花は涼花で、

「あ、あんなはしたない……！　取材とはいえ……！　で、でも怯おびえるお兄ちゃんもなかなか……、いえいえいえ！　ですがＭで甘えるというのは新しい発想……」

　と、元の服に着替えてリビングに戻った後、こうやって体育座りをしながらブツブツと呟つぶやき続けているばかりだ。……くそ、俺達兄妹にとっては黒歴史以外のなにものでもないが、これでＷピース先生が最高の同人誌を描かいてくれるなら……！

「……あの、Ｗピース先生」

「はい、なんデスか！　もしかしてまだ何か取材させてくれるんデスか!?」

「違ちがいます！　……じゃなくて、一応取材は成功したんですよね？」

「もちろんデス！　あんな最高なシーンを見せてもらったら、もう妄想が爆発しまくりデスよ！　あれだけで同人誌十冊分くらいのネタになりマス！」

　そう言ってＷピース先生は、こちらにスケッチブックを向ける。

　そこにはラフなのにものすごくハイクオリティなイラストが描かれていて、Ｗピース先生のノリノリな気分が絵に乗り移っているかと思えるくらい躍やく動どう感かんがあった。

「こ、こりゃ……。これなら神坂姉し妹まいにもきっと勝てますね……」

「そうデスね！　これに先生のシナリオが合わさればきっと勝てマスよ！」

「「……え？」」

　その言葉に、俺と壊こわれていたはずの涼花の声までもが綺き麗れいにハモる。

「……あの、俺のシナリオってどういうことです……？　今回の取材に基もとづいてＷピース先生が漫まん画がを描くんじゃ……」

「もちろんイラストは私が担当しマスけど、シナリオを書くのは先生デスよ？」

「「え、ええ!?」」

「？　何を驚おどろいているんデス？　だって向こうもイラストとシナリオで力を合わせてくるんデスから、こっちもそうしないと勝負にならないじゃないデスか」

「そ、それはそうかもしれませんけど……、じゃあさっきまでの取材は一体……」

「ああ、だからそれは私が描きたいシチュエーションがあれだったってことデス！」

　というわけで、エロエロな兄妹ＳＭのシナリオをお願いしマス！　と笑顔で言うＷピース先生に、俺達は絶句する。

「……ま、まさか、そのためだけにこんな取材を……？」

「もちろんデスよ？　同人っていうのは作りたいものを作るのが基本デスし」

　その言葉に俺は無言で隣を見ると、涼花もまた無言でこくりと頷うなずいた。

「……Ｗピース先生」

「ん？　なんデスか？」

「この企き画かく…………没です!!」

　俺の宣告に、Ｗピース先生は「えええ!?」と驚きよう愕がくする。……当たり前だ！

「そ、そもそもそういう話なら先に言ってください！　大体私──違います！　お兄ちゃんにあんなイヤラシイシーンのシナリオなんて書けるわけないじゃないですか！」

「いえ、先生ならきっと書けると思いマスけど」

「む、無理です！　あ、あんなイヤラシイ……!!」

　顔を赤くして俯うつむく涼花。それについては俺も全く同感だった。

「……はぁ、つまりＷピース先生は最初から分業制のつもりで、シナリオはすず──俺が書くと考えてたってわけですか……？」

「だって物語については先生が専門じゃないデスか。大人気作家・永遠とわ野の誓ちかいの力を使わずにキノちゃんのシナリオには勝てないデショう？」

　……うん、そう言われると全くその通りだ。納なつ得とくもできる。ただ──

「それならそうと初めに言っておいてくださいよ!!」

　誰だれが悪いわけでもないけど、俺はもう半泣きになってそう叫さけぶしかなかった。




　　　　▼




「あの苦労は何だったんだろうな……」

　秋葉原からの帰り道。電車で地元に戻り家路についている間、俺と涼花はＷピース先生の家での出来事を思い出してズーンと沈しずんでいた。

　あの後、もちろんＷピース先生の『兄妹のＳＭっぽいエロ同人』の件は却きやつ下かされた。

　同人誌経験者としての立場は尊重したいけど、さすがにそんなシナリオを書くのは無理だということで、結局永遠野誓が書いたシナリオに沿ってＷピース先生が漫画を描くという方向で決まったのだ。

　Ｗピース先生にゴネられるかと思ったが、同人誌として発表できなくてもあの取材で大満足したらしく「仕方ないデス。今回の取材結果は個人的に楽しむとしマス！」って感じにケロッとしていたことを思い出す。

　……つまるところ、俺達だけが大損をこいたって話じゃねえか……。

「でもまあ確かに、同人誌だからって特別に構えなきゃ、大人気作家のお前がシナリオを書くってのが順当だよな……」

　そのことにもっと早く気付けていれば、こんな大おお火傷やけどは負わずに済んだのだが。

「あ、ああいうイチャイチャもあるなんて……。と、ところでお兄ちゃんはＳとＭのどっちが好きなんですか……？」

「お、おい涼花!?　Ｗピース先生に毒されてんぞ!?」

「……はっ!?　わ、私は何を!?　い、いえ私は別に、その、もしお兄ちゃんが望むならとか、そういうことは全然……!!」

　……Ｗピース先生の毒素は恐おそろしい。真ま面じ目めな涼花をここまで蝕むしばむとは……。

「え、えっと……。そ、そうでした、シナリオのことについてでしたね！」

　涼花はそこで気を取り直すように、こほんと咳せき払ばらいをして、

「い、いつもと同じ調子でいいというのなら問題はありません。元は私のせいで始まったことですから、自分で責任を負う形になったのはむしろよかったと思います」

　真面目かつ頼たのもしい言葉だった。まあ天才作家である涼花に任せるというのは俺達が採れる最上の策だとは思う。だけど──今回ばかりは少し事情が違うんだ。

　そもそも、いつも通りに書いても、それが同人業界で通じるかどうかはわからない。

　しかも今回は売り上げ勝負。面おも白しろさだけじゃなく『売れる』ことを意識しないと。

　それにもう一つ、今の涼花には懸けん案あんがあるんだ。

「まあ、こうなった以上お前が書くしかないんだけど……、でも大だい丈じよう夫ぶか？　今は文化祭の準備もあるだろ？　疲つかれがたまってるんじゃ……」

　そう、実は夏休みも終わりつつある現在、涼花はとても多た忙ぼうな日々を送っている。

　その主な原因は、涼花が通う白はく桜おう女学院の文化祭だ。

　これが夏休み明け早々に開かい催さいされるということで、中等部生徒会長である涼花はこの頃ごろ毎日学校に通い、遅おそくまで仕事をしているのだ。（実は今日もその予定だったが、さすがに当事者としては同人誌の作戦会議に出ないと、ということで休んだらしい）

　その関係で俺も毎日涼花を迎むかえに行ってるわけだが、端はたから見ててもハードなスケジュールに、完かん璧ぺき超ちよう人じんの妹さまとはいえ少し心配になってくる。

「またそのお話ですか？　これくらい全く問題ありません」

　なのに当の涼花は、この話題になるたびにムッと不ふ機き嫌げんそうな顔になる。

　本人がそう言っている以上、俺にできることといったら、せいぜい涼花担当の家事を拝おがみ倒たおして譲ゆずってもらうくらいだった。

　それでもなぜか食事の準備だけは自分がやると言って聞かなかったんだけどな……。

「そんなことより同人誌のシナリオです。……じ、実は、ちょっと考えてたんです」

「そうなのか？　どんなのか、訊きいてもいいか？」

「は、はい。その案というのはですね……、そ、その……、交際を始めた兄妹が、妹の学校の文化祭でいつも以上にイチャイチャするというもので……」

「……え？　こ、交際を始めたって……」

「そ、その！　同人誌というのは本編ではできないことをすべきじゃないですか!?　だ、だから恋こい人びと同士になった兄妹のイチャイチャを書こうと……」

　……な、なるほど、確かにそれは本編では見られないし、ファンとしても見てみたいところだ。今でも十分イチャイチャしてるのに、これが恋人同士になったら……、ヤバイ！　そんな同人誌があったら絶対買うぞ俺は！

　と、一いつ瞬しゆん「いいじゃないか！」と同意しかけたのだが、俺は寸前で踏ふみとどまる。

　……ま、待て、落ち着け俺。今回ばかりはそう簡単に決めちゃいけないんだって。

　なにせ涼花の引退がかかってるんだから、ここは完かん璧ぺきを目指さないと絶対にダメだ。

「た、確かにそれも一つの案だと思うけど、今すぐ決めない方がいいと思うぞ？　今回はいつもラノベを書く時とは違って神坂姉妹との勝負なんだからさ」

「わ、わかっています。でも、このシナリオだって十分勝負になると思います」

「そうかもしれないけど、万が一が許されない状況なんだ。とにかくギリギリまでベストなシナリオを探し続けるべきだと思う」

　俺がそう言うと、涼花は不満そうに「それはそうですけど……」と呟く。

「……お前の引退がかかってるんだからさ、ここは焦あせらずいこうぜ」

「え？　あ、その……、あ、ありがとうございます」

　その時、いきなり涼花に謎なぞのお礼を言われて、俺は「なにが？」と訊き返した。

「私がラノベ作家を引退したら、お兄ちゃんも代理人なんてしなくて済むのに、そんなことを言ってくれて……」

「い、いやそれはまた別の問題というか……。こういう形でなんて納得いかないし、それにお前の作品が読めなくなるのは嫌いやだし……」

「わ、私のことを心配してくれているんですか？」

「そ、そりゃ俺はお前の代理人だし、兄貴が妹の心配するのは当たり前だろ？　お前にゃ余計なお世話かもしれないけどさ」

「そんなことはありません……。えへへ……」

　いつの間にか涼花の機き嫌げんが直っていたようで、ほんのりと笑えみさえ浮うかべている。

　さっきまでは「疲れてないか」って訊いただけで不機嫌になってたくせに、一体どうなってるんだ？　妹とはいえ、女の子って本当にわからない。

「お兄ちゃんは私が心配……。私の作品は特別……。えへ、えへへ……」

「……ああもう！　と、とにかくですね！　万ばん全ぜんを期すためにも結論を焦らずに考え続けようってことを俺は言いたいわけですよ！　Ｗピース先生も締しめ切りはギリギリまで待つって言ってくれてるし！」

　意味不明な照れくささに襲おそわれ、それを誤ご魔ま化かすように俺はまくしたてる。

　涼花もハッと我に返った様子で「そ、そうですね！」と同意してくれた。

　……な、なんかよくわからない流れになってしまったけど、とにかく今は売れるシナリオを意識していかないといけないって、俺は言いたかったわけだ！　うん！

「「…………」」

　しばらくの間、俺達はなぜか気まずい沈ちん黙もくの中を歩いていた。

　しかしやがて、涼花が「と、ところで」と気を取り直した様子で口を開く。

「あの……、私の学校の文化祭なんですけど、その時だけは特別に外部から人を呼んでもいいことになってるんですよ」

「ん？　でもお嬢じようさま学校なんだし、誰でも出入り自由ってわけじゃないんじゃ」

「も、もちろん招待した人だけです。他ほかの女子高の生徒とか卒業生の方々とか。……そ、それともちろん、生徒の家族なども……」

「なるほど、招待制か。それなら納得だな」

「そ、そこでお兄ちゃんに相談なんですけど……っ！」

　と、涼花は真っ赤な顔と驚おどろくほど真しん剣けんな目で俺の方を振ふり返ると、

「わ、わわわ、わ……、私と……」

「……私と？」

「わ……、わ、わわわ私と……、い、一いつ緒しよに……っ」

「……あの、申し訳ないんですがもう少し声を大きくしていただけると……」

「……っ！　で、でででですから……、その……、わわ、私と一緒に、その……、せっかくの機会ですし……っ！　み、みんなへの牽けん制せいの意味合いも込こめて……！」

　涼花の身体からだにものすごく力が入っていくのがわかるが、それに反比例するように声は一層小さくなっていく。

　だがやがて涼花は意を決したように俺を見つめると、

「お、お兄ちゃん！　私と一緒に文化祭を回ってくれませんか！」

　泣きそうなくらい顔を赤くしながら、そう言い切ったのだった。

「…………え？」

　一方で俺は、一瞬何を言われたのかわからずに呆ぼう然ぜんとする。

　……涼花と文化祭？　俺に一緒に回ってくれないかって……。

　涼花は俺の返事を待っているのか、赤い顔のまま不安そうにしている。その様子を見ていると、まるでいきなり告白をされたような気分に──って、何考えてんだ俺は!?

　そ、そうじゃなくて、涼花がこんなことを言ってくるのは何か理由があるはずだ。

　こいつがただ単に俺と一緒に文化祭なんて望むわけがないしな。となると……、

「え、えっと……、それってもしかして取材のためか？」

　俺がそう訊たずねると、涼花は目を見開いて「え？」と返す。

「い、いえ、そういうわけじゃ……、あの、でも……」

　俺をチラチラと見ながら、モジモジと身体をくねらせる涼花。だがすぐに、

「……そ、そうです！　同人誌のシナリオを書くために、恋人同士の文化祭デートを取材したかったんです！」

　そんな答えが返ってきて、俺は「そ、そうだよな」となぜか安あん堵どする。

「……いや、でも待ってくれ。大事なことだから焦らず考えようって話をさっき──」

「だ、大丈夫です！　お兄ちゃんが心配してくれているのはわかりますが、私はこの『お兄ちゃんと文化祭でイチャイチャデート』というシナリオでいくべきだと思うんです！」

「負けたら引退の大事な勝負だけど、本当にいいのか……？」

「安心してください！　永遠野誓として、いつも通りのベストを尽つくしますから！」

　涼花にしては珍めずらしい熱のこもった答えに、俺の不安もやがて薄うすれていく。

「……わかった。お前がそこまでハッキリ言うんなら、俺も大丈夫だって信じるよ。そのシナリオで神坂姉し妹まいに勝とうぜ」

　涼花がそれでいくと決めた以上、俺は代理人として協力するしかない。

　俺がそう言うと、涼花はパッと顔を輝かがやかせ「は、はい！」と頷うなずく。そして、




「恋人同士として一緒に文化祭を回りましょうね、お兄ちゃん！」




　も、もちろん取材のためですけど！　と付け加えるものの、心底うれしそうに笑う涼花の顔に、俺は不覚にもドキリとしてしまう。

　……い、いや落ち着け俺。別に涼花は俺と一緒に回ること自体をうれしがってるわけじゃなくて、神坂姉妹に勝つための取材ができることを喜んでいるだけでだな……！

「さあ、そうと決まればデートの──い、いえ、取材のプランを練らないとですね！」

　俺が自分のヤバイ思考を振り払はらっている間に、涼花は足早になって家路を急ぐ。

　……ま、まあとにかくあれだ。方向性も決まったし涼花もやる気になったし、とりあえずはよかったよな？　うん。

『妹の学校の文化祭で妹とデートする』という構図はすさまじくヤバイのだが、涼花の引退までかかってる今回ばかりは意地でも乗り切るしかない！

　そんな覚かく悟ごをしていると「お兄ちゃん、早くしてください！」と涼花が急せかしてきたので、俺は慌あわてて妹の後をついて行くのだった。




　だが、実は文化祭の話はそれだけでは終わらなかったんだ。

　その日の夜のこと。

　俺が涼花に懇こん願がんして替かわってもらった皿洗いを済ませ、部屋へと戻もどった時だった。

　ちょうどそのタイミングで、編集の篠しの崎ざきさんから電話がかかってきたのだ。

『永遠野先生か？　今時間はあるだろうか？　自じ慰い行こう為いの最さ中なかだったりはしないか？』

「もう慣れてきたとはいえ、何度聞いてもあり得ない電話の始まり方ですね!?」

『君がそういうことを私に相談してくれないからいちいち訊かないといけないのだ。こっちはオカズとしていつでも協力する態勢にあるというのに』

「どこの世界に編集にそんな相談をする作家がいますか！」

『相変わらず先生はシャイだな。まあいい、そんなことより今日は二つほど話がある』

「最初からそう言ってくださいよ。わりとマジで……」

『話というのはそっちの話とこっちの話だ。どっちの話がいい？』

「どっちだろうと嫌な予感しかしないんですが」

『ではそっちの話からしよう。……先生、君は私に隠かくし事をしているな？』

「い、いきなりなんの話ですか」

『いや、正確には君達が、だな。知っているんだぞ？　君がアヘ顔がお先生と結けつ託たくして勝手に同人誌を出そうとしていることを』

「んなっ!?　な、なぜそれを……っ!?」

　不意を突つかれ、俺はあからさまに狼ろう狽ばいした声を出す。

『ふ……っ、やはりか。アヘ顔先生が妙みように上じよう機き嫌げんだったのでな。言葉の端はし々ばしからの情報と私の勘かんを総合して推測したのだが、ズバリだったようだ』

「い、いや、なんのことですか？」

『今いま更さら遅おそい。君は隠し事が下手へただな。誤魔化そうとしてもダメだ』

　……くそっ、普ふ段だんはセクハラ編集者のくせに、時折恐おそろしく鋭するどいから厄やつ介かいだ……。

『言っておくが、もちろんそんなことは不許可だ。君はうちの看板作家だぞ？　勝手に同人誌など出されては困るし、それが原作の二次創作をうたっているならなおさらだ』

「だ、Ｗピース先生からそう聞いたんですか？」

『いや、彼女は君よりはるかに隠し事が上手うまいよ。だが編集を──私をなめてもらっては困るな。作家の心情を推測するなど基本的なスキルだ』

「な、なんですって!?　普段は酒飲みながら無意味な電話をかけてくるくらいしか能がないダメ編集だと思っていたのに……っ」

『な!?　き、君は私のことをそういう風に思っていたのかね!?』

「自覚がなかったんですか!?」

『……うぐっ、まあいい……。そんなことよりも、さっきの話の続きだ。同人誌を出すのはダメだ。二次創作する暇ひまがあるなら、外伝の一つでも書いてもらいたい』

「い、いえ、違ちがうんですよ。これにはいろいろと理由があって……っ」

『どんな理由も認められん。その話はここまでだ』

　篠崎さんは問答無用で話を終わらせる。もちろん「はい、そうですか」と納なつ得とくするわけにはいかないので反論しようとするが、篠崎さんはそれを封ふうじるように続けた。

『それよりもう一つの、こっちの話が重要だ。実はある団体から永遠野先生に講演依い頼らいが来てな、私としては是ぜ非ひ引き受けてもらいたいのだが』

「こ、講演依頼!?　なんですそれ!?」

『かなりハイレベルなお嬢さま学校に、今度新しくオタク文化系のサークルができることになったらしい。そこから依頼があってな』

「お、お嬢さま学校？　……いや、まさか」

『なんでも、サークルを立ち上げたはいいが、周りはオタク文化について知らないお嬢さまばかりなんで人が集まらないらしい。そこで文化祭のイベントで本物の作家を招いた講演会を開き、ラノベを軸じくにしてオタク文化について知ってもらおうと考えたのだとか』

「……いやいやいや、そんな偶ぐう然ぜんあるわけが……」

『なので、講演会といっても小規模なものだ。ちなみに白桜女学院という学校だぞ』

「……………………」

　俺は一いつ瞬しゆん意識が飛びそうになったが、なんとか持ちこたえる。

　ま、まさかとは思っていたが……、本当にそのまさかだったとは……っ！

『まあ本来なら大人気作家である先生が行くようなイベントではない。だが頂点を目指すにしても、最初はそういう小さなところから始めるべきだ。なによりハイソなお嬢様学校というのが私的に先生的にも都合が良かったので今回は引き受け──』

「お断りします」

　俺はハッキリ言い切った。当たり前だ！　涼花の学校でそんなことできるか！

　ただでさえこっちはデート取材なんて爆ばく弾だんまで抱かかえてるってのに！

『な、なぜかね!?　お嬢さま学校だぞ!?　君のような年代の男子なら、腕うでの一本くらい犠ぎ牲せいにしてでも足を踏ふみ入れたい聖域ではないのかね！』

「篠崎さんの中の男子像はどんだけ飢うえてる獣けものなんですか!?」

『お嬢さま学校の空気も吸い放題なんだぞ！　クンカクンカしていいんだぞ！』

「変態行こう為いを推すい奨しようしないでください！　とにかくダメです嫌いやですお断りします！」

『な、なぜそこまで頑かたくななのだ？　よろこぶと思っていたのだが』

「……篠崎さんこそ、なんでそこまでさせたがるんですか」

『私の目的は永遠野先生の作品を全世界全すべての人間に読ませることだからな。今回の件はその足がかりだ。ハイソな層にコネを作れば、いずれは指導者層にも食い込んで先生の作品を教科書にしたり国宝にしたりもできるだろう？』

「実に篠崎さんらしい理由ですね……。いつも通り頭が沸わいてるというか……」

「日本を占せん領りようしたら次はいよいよ世界だ！　いつか全人類は先生の作品の下もとに集つどい新たな世界を築くだろう！　私はそれを信じてこうやって活動しているのだ……！」

「人の作品をカルト宗教の教典みたいな扱あつかいにしないでくれます!?」

『……なあ、どうしてもダメなのか？　せっかくの機会だぞ？　なにかしてほしいことがあるなら対応もするぞ？　私の胸なら何時間でも揉もんでくれてかまわないから』

　さらに食い下がる篠崎さんに、俺はもちろん再度断ろうとする。

　そもそも、そんなことよりも今はなんとか同人誌の許可をもらわないといけないんだ。こっちは涼花の作家生命もかかってるんだから、不戦敗なんて絶対に──

　……って、……いや、待てよ？　これを上手く使えばもしかしたら……。

　不意にある考えが浮うかんできて、気がついたら俺は話を進めていた。

「……篠崎さん、どうしても俺に講演会に出てほしいんですか？」

『む？　もちろんだが、その口ぶりはなにか条件でもあるのか？』

「はい。俺達が同人誌を出す許可をください。一度だけでいいですから」

『なにっ!?　そ、それはダメだ。許可できんぞ』

「お願いします！　永遠野誓の名前は出しません！　あくまでＷピース先生のサークルが出す二次創作本扱いですから！　篠崎さんに迷めい惑わくをかけたりはしません！」

『だ、だがしかし……。そもそも、どうしてそこまで同人誌を出したがるのだ？』

「そ、それは言えません……。でもお願いします！　俺達にとってはとても大切なことなんです！　講演会も篠崎さんの望み通りにしますから！」

　俺は電話越ごしに頭を下げて頼たのみ込む。

『む……』

　篠崎さんはしばらくの間押し黙だまっていたが、やがてフッとため息を一つ吐ついて、

『……仕方ないな。今回の一度だけだぞ？　あと、先生が表に立ってもいけない』

「あ、ありがとうございます！　それは絶対に約束します！」

『まったく……。だが、これで講演会の件はこちらに従ってもらうぞ？』

　俺が「はい」と返すと、篠崎さんは「詳しよう細さいはメールで送る」と言って電話を切った。

「はぁ～……」

　俺はスマホを机に置いて、大きく一つため息を吐く。

　……同人誌禁止令を出された時はどうなるかと思ったが、なんとかなったな……。

　でも、その代わりに講演会だ。しかも涼花の通う白桜女学院でだ。

「……待て、これって深く考えないでも相当大変なことなんじゃないか？」

　許可をもらうことに必死であんなことを言ったが、今いま更さら事の重大性に気づく俺。

　……いや、だけどこうしないと同人誌が出せなかったし……。

　とはいえ涼花の学校でラノベ作家として講演とか、ヤバイなんてレベルじゃねえぞ？

　しかもそれ以前に俺達は、文化祭デートの取材もしないといけないわけで……。

　今になって、嫌な汗あせが流れる。……そもそも、こんなことになって涼花にどう説明すりゃいいんだ……？　などと考えていた時だった。

「お、お兄ちゃん！　いますか！」

　バァン！　と勢いよく部屋のドアが開いて、その涼花がやって来たのだ。
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「文化祭……、お兄ちゃんと一いつ緒しよに……、みんなの前で腕を組んでラブラブをアピールして……、写真ももちろん一緒に……、最後は大講堂の壇だん上じようでき、ききき、キスとかして既き成せい事じ実じつを……！　えへへへへへへ……」

　私は枕まくらをギュッと抱だきしめながら、自分のベッドの上で転がっています。

　お兄ちゃんと一緒に文化祭デート……！

　ずっと夢や妄もう想そうのレベルだったイベントが実現することになって、もううれしくてうれしくてジッとなんてしてられません！

　大好きなお兄ちゃんとイチャイチャラブラブしてるところをみんなに見てもらえる。

　もしお兄ちゃんに想おもいを寄せる子がいても牽けん制せいになりますし、私とお兄ちゃんとの仲が既成事実化すれば、そのまま本当に恋こい人びと同士にも……！

「えへ、えへへへえへへへへへ」

　だらしない笑いが止まらずに、私はさらにベッドの上をゴロゴロします。

　ゴロゴロえへえへゴロゴロえへえへゴロゴロえへえへゴロゴロ……。

「…………ふう」

　ひとしきり幸せを味わうと、私は一息吐いて立ち上がり、姿見の前に立ちます。

　髪かみをくしゃくしゃにして、とろけきった笑えみを浮かべる私がそこにいました。

　……お兄ちゃんとデートできるからって、どんだけうれしいんですかあなたは。

　……お兄ちゃんとデートできるんだから、うれしいに決まってるじゃないですか。

「ですよね！　えへへ……」

　ああ、バカな独ひとり芝しば居いをやってる自覚はあるんですが、幸せ過ぎてもう……！

「い、いえいえいえ……！　そろそろ正気に戻もどるんですよ、私……！」

　そうです、うれしがってばかりはいられません。

　そもそも、お兄ちゃんと文化祭デートができることになったのはいいのですが、それはあくまでも取材のためという名目になってしまったんですから。

　……本当は、そういうこととは関係なく、ただ純じゆん粋すいにデートがしたかったんです。

　でもあの時は恥はずかしさと不安で頭の中がぐちゃぐちゃになって、お兄ちゃんから取材のためかと訊きかれた時につい頷うなずいてしまったんです。

「はぁ……、やっぱり誤ご魔ま化かしが入ってしまうんですよね……」

　どうしても素す直なおになれない。

　この性格のせいで、私はお兄ちゃんにとっては可愛かわいくない妹のままです。

　……でも、私だって努力はしてるんです。今回だって最初は苦労しましたけど、なんとか最後は言葉に出せたじゃないですか。

　今までの私からすると、これはものすごい進歩です！

　そこは素直に褒ほめられてもいいと思うんですよ！

「……ですが、最後の最後でやっぱり誤魔化しちゃいましたけどね」

　自分の言葉に少し落ち込む私。

　……い、いえいえ、これからですよ！　一度はできたんですから、いずれはお兄ちゃんにちゃんと告白をして本当の恋人同士になるんです！

「そしていずれは夫婦として……！　い、いえ、そういうのはまだ早い……！　いえいえいえ！　夫婦なら当然の営みで……！」

　と、ふと気づくと身体からだをクネらせてニヤニヤしている自分の姿が見えて、私はハッと我に返ります。こほん……と、気まずい咳せきばらいをしまして、

「と、とにかく今回のデートは取材ということになってしまったんですから、それに関してもちゃんとやらないといけませんね」

　残念ではありますが、これはこれでよかったとも言えます。

　あの傲ごう慢まんな人達に勝つための作品を、お兄ちゃんとのラブラブ取材を通じて作ることができるんですから、考えてみれば最高の形じゃないですか。

「……さて、では綿密なデート兼けん取材プランを立てないといけませんね！」

　二重の意味でやる気をみなぎらせる私。

　ＰＣを立ち上げる間にも、私の妄想は溢あふれて止まりません。

　お兄ちゃんと一緒に文化祭でしてみたいと思っていたことをリストアップするつもりで、私は文書作成ソフトを立ち上げようと──したのですが、

「あれ？　メール？　……篠崎さんからですか？」

　ピロリンと音がして、メールが届いていることに気がつきました。

　何でしょう？　三巻の原げん稿こうについてでしょうか？

　今は取材プランのことで忙いそがしいのですが……、『全世界の人に私とお兄ちゃんがラブラブなところを見せつける』という本業も疎おろそかにはできません。

「……なっ!?　こ、講演会……!?」

　なのでメールを確かく認にんしたのですが、その内容に思わず驚きよう愕がくしてしまいます。

　と、永遠野誓が私の学校で講演会……？　確かにどこかのサークルが外部の人間を呼ぶという話は聞いていましたが……。し、しかもそれをお兄ちゃんが了りよう承しようした……？

　突とつ然ぜん意外過ぎる内容のメールが来たことで、私は戸と惑まどいます。

　しかし次の瞬しゆん間かん、私の思考は自分でも驚おどろくほど冷静になっていました。

「お兄ちゃんが講演会に……。これはデートとはまた違ちがったイチャイチャイベントになるのでは……？」

　そう呟つぶやく私。そして次の瞬間には、私は自分の部屋を飛び出していました。

「お、お兄ちゃん！　いますか！」

「うぉわっ!?　す、涼花か!?」

　突然入ってきた私に、お兄ちゃんはビクッと反応します。

　こういう小動物チックなお兄ちゃんも可愛くて、見てると胸がきゅんきゅん──って、今はそんなことを考えている場合ではありません！

「永遠野誓が白桜の文化祭で講演会をするってどういうことですか」

「う……、も、もう知っちまったのか」

　お兄ちゃんの顔が申し訳なさそうにふにゃっとなります。

　こういうお兄ちゃんも庇ひ護ご欲よくがかき立てられて──って、だから違います！

「ち、違うんだ涼花！　あれには理由があってだな！　実は──」

　と、お兄ちゃんは講演会を引き受けた経けい緯いを説明します。

　同人誌を作っていることがバレて、それを許可してもらう交こう換かん条件に了承せざるを得なかった──と、それは大方そんなことだろうという内容のものでした。

「勝手に決めちまったことは謝る！　ごめん！　でも、あの場合ああするしかなかったんだ！　同人誌が出せなくて不戦敗なんてことだけは絶対に避さけないといけないし……！」

　お兄ちゃんは必死に弁解していますが、別に私は怒おこっていません。

　むしろ、私のことを心配してくれての行動だとわかって、胸がきゅうっと甘く締しめ付けられます。私がお願いする前に自発的にそうしてくれたことが、なによりうれしくてうれしくてたまらないです！

「いえ、お兄ちゃん。決まってしまったことは仕方がありません。それに、どのみちお兄ちゃんは私の学校の文化祭に来ることになっていたんです。……そう、文化祭デートのことも含ふくめて、これは運命なんですよ！」

「……え？　あ、あの、涼花さん？」

　私は拳こぶしをグッと握にぎりしめながらそう宣言します。

　それだけ私とお兄ちゃんとの絆きずなが強かったということです！

「とにかくですお兄ちゃん。不ふ可か抗こう力りよくだったというのは、私も理解しています。なので今は、講演会をどう乗り切るかを考えるべきでしょう」

「あ……、う、うん、そうだな。お前の学校で講演会なんてするんだし、お前に恥はじをかかせないようにちゃんとしないとだよな」

　大変なのは自分なのに、それでも私の心配をしてくれる。

　やっぱりお兄ちゃんは最高のお兄ちゃんです……。そんなお兄ちゃんが恥なわけがないじゃないですか。いつどこに出しても胸を張って自じ慢まんできるお兄ちゃんですよ！

「そ、そうですね。もちろん講演会の対策は立てないとです。いろいろ質問もされるでしょうから、ちゃんと妹好き作家としての答えを返さないといけません」

「それってお前のこれからの学校生活に支障をきたすんじゃ……。いや、そもそも兄貴と一緒に文化祭デートする時点でもう……」

「わ、私はそんなこと気になんてしませんから！　それよりもお兄ちゃんが代理人だってバレる方が問題ですからね!?」

　私としては、思う存分お兄ちゃんが妹好きなところをみんなに見せつけて欲しいのですが、さすがにそこまであけすけには言えません。

「さ、さて、こうなった以上は取材プランだけじゃなく、講演会の受け答えなども考えないといけないわけですよね」

「ああ、まあそうなるな。……つくづくこんな時に厄やつ介かいなことになっちまったなぁ」

　お兄ちゃんは気の進まない顔をしていますが、厄介どころかこれは大チャンスです！

　この機会を最大限に生かして、お兄ちゃんとより一層イチャイチャするんですよ！

「とにかく今日はもう遅おそいし、その辺の対策はまた明日以降立てていくことに──」

「何を言ってるんですかお兄ちゃん。善は急げです。事前準備はし過ぎるということがないんですから、早さつ速そく今から作戦会議をしますよ」

　そういう名目でお兄ちゃんと一緒にいられるという副産物もあり、私のやる気はうなぎのぼりです！　絶対に最高の文化祭にしないといけませんからね！

「ま、待て！　文化祭は夏休み明けだろ!?　今からそんなに気張らないでも……！」

「甘いですよお兄ちゃん！　さあ、今晩は徹てつ夜やしてでも対策会議です！」

「いやいやいや！　落ち着け！　ただでさえお前は連日の多た忙ぼうで疲つかれてるだろうが！」

　確かに、実はこの頃ごろ少し疲れがたまっていましたけど、お兄ちゃんとの文化祭が楽しみすぎてそんなものは吹ふき飛んでしまいました！

「それでは私はコーヒーを入れてきますので、お兄ちゃんは作戦会議の準備を」

「いや準備って言われても……！　あ、おい！」

　私はお兄ちゃんの声を背中に浴びながら、足早に階段を下りていきます。

　身体がなんだか熱く感じるけれど、これもきっとうれしさから来るものでしょう。

　私はそんな気分の赴おもむくままにキッチンに行き、自作の『お兄ちゃんの歌』を口ずさみながら、最高に美味おいしいコーヒーを入れようと心に誓ちかうのでした。
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　そんなこんなで、俺の波乱に満ちた夏休みはようやく終わりを告げた。

　と言っても、心機一転新しい学期に挑いどめるってわけでもなく、いろいろと消化しきれない課題は残ったままだ。

　学校の宿題という意味じゃなくて、同人誌対決のこともそうだし、俺自身の大賞応おう募ぼ作のこともそうだ。だが目下一番の問題は、もちろん涼花の学校での講演会のこと。

　妹の通ってる女子校で代理人である俺が講演するんだから、緊きん張ちようしないはずがない。

　とはいえ、一サークルが主しゆ催さいする小規模なものだっていうのがせめてもの救いだ。

　サイン会だって乗り越こえたんだから、今回もなんとかなるだろう──と、そんな気持ちで、問題の文化祭当日を迎むかえた俺だったが、

「……え？　な、なんなのこれは」

　そこで目にしたのは、信じられないような光景だった。

　案内されたのは、うちの学校の体育館よりも一回りほど広い大ホール。

　しかもその会場は、開始までまだ時間があるのに既すでに満席になりつつある。

「……い、いやいやいや、教室くらいの場所で数人相手だって話だったんじゃ……」

「実はお兄ちゃん、ここ数日で事態が大きくなってしまったんです……」

　俺が舞ぶ台たい裏で戦せん慄りつしていると、付き添そっていた涼花が申し訳なさそうに言った。

「最初はお兄ちゃんの言う通り小規模なものだったんですが、その……、講演会に来る作家が私のお兄ちゃんだってことが知れ渡わたってしまいまして……」

　涼花曰いわく、後は雪崩なだれを打ったようになったらしい。

　観覧希望が殺さつ到とうし、一いつ瞬しゆんでもともと予定していた場所のキャパをオーバー。

　急きょ大教室を手配したが、それでも間に合わない。

　規模はいよいよデカくなり、一サークルでは制せい御ぎよしきれなくなって学校を上げてのイベントになり、最後は一番大きいこのホールを使うことになったのだとか。

「……お、お前の人気って全校生徒を動かすレベルだったんだな……」

　もちろんそれは俺自身の影えい響きよう力りよくなんかではなく、俺の妹さまのすさまじいカリスマ性と人望によるものだ。……そ、それにしてもこんなことになるとは……！

「……お兄ちゃん、もしかして緊張しているんですか？　大だい丈じよう夫ぶですよ。私は全校集会とかでいつもこれくらいの人を前にしていますが、特に問題はありませんから」

「いや、お前の基準で語られても!?」

　しれっと言い放たれた完かん璧ぺき超ちよう人じんの言葉に、俺は泣きそうになる。

　しかも、想定外の事態はこれだけじゃ済まなかったんだ……。




「……つ、つまりオタク文化というのはサブカルチャーの象しよう徴ちようのようなものなんです。サブカルチャーというのはさっきも言った通り、えーと……、メインの文化が取り上げてこなかったものを拾い上げてきたもので──」

　さっきから聞こえてくる自分の声は、明らかに緊張していた。

　前に目を向けると、姿勢よく座って静かに俺の話を聞きながらも、どこか期待するような視線をこちらに向けているお嬢じようさま達が。

「そ、その中でもラノベというのは、特に若者向けに特化したエンターテインメント小説でして、いわゆる、あの、文学などとは違い娯ご楽らくの側面を追求した──」

　そんな中で俺は、ガチガチになりながら永遠野誓としてスピーチをしていた。

　講演の内容は『現代のオタク文化とラノベについて』。

　かしこまったテーマに聞こえるかもしれないが、やってることはそういった知識のないお嬢さま達に、わかりやすいようかみ砕くだいて説明しているだけだ。

「オタク文化の特とく徴ちようとしてはキャラクター、つまり登場人物にスポットが当たることが多く、俺──じゃない！　わ、私達作家もそこに特に注力して作品を──」

　ほとんどは事前に作った原げん稿こうを読んでいるだけだが、それでも俺はさっきから緊張でかみまくり、心臓はバクバクと鳴り続けていた。

　もちろんそれは、いきなりこんな大勢の前に引きずり出されたからというのもあるし、名門と名高い女子校の生徒達に注目されてるからというのもある。

　でも、それ以上に困こん惑わくする原因があるんだ……！

「…………」

　俺がチラリと横目で隣となりをうかがうと、そこには俺の妹が澄すました顔で座っていた。

　そう、なぜか永遠野誓の講演会なのに、涼花が同じ壇だん上じようにいるんだよ！

　なんでも兄妹きようだいだからという理由で急きょ決まったらしい。……正直意味がわからん！

「……お兄ちゃん、なにをボーっとしているんですか。早く続きを」

「え？　……あ、わ、悪い！　えー、つまりそういうわけでラノベ作家というのは──あれ？　ど、どこまで読んだっけ……」

　涼花に小声で注意され、俺は慌あわてて原稿をめくる。

　クスクスという上品な笑い声が聞こえてきて、俺は顔が熱くなった。

　ああ、くそ……っ！　と、とにかく涼花に恥をかかせるようなことだけは……っ！

　なんとかリカバリーしてスピーチの続きに戻もどった俺に涼花は「……お兄ちゃんはもっとしっかりしてください」と呟つぶやくのだった。

　俺はその声に押されながら、必死に講演会を進めていく。

「い、以上でスピーチは終しゆう了りようさせていただきます。ご清せい聴ちようありがとうございました」

　そうしてようやく原稿を読み終わると、ホール内は大きな拍はく手しゆで包まれた。

　……ふう、なんとか終わった。なんかもう永遠野誓の講演会というより永なが見み兄妹の講演会って感じだったけど、とにかく終わってよかった……。

　俺がとりあえず安あん堵どの息を吐ついていると、涼花が小声で「ご苦労様でした」と労ねぎらってくれた。だがその表情は笑っておらず、なにかを訴うつたえるかのように俺を見つめている。

　……わ、わかってるよ。問題は、これからだよな……。

　拍手の中でそんな無言のやり取りをしていると、

「永遠野先生、ありがとうございました」

　メガネをかけた女生徒が壇上に上ってきて、マイクを握りながらそう言った。

　涼花と同じ中等部生徒会の副会長で、柊ひいらぎさんという子だ。講演会の司会も務めている。

「それではこれから質疑応答の時間を設けたいと思います。永遠野先生、もしくは永見生徒会長に質問のある場合は挙手をしていただくという形で──」

　……きた。質疑応答という単語に、俺の安堵はあっという間に引っ込んだ。

　そう、本番はここからなんだ。ただ原稿を読むだけのスピーチとは違ちがい、ここからはどんな内容の質問が来るかわからない中、全すべてアドリブで答えを返さないといけない。

　しかも、こんな大勢の前でだ。ここ数週間、涼花との作戦会議で重点的に対策してきたとはいえ、状じよう況きよう的には想定外にもほどがある。しかも──

「……なあ、なんでお前も俺と一いつ緒しよに質問に答えることになってんだ？」

「……私も今日になっていきなりここに担かつぎ出されたのでわかりません。おそらく永遠野誓がお兄ちゃんだからという理由なんだと思いますが」

　涼花もまだ残ったままだしな……。こいつにとっても予定外の事態らしい。

　もっとも、こいつのことだから自分への質問はそつなくやり過ごすだろうけど。

「……お兄ちゃんは気にせず予定通りに振ふる舞まってください。い、いつも通り妹が好きで好きでたまらないラノベ作家の永遠野誓として……」

「……あ、ああ。まあここ最近はずっとその特訓をしてたわけだし、きっと大丈夫だよ。忙いそがしい中でお前に付き合ってもらったのは悪いと思うけどな」

　家で妹好きとして振る舞う練習をさせられたことを思い出し、俺はゲンナリする。

「……い、いえ、ことが妹好きですから妹がいないと始まりませんし、私もいろいろと役得というか、イチャイチャできてうれしかったというか……」

「役得ってどういう意味だ？」

「……な、なんでもありません！　とにかく、私は大丈夫ですからお兄ちゃんは自分のことだけに集中してください……っ」

　なぜか頰ほおを染める涼花。

「──それでは、質問のある人は挙手をお願いします」

　とその時、司会が質疑応答時間の開始を告げる。するとその瞬しゆん間かん、

『はい！』

「うぇっ!?」

　女生徒達が一いつ斉せいに勢いよく手を挙げたので、俺は思わず変な声を出してしまう。

　……ホール内のほぼ全員……、ってか全員が挙手してないかこれ!?

　しかもみんな目が真しん剣けんだし、ホールの外からも「はいはい！」って聞こえてくるし!?

「それでは……、そうですね。あなたからどうぞ」

　しかし司会の柊さんは落ち着いた様子で壇上から下り、指名した生徒のもとへと向かってマイクを手て渡わたした。

「あ、あの、永遠野先生に質問なんですけど」

　指名された生徒は立ち上がり、緊張した様子で話し始める。

「永遠野先生は、本当に涼花さまのお兄さまなんですか？」

「……え？　あ、はい。そうですけど」

　とっくにわかってるはずの質問がきて、面めん食くらいながら答える俺。

「で、では、お兄さまの小説は妹との恋こい物もの語がたりとお伺うかがいしていますけど、小説と同じようにお兄さまは涼花さまのことが……？」

　と、今度は想定通りの質問だった。……まあ、絶対訊きかれるよな。

「え、えーと……、はい。も、もちろん全て小説の通りというわけではありませんが、少なくとも俺は涼花のことが、その、妹として、す、好きですよ……？」

　俺は用意していた回答をするのだが、内容が内容なのでスムーズにはいかない。

　涼花との作戦会議で、質問内容をあらかじめ想定してその答えを用意しておくという対策をとったため、こういう質問にもかろうじて対応できてはいるけどな。

　……ちなみに涼花の想定した問答は百近くもあり、その全てを覚えるのにはメチャクチャ苦労した……。しかもなぜか回答がぶっ飛んでるのもあったし。

　今回のも最初は「さ、最愛の妹という単語は必ひつ須すだと思います！」という涼花は言っていたが、さすがにそれは無理なのでさっきのような答えになったんだ。

「えっと、でも好きと言っても誤解はしないように──」

　この先涼花が誤解されないよう、一応釘くぎを刺さしておこうと思って続ける俺。だが──

『きゃあああああああぁっ！』

「え、な、なに!?」

　いきなりホール内が黄色い歓かん声せいに包まれて、俺はビクッと身構える。

「で、ではいつもお迎えに来るのも、涼花さまを愛されているからなのですか？」

「い、いや愛って……。ただ遅おそい時間の一人歩きは危ないし、兄が妹を守るのは当たり前のことですから」

　想定外の質問が来たので、俺は思わず素すで答える。すると、

『きゃああああああああああああああああああぁっ!!』

　またかよ！　という思考さえ吹ふっ飛ばされるかと思うほど、すごい勢いの歓声。

「さすがは涼花さまのお兄さまですわ」「永見会長うれしそう！」「涼花さまは愛されているのですね」「お兄さま、かっこいい……」「お迎え、いいな……」

　しかもみんなウットリしたような顔でよくわからないことを呟いてるし。

　いや、マジでどうなってんだこれは……。

「……な、なあ涼花、みんなどうしちゃったんだ……？」

　ホール内がざわついている中、涼花に小声で訊いてみる。

「……さ、さあ？　みんないつもとは違う空気に少しはしゃいでいるだけでは？」

　なぜかプイッとそっぽを向きながらそう答える涼花。

　……なんか顔が赤いし、表情がニヤケているように見えたのは気のせいだろうか。

「静せい粛しゆくにお願いします。それでは、次の質問を──」

　司会の呼びかけに再び全員が挙手する。なんか熱気もさらに高まっているようで、とても『少しはしゃいでいるだけ』には見えない。

「はい。永見さんに質問ですわ」

　次にマイクを渡わたされたのは……、高等部の女生徒なのかな？

　そういや、俺と同じかそれより上っぽい生徒もチラホラ見える。

「永見さんもお兄さんのことを同じように愛していらっしゃるのかしら？」

　いや、だから愛とかそういうのじゃないって……。

　それはともかく、涼花はどう答えるんだ？　まあ軽く受け流すと思うけど──

「……え？」

　……え？　な、なんなのその反応は。それじゃまるで肯こう定ていしてるみたいじゃないか!?

「そ、それは、その……っ！」

　慌てた様子で言葉を濁にごす涼花。そしてその瞬間、またあの黄色い歓声が巻き起こる。

「あ、あの涼花さまが照れてる!?」「涼花さま可愛かわいい！」「ああ、なんて愛らしいのかしら……」「永見会長……」「いいな、いいな……」

　な、なんか一部怪あやしい呟きも聞こえてくるが……、それよりも！

　……こ、このままじゃ誤解されちまうぞ？　助け舟ぶねを出した方がいいのか？

　俺が迷っていると、涼花は意を決したように口を開き、

「……あ、愛している……とかではありません。ただ私は、お兄ちゃんが面めん倒どうのかかる人ですから、妹の義務として放ほうっておけないだけで……」

　……おお、模も範はん解答だ。アドリブのはずなのに、さすがは涼花。

　俺はよくやった、という意味を込こめてみんなに見えないよう親指をグッと立てる。

「…………うう」

　しかしなぜか涼花は涙なみだ目めで俺を睨にらんだ。……なんで？

「あの……、お兄さまに質問です……っ」

　次に質問に立ったのは、どこか儚はかなげな少女だった。

「お、お兄さまは……、お付き合いされている女性はいらっしゃいますか……っ」

　その質問に、会場内がさらにざわめく。

「…………っ」

　涼花もなぜか身構えたような気配がしたが、実はこの質問自体は想定問答集の中にあったりする。最初、こんな質問来ないだろなんて思ってたんだがな。

　お嬢じようさま学校とはいえ、女子はやっぱり恋こいバナとか好きなのだろうか？　とはいえ、

「いえ、いませんよ」

　こう答えるしかない。事実だし。

「そ、それは、涼花さまのことを愛していらっしゃるからですか……？」

　そして続く質問も想定していた通りのものだったので、模範解答を返す。

「そ、そういうことじゃないです。俺は今ラノベ作家としての仕事が大事で、他ほかのことを気にかける余よ裕ゆうがないんですよ。相手が見つかるかどうかも怪しいんですけどね」

　……うん、我ながら自然な答え方だった。

　実はこの答えも、当初涼花が用意したものは「俺には妹がいるから恋こい人びとなんていりません！」というトンデモナイものだったんだ。

　永遠野誓のキャラクターに即そくしたものです！　と涼花は主張していたが、俺はともかく涼花に被ひ害がいが及およぶような答えは受け入れられなかったので、現在の形に落ち着いた。

「でも、お兄さまの作品は妹との恋物語ですよね……？　それが大事ということは、やはり涼花さまへの想おもいがあるから、他の女性は必要ないということでは……」

「へ？　そ、それは……」

　しかし、いきなり想定外の質問が来て、俺は焦あせる。

　こ、これはどうすれば……？　肯定すると涼花に累るいが及およぶものになるし、かと言って論理的には否定できない気もする。

　俺がどう答えるべきか悩なやんでいると、

「あ、あくまで作品はフィクションですが、そういった面がないわけでもないです。ただ一つ言えることは、お兄ちゃんはどうしようもないほど妹好きだってことですね」

　涼花が代わりにトンデモナイ答えを返した。

『きゃあああああああああああああああああああああああああああああああああぁっ！』

　その瞬間、今までで一番すごい歓声が爆ばく発はつする。

「……お、おまっ！　な、なんつー返答を……っ！」

　俺が小声で問いただそうとするも、涼花は気まずそうに目を逸そらし、

「……し、仕方ないじゃないですか？　わ、私はお兄ちゃんが答えあぐねていたから助け舟を出しただけで？　別にみんなを牽けん制せいしようとしたとかそういうのではなく？」

　と、全く理解できないことをなにやらボソボソと呟つぶやいた。

　……いやいや、どういうつもりなんだよ涼花！　あの答えじゃまるで質問内容を肯定してるみたいじゃないか！　お、俺が妹好きだと思われるのはともかく、そんな鬼き畜ちく兄貴に手を出されてるなんてみんなに思われたら、涼花の立場が……っ！

　俺はなんとかみんなの誤解を解こうと（なぜか）大はしゃぎの女生徒達に向かって、

「た、確かに妹は好きですけど、それでも恋人は絶賛募ぼ集しゆう中ちゆうですから！」

「な……っ!?　お、お兄ちゃん、なんてことを……っ！」

　涼花がなにやら焦った声を出すが、こう言っておけば、妹が好きだけど異性としては見てないということがちゃんとみんなに伝わるに違ちがいない！

　案の定、俺の言葉を聞いた女生徒達はクスクスと笑ったりきゃあきゃあと声を上げて楽しそうにしている。冗じよう談だんと受け止められているかもしれないが、それだって妹に手を出してると思われるよりはずっとマシだ。

「あ、あの……、お答えいただいてありがとうございました……！」

　質問者の女生徒はペコリと一礼してマイクを手放す。

　……ふう、なんとか乗り切ったか──と思っていると、
















「お兄さまはどんな女性がお好みですか？」「永遠野先生は年上でも大だい丈じよう夫ぶかしら？」「やっぱり涼花さまが女性の基準なんですか？」「涼花さまのお迎むかえの時に話しかけてもいいですか？」「……祐ゆうお兄さまって呼んでいいですか？」

　いきなり俺への質問が殺さつ到とうし始めた。なんか変なのばっかだけど。

　……まあでも、これで涼花への注目が薄うすれてくれれば俺としてはよかったよ。

　ただ問題は──

「むううううぅ……っ！」

　な、なぜか当の本人がものすごく不ふ機き嫌げんそうだということだ。

　……自分の学校で兄貴が情けない格好を見せているのが不満なのかもしれないが、そこは我が慢まんしてくれよ。俺にはこの方法しか思いつかなかったんだよ……。

「お、落ち着いてください。質問は一人ずつ──」

　司会の慌あわてる声を聞きながら俺は、早くこの時間が終わってくれることをただひたすら祈いのり続けるしかないのだった。

















第三章　白桜女学院文化祭へようこそ！









「まったく！　なんであんなことを口走ったんですかお兄ちゃんは！」

　俺にとっては針の筵むしろともいえる質疑応答の時間が終わり、ようやく講演会そのものが閉会した後、俺は涼すず花かと一いつ緒しよに舞ぶ台たい裏うらへと移動していた。

「だから何度も言ってるように、お前に変な誤解がいかないようにだな……」

　俺の質問に対する答えになぜかご立腹の涼花が、さっきからこうして詰つめ寄ってくる。

「わ、私は別に誤解なんてされても平気ですし、むしろこれで既き成せい事じ実じつ化されればいろいろとやりやすくもなりますし……」

「何を既成事実にするんだよ……」

「ななななんでもありません！　と、とにかく私のことなんて心配する必要はなかったんです！　それなのによりにもよってこ、恋人募集なんて……！」

「い、いや、ああいう場面なら冗談だってわかるだろ」

「そ、そんなの冗談になりません！」

「……なんでだよ。みんなだって笑ってたじゃないか。その後の質問だって、明らかに俺をからかってるものだったし」

　自分で言うのもなんだが、あの構図は完全にお嬢さま達のおもちゃだった。

「……いえ、中にはお兄ちゃんの言葉を本気で受け止めた子もいるかもしれません」

「あのなぁ、あんなお嬢さま達に好かれる要素が俺にあるわけないだろ？」

「それは……、そうかもしれませんが」

　ここで否定してくれないところが、俺への評価の低さを物語ってるよな……。

「大体、お前の人気がすごすぎて、俺はラノベ作家永遠とわ野の誓ちかいの前に永なが見み涼花の兄って扱あつかいだったじゃないか。俺が注目されてたとしても、それはお前の人気の延長だよ」

「否定はしません。……ですが、そんな状じよう況きようでお兄ちゃん個人に興味がある子がいたとしたら、逆にそれは強敵だということになります……」

「いや、敵ってなんの敵なんですかね……」

　……涼花は時々こうやってよくわからないことを言うよな。

「それよりも、無事に講演会が終わったことをひとまず祝おうぜ。お前まで壇だん上じように上がって一時はどうなることかと思ったけど」

　それでもなんとか乗り切った。これで篠しの崎ざきさんとの約束も無事果たせたし。

「ご苦労だったな永遠野先生。講演会は大成功と言ってよかろう」

　とその時、その篠崎さんも舞台裏へとやって来た。

「あ、篠崎さんもお疲つかれさまでした」

「なに、私は単なる付き添そいだ。疲れようはずもない。それどころか先生と妹さんのおかげで随ずい分ぶんと楽しませてもらった」

　篠崎さんはそう言って涼花の方を向くと、

「妹さんも、急きょ参加していただいてお礼の言葉もない。これほど大規模なイベントになってかつ盛り上がったのは、間ま違ちがいなくあなたがいてくれたからだな」

「いえ、私は別に……」

「改めて言うが、先生の妹さんがここまでの美少女だったとはな……。妹がいるとは聞いていたが、今日は実際に会えて本当によかった。まさかここが妹さんの通う学校だったとは、実にラッキーだった」

　……実は、篠崎さんに涼花を合わせるべきかは最後まで躊ちゆう躇ちよした。涼花が真の永遠野誓だとバレることはないと思ったが、あえて危険な橋を渡わたる必要もないからだ。

　ただ、講演会の場所が白はく桜おう女学院である以上、無理に隠かくし通すのは逆に変に思われるしそもそも不可能だと判断した。

「私も、お兄ちゃんがいつもお世話になっている編集の方に会えてよかったです」

「噂うわさは聞いた。成績も人気も抜ばつ群ぐんで生徒会長まで務めているとか。美少女なだけではなく優ゆう秀しゆうとは、さすが永遠野先生が手を出してしまうだけはある」

「……何度も言ってますけど、手を出してませんからね」

「…………出してもいいのに」

「ん？」

「……ふむ。しかしどうも、奇き妙みような感じがするな。妹さんとはなぜか初めて会ったような気がしないのだ。話をしているとどうも……、この既き視し感かんはなんだろうか？」

　篠崎さんの言葉に、背筋にヒヤッとしたものが走る。

「……ああ、そうか。なにかに似ていると思ったら、メールでの文体と妹さんの雰ふん囲い気きがそっくりなんだな」

　軽く言う篠崎さんだったが、俺はそれを聞いて心臓が止まりそうになった。

　電話対応は俺が担当しているが、メールでは涼花が直接やり取りしているため、その指し摘てきはドンピシャの正解だったからだ。

「……兄妹きようだいですから、そういうところは似ているのかもしれませんね」

「なるほどな。実は妹さんが永遠野誓だったりするんじゃないかとも思ったが」

「そそそそんなことあああああるわけないでしょ!?」

「……なにを慌てているんだ先生？　冗談に決まっているだろう」

　涼花は俺の狼ろう狽ばいぶりを見て「……動どう揺ようしないでください！」と目で訴うつたえてくるが、あんなピンポイントなことを言われたら仕方ないだろ!?

「まあ本当に妹さんが永遠野誓だったりしたら面おも白しろいんだがな」

「それはないですね。あんなに妹に執しゆう着ちやくした作品を書けるのはお兄ちゃんくらいです」

「さすがに妹さんは兄のことをよくわかっているのだな」

　涼花は普ふ通つうに会話してるけど、どんだけ肝きもが据すわってんだよお前は……！

「と、ところで篠崎さん。講演会も終わったし、後は自由行動ですよね？」

「確かにもうやることはない。とはいえ、たまには面と向かい合っての打ち合わせでもと思っていたのだが、何か用事でもあるのか？」

「ええまあ……、実はこの後、妹と一緒に文化祭を回って取材をしたいんですよ。だから今回は、打ち合わせの方は遠えん慮りよさせてほしいんですが」

「なんだ、文化祭の取材か。確かに学園物のラノベにおいては必ひつ須すともいえるイベントだから大いに推すい奨しようされるべきことだが……。次巻にそういうシーンがあるのか？」

「あ、いえ、これは本編のじゃなくて同人誌用の取材です」

「む、そう言えば同人誌を出すのだったな……。まあ許可した以上は何も言わんが、こういう美味おいしいイベントは本編でも是ぜ非ひやってほしい」

　篠崎さんはそう言いながら、ふとあることに気がついた様子で、

「……その取材、妹さんと一緒にやるのか？」

「え、ええ、そうですけど」

「もしかして、普ふ段だんから妹さんとそういった取材活動をしてるんじゃないだろうな」

　その指摘と篠崎さんの鋭するどい視線に、俺はギクリと固まる。

　……な、なんだ？　もしかして、いちいち妹と一緒に取材することが怪あやしまれてるんじゃないだろうな？　実際は涼花の取材なんだからそうしないといけないんだけど、まさかそこから真の作者が涼花だなんてバレたりしないよな？

「やはりそうか！　なんだ作品のクオリティを上げるため、やっぱり妹に手を出しているんだな！　君は否定していたが、やるべきことはしっかりやってるんじゃないか！」

「は、はぁ!?　いきなりなにを！」

「皆みなまで言わなくてもいい！　うむ！　そういうことなら打ち合わせなんかより、大いに取材活動にいそしんでくれ！　そしてより良いラノベを書くために、これからも積極的に妹さんと間違いを犯おかしてほしい！」

「いや、なにトンデモナイことを口走ってんですかあんたは!?」

「それから妹さんも、天才ラノベ作家の兄を支えるために、その欲よく望ぼうを是非真正面から受け止めてあげてほしい！　君にしかできないことだ！」

「真顔で頭のおかしいことを妹に吹ふき込まないでくれますかねぇ!?」

　俺の心の叫さけびも虚むなしく、篠崎さんは涼花とガッチリ握あく手しゆをすると「では後の雑事は任せて二人で楽しんできてくれ！」と舞台裏から出て行ってしまった。

「……篠崎さんってああいう人だったんですね」

「……見ての通り、何と言うか……、思考回路の可哀かわい想そうな人だから、あの人のことは一刻も早く記き憶おくから消してくれ……。マジでな……」

「そうですか？　私は思ってたよりもいい人でよかったと思いますけど。……お、お兄ちゃんの欲望を受け止められるのが妹だけとか、さすがはプロの編集者ですね。ちゃんとした見識があります。胸が大きいのだけは良くないですが……」

「……すごいな。最初から最後まで、一言一句お前が何言ってるか理解できないのって初めてかもしれないぞ……」

　俺がゲンナリと肩かたを落としていると、クイクイと袖そでを引っ張られる感かん触しよくがした。

「そ、それよりもお兄ちゃん、今日の課題はこれからですよ。篠崎さんにもああ言ったんですから、張り切って取材をしましょう」

「……ああ、わかってる」

　そう、もう既すでにいろいろと疲れてしまったが、本番はここからだった。

　涼花と一緒に文化祭を回るわけだが、もちろん遊びに来たわけじゃない。

　あくまでも神かん坂ざか姉し妹まいに勝つ同人誌を作るため、その取材に来たのだ。

　涼花の引退がかかってるからには、いつも以上に真しん剣けんな気持ちで挑いどまないといけない。

　……と、あえて自分を奮い立たせるようなことを考えているのは、本当にこれでいいのだろうか？　という根こん拠きよのない不安が残ってるからだと思う。

　相手は大人気の同人サークルで、その実力は自分の目でも確かめた通りだ。

　一方こちらは、イラストこそ人気もあり実力も確かなＷダブルピース先生が担当するのだが、シナリオ担当の涼花は同人業界どころかオタク業界にさえ疎うとい。

　もちろんラノベは大人気だし、涼花は天才作家だ。けれど勝負の場は同人誌即そく売ばい会かいという未知の領域。今まで通りのやり方が通じるという保証はどこにもない。

　涼花は『妹の学校で兄とイチャイチャする』シナリオでいくと言った。

　その時の涼花はやる気に満ち溢あふれていたし、大だい丈じよう夫ぶだと力強く宣言もしてくれたので、俺もその涼花を信じることにしたんだ。

　しかし、やっぱりそれに決めてよかったのかという思いは残る。もっと『勝てる』シナリオや『売れる』物語があるんじゃないか──そんな疑念が日に日に強くなっていく。

　そのくせ代だい替たい案あんが思い浮うかばないのは、やっぱりそれが根拠のない不安だからだ。

　……で、そういう悶もん々もんとした思考の末に俺が出した結論は、決めてしまった以上この方向性でベストを尽つくすしかないという当たり前のものだった。

　運命の即売会──勝負の日まで、既に二週間を切っている。

　この文化祭が終われば、シナリオの締しめ切りはすぐだ。後はそれをＷピース先生がコミカライズするという一連の流れは決まっている。後あと戻もどりはできない。

　となれば、なんとしてでも今回の取材を成功させる以外なかった。

　そして俺にできることと言ったら、全力で涼花の取材に協力するしかないってわけだ。

「……お兄ちゃん？　どうしたんですか、ボーッとして」

「いや、ごめん。ちょっと考え事をな……」

「お兄ちゃんはもうちょっとしっかりしてください。せっかく大事なデー……いえ！　取材だっていうのに！」

「わ、悪かった。もう大丈夫だから、じゃあ早さつ速そく行こうぜ」

　俺はそう言って舞ぶ台たい裏うらから出ようとしたが、涼花が「待ってください」と呼び止めて、

「そ、その前に今回の取材のコンセプトを知って欲しいと思います」

「そう言えば講演会の対策ばっかで、そっちについては教えてもらってなかったな」

　涼花は張り切ってプランを練るんだって言ってたけど、結局「当日まで秘密です」って言ってはぐらかされたままだったことを思い出す。

「そ、それは理由があったからです。……と言うのも、今回の取材のコンセプトは『アドリブデート』だからです……！」

「アドリブ……デート？」

　俺が訊きき返すと、涼花は顔を真っ赤にして拗すねたように視線を逸そらしながら、

「舞台は妹の学校の文化祭ですが、シチュエーションとしてはそれだけじゃありません。『既に恋こい人びと関係になった兄妹が文化祭デートをする』というのが今回のシナリオです。恋人になって初めてのデートということで、お互たがい初うい々ういしさが大事になってきますから」

「……つまり、その初々しさってのも取材するために、あえて事前にプランを練ることはしなかったと？」

「そ、そういうことです。だからお兄ちゃんは、とにかく恋人になった妹とイチャイチャすることだけを考えて振ふる舞まってくれればいいんです。……わ、私も同じようにしますから。もちろん演技として!!」

　……な、なるほど、確かに涼花の言うシナリオだったらそういう取材が必要になるだろうが、それにしても妹と恋人関係とかなぁ……。しかも妹の通う女子校で……。

「こ、これも同人誌対決に勝つためです！　……そ、それにこういうのは思いきって役になりきるのが重要だと思います」

「役って、妹と恋人になれた兄貴の役をアドリブでやるんだよな？」

「も、もちろん私も、やっと恋人になれたお兄ちゃんとの文化祭デートが楽しみすぎて昨日の晩はベッドの中でしたいことやされたいことが溢れて眠ねむれなかったから開き直って思いっきり妄もう想そうしてたら本当に一いつ睡すいもできなかった──という妹を演じます！」

「なんか設定がものすごく具体的だな!?」

「そ、それだけの覚かく悟ごで取材に挑むということです！　もちろん私自身が楽しみにしてたとかそういうことはありませんから、かかか勘かん違ちがいはしないでくださいね!?」

　当然そんな勘違いができるわけもないが、気合だけは嫌いやというほど伝わってくる。

　俺はもちろん躊ちゆう躇ちよするのだが、涼花も神坂姉妹に勝つためにこの取材に本気で取り組んでいるんだ。となると、立ち止まってはいられない。今回ばかりはどんな無茶なことでもやってやる覚悟だ。……涼花の引退だけは、何があっても絶対にさせられないから。

「……いや、わかった。俺もそのコンセプトの兄を演じてみせる」

「お、お兄ちゃん……っ」

「だから涼花、お前はこの取材を通じて最高のシナリオを書いてくれよな」

「は、はい！　もちろんです！　これならきっと勝てるに違いありません！」

　当の涼花がそう思ってくれているなら、この辛つらい試練に挑む意義があるってもんだ。

「で、では早速行きましょう！　……ああ、お兄ちゃんと本当に文化祭デートできるようになるなんて……！」

　俺の手を摑つかんで引っ張りながら、早くも演技を始める涼花。

　毎回思うけど、こいつの演技力は本当にすごい。まるで本当にそう思ってるんじゃないかって俺でさえ錯さつ覚かくするくらいなんだから。

「ほらお兄ちゃん、時間がもったいないですよ！」

「あ、ああ。……じゃあ行こうか、文化祭デートに、さ」

　俺も涼花に合わせてそう口にする。

　すると涼花は潤うるんだ瞳ひとみで俺を見上げながら、囁ささやくようにこう言った。




「お兄ちゃん、今日はいっぱいイチャイチャしてくださいね……」




　俺は断じて妹萌もえじゃない。リアル妹がいるのに妹が好きとか、絶対に神に誓ちかってもそんなことはあり得ないとここに宣言しておく。

　……けど、だけどな。

　今この瞬しゆん間かんの、心の底からうれしそうな笑え顔がおの涼花だけは、本当に、最高に、これ以上ないくらい────……可愛かわいかったんだよ……っ！




　　　　▼




「あれ、涼花さま？」「永見会長が男の人と……！」「あの殿との方がたはどなたですの!?」「あの方は涼花さまのお兄さまですわ！」「講演会に来られたそうです」「あれが永見さまのお兄さま……」「講演会の時もそうでしたけど、やっぱり仲が良いんですね！」

　……耳に届くそんな黄色い声が痛い。

　そして同時に寄せられる好こう奇きの視線も、ものすごく痛い。

　講演会の時もそれは同じだったけど、その時と今とではいろいろと状じよう況きようが違うんだ。

　まず俺は今壇だん上じようにいない。他ほかの女子生徒と同じように中庭を歩いているから、必然的に距きよ離りが近くなる。そしてなにより、

「えへへ……」

　幸せそうな笑みを浮かべながら俺の腕うでにギュッとしがみついてる涼花の存在だ……！

　わかってる！　わかってるんだ！　これが演技だってわかってるんだよ！

　でもやっぱりどうしてもドギマギしちまうんだよ！

　妹が恋人でしかもデレデレなんだからこうなっちまうのは無理ないことなんだよ！

「それでお兄ちゃん、これからどういうデートをしてくれるんですか？」

　涼花の爆ばく弾だん発言に、遠巻きに見ていた女子達が『きゃああああああああああ！』と大だい歓かん声せいを上げる。しかし涼花は気にした様子もなく──いやむしろさらに見せつけるかのようにくっついてくるのだ。

「そ、そうだな。せっかくの文化祭だし、とりあえず見て回るか」

　俺も負けじとそう返すのだが、涼花と比べるとどうしてもぎこちなくなる。

　だが勘かん弁べんしてくれ。むしろ最初から完かん璧ぺきな演技ができてるお前がすごすぎるんだよ！

「え、えーと、どんな出し物があるんだろうな」

　俺は恥はずかしさとか周りの喧けん騒そうとかを気にしないようにしながら、なにか取材のネタになるようなイベントを探そうと周りを確かく認にんしてみる。

「……ん、なんだ？　向こうで大勢集まってシートの上に座ってるけど」

「ああ、あれは茶道部主しゆ催さいのお茶会ですね。今日は部に所属していない人達もおもてなしするため、野外で活動するのだと言っていました」

　な、なるほど、茶道か……。確かによく見ると着物を着た子もいる。なんかよくわからないけど優ゆう雅がな動作でお茶を入れて、会に集まった生徒達に振る舞っていた。

　あれは……ダメだな。ちょっと格調が高すぎて、とてもイチャイチャするために参加できるような雰ふん囲い気きじゃない。他の出し物は──

「向こうで短冊を持ってる人達は何してんだ？」

「あれは句会の催もよおしです。散歩しながら即そつ興きようの和歌を作っているそうです」

「あっちの木の周りにいるのは……？」

「生物研究会のみなさんですね。確か今日のテーマは『光合成と葉緑体』だそうで、実際に外に出て研究発表をするとか」

「……じゃ、じゃあ向こうで機械の前でなんか演説してるのは……」

「科学技術部です。現在の太陽光発電の状況とこれからの課題を、実際にソーラーパネルを使って解説しているんです」

「………………うん、薄うす々うす勘かん付いてたけど、今いま更さら確信したよ……」

　これは俺の想定してた文化祭とは全然違う！　いや、これはこれで『文化祭』としては限りなく正しい姿なんだろうけど、あまりにも正しすぎて気き後おくれしかしねえ！

　出店とかがあって、大味な焼きそばとか謎なぞの自作グッズなんかが売られてるような、いわゆる『お祭り』って感じが全然ないんだ！

「な、なあ涼花、もっとこう、フランクなイベントとかはやってないのか？」

「……いまいち意味がよくわかりませんけど、校舎の中ではもっといろんな団体が催し物をしていますよ？」

「……たとえば？」

「伝統文化研究会による日本舞ぶ踊ようの披ひ露ろうや、演劇部による演劇・歌劇など。美術部の作品展示や、白桜楽団によるクラシック演奏会もあります。他には科学系の部活の研究発表や実験の様子などが見られますが」

「うん、大体予想してたけどやっぱそんなだよな！」

　ハイソなお嬢じよう様学校は、文化祭の内容までハイソだった。

「ど、どうしたんですかお兄ちゃん。そんなことより早くイチャイチャできるようなことをしてくれないと困ります。……も、もちろん取材のためにですが」

「いや、わかってるんだよ……。でもな、そうするにはちょっと敷しき居いの高いイベントばかりというか……。もっとこう、ラフな感じの出し物とかはないのか？」

「では、第二体育館に行きましょうか？」

　第二体育館……？　なんだそれ？　と俺が訊き返すと、

「個人や小さな団体がそれぞれで催しをしているんです。その分本格的ではないので、あそこなら気楽なものが多いと思います」

　……な、なんだよ、そういうのがあるならもっと早く言ってくれたらよかったのに。

　俺は涼花に言って、その第二体育館とやらへ連れて行ってもらう。

　その間も涼花は俺の腕に抱だき付いたままで、通りすがりの女子生徒達に騒さわがれたり後をついて来られたりしたが、この辺はもう完全に無視しないとやってられない。

「おお……、これだよ。こういう雰囲気だよ」

　で、第二体育館にやって来た俺は、中に入って思わずそう呟つぶやいた。

　女子生徒達が机を前にして、それぞれ小さな店のようなものを開いている。

　手作りっぽいぬいぐるみを置いている子や、小さな観葉植物を並べている子。食べ物を売っている店まであって（もっとも小さなお菓か子しとかの類たぐいだが）、ちょっと即そく売ばい会かいっぽい感じではあるけど、俺の中の文化祭像にようやくマッチしたものだった。

「でも、白桜みたいなお嬢さま学校でもこういうのするんだな」

「お兄ちゃんは何を勘違いしているか知らないですけど、お嬢さまといっても大半は普ふ通つうの子ですよ？　そもそも私だって別にお嬢さまじゃないです」

　お前はお前で、その辺のお嬢さまよりよっぽどお嬢さまっぽいけどな……。

「ま、まあいい。とりあえずここならいろいろできそうだな」

「……そ、それで、どうするんですか？」

　期待のこもった涼花の視線。演技＋取材のためだとはわかっているが、だんだん本当にデートしてるみたいな気になってくるから危ない……。

　それはともかく、涼花の言う通りこれからどうするかが問題だ。

　今回は『恋こい人びとになった妹とイチャイチャする』シーンの取材を、文化祭という状況も生かしつつやっていく必要があるからな。

　……お菓子を買って涼花と食べさせっことかでもイチャイチャにはなるだろうが、それだとそもそも別に文化祭じゃなくてもいいって話だし──

「……ん？　あれは……」

　俺が文化祭っぽい感じを念頭に辺りを見回していると、ふとある看板が目に入った。

　恋こい占うらないショー。

　それを見た瞬間、俺は「これだ！」と確信した。これなら文化祭らしくて、しかも妹とイチャイチャするイベントにできるはず！

「涼花、あれをしてみようぜ」

「あれって……、こ、恋占い!?　わ、私とお兄ちゃんが……！」

　顔を真っ赤に染めた涼花の手を引きながら、俺はその場所へと足を運ぶ。

「……あら、こんなところに男女のカップルとは珍めずらしいですね」

　するとそこには、制服の上に黒いマントを羽織り、魔ま法ほう使つかいっぽい黒い帽ぼう子しをかぶった女子生徒がいた。見た目と落ち着いた雰囲気からして高等部の生徒のようだ。

「それに、あなたは中等部の永見さんかしら……？　ということは、あなたが噂うわさのお兄さんということですね。ふふ、これは楽しくなりそう……」

「あの、看板にある通り恋占いをしてほしいんですけど」

「もちろんです。……ただ、うちは恋占い『ショー』なので、普通の恋占いとは一味違ちがいますけれど」

「あ、そう言えばそのショーってどういう意味ですか？」

「まずギャラリーに見てもらうということです。なのでこういうオープンな場所でやっているんです。……でも、あなた達にはもう十分なギャラリーがいるみたいね」

　まあここまで引き連れてきたようなもんだからな……。

　しかし、なるほどショーってそういうことか。普ふ段だんならごめんだが、取材のことを考えるとむしろそっちの方がいいと思えるから問題はない。

「そしてもう一つ、ただ相あい性しようを見るだけの占いではありません。まずお互たがいがお互いをどう想おもっているかを占って、それを明らかにするのです」

「わ、私のお兄ちゃんへの想いを明らかに……っ!?」

　涼花は赤い顔のままガチガチに緊きん張ちよう（した演技を）しているが、俺は基本的に占いとかは信じてないのでどうでもよかった。いやむしろ、その結果を出汁だしにイチャイチャイベントを引き出せるかもしれないと思うと大だい歓かん迎げいだ。

「じゃあ、それでお願いします」

「お、お兄ちゃんの私への気持ちがわかるなんて……！」

「ふふ……、では早さつ速そく始めましょうか」

　そう言って占い師しの女子生徒は、タロットカードを取り出して慣れた手つきでシャッフルし始めた。ギャラリーの期待の声も聞こえてきて、場は盛り上がっていく。

「それでは、好きなカードをそれぞれ一枚引いてください」

　その言葉通り、俺と涼花は一枚ずつカードを引く。

　涼花は手を震ふるわせていて、俺もなんだか緊張してきた。結果はともかく、ここで上手うまくイチャイチャできるような流れに持って行かないといけないからな。

「さて、それではまず永見さんの想いから見てみましょう」

　そう言って占い師の女子生徒は、涼花の選んだカードをオープンする。

「まあ。……ふふ、あのいつもクールな永見さんがこんな想いを秘ひめていたなんて」

「ど、どどどどういうことにゃんです!?」

「あなたの引いたカードは『世界THE WORLD』。完全な形、最終形を表すカード。……つまり、あなたのお兄さんへの想いはもう完成していて揺ゆるぎのないものだということね」

　その答えが出た瞬しゆん間かん、ギャラリーから大歓声が巻き起こる。

「わ、わわわ私の想いが……、そんにゃ……、はううううぅ……っ！」

「ふふ、羨うらやましいわ。もしかしたらあなたの想いは、このカードでさえ表しきれないくらい大きなものなのかもしれないですね」

　それを聞いた涼花が、恐おそる恐ると言った感じで俺を見る。……が、目が合った瞬間ボフンッと爆ばく発はつすると、素す早ばやく視線を逸そらしてそっぽを向いてしまった。

　……え、演技だとわかっていても、その仕草はかなりクるぞ。

　占いの結果だって単なる偶ぐう然ぜんに決まってるが、今のキャラクター設定にピッタリ沿ったものだったので、なんか変な気分になってきた……！

「それでは次は、お兄さんの方を見てみましょうか」

　その言葉に、俺はゴクリと喉のどを鳴らす。結果はなんであれ妹とのイチャイチャって方向で演技しないといけない。アドリブ力が試されてるぞ……！

「おや？　……これはなかなか意味深な結果が出ましたね」

「な、なにが出たんですか？」

「お兄さんが引いたカードは『月』THE MOONです。これは幻まぼろしや迷い、ジレンマといった心の揺らぎを表すカード。……あなたは永見さんに対する想いに迷っている。もしくはあえて見ないようにしているのかもしれません」

「お、お兄ちゃん……？」

　その宣告に、涼花はさっきまでの照れた様子から一転して不安そうに俺を見る。

　ギャラリーもざわつき始め、不ふ穏おんな空気が流れ始めた。

　……く、結果はもちろん当たってないけど、それはわかっていたことだからどうでもいいんだ。問題は、ここからどうやって望んだ方向に持って行くか。

　……ああもう！　厄やつ介かいな結果になっちまったな！　どうすりゃいいんだ!?

　いや、落ち着け俺……。今の俺は、妹と恋人関係になった兄の役。

　そんなキャラなら、この結果にどう反応する？　どうするのが最も自然だ……？

「あ、あの、じゃあどうすればその迷いは晴れるんですか？」

「お兄ちゃん、何を……？」

「……そうですね。心が揺らいでいるなら、思い切って行動に移った方がいいのかもしれません。お兄さんが永見さんを想っているというのなら、それを見える形にすれば、心の迷いも晴れる可能性があります」

「行動……と言いますと？」

「たとえば、キスをしてみるとか」

「は？」

　神しん妙みような雰ふん囲い気きだったのにいきなりトンデモな言葉が飛び出して、俺は呆あつ気けにとられる。

　だがそんな俺とは裏腹に、ギャラリーは『キス』という単語が出た途と端たん、瞬間的に沸ふつ騰とうして大おお騒さわぎになった。

「お、おおおお兄ちゃんと、き、ききき、ききききききききき……っ!!」

　……お、おい、涼花も演技か本気かわからないレベルでバグり始めてるし、このカオスな状じよう況きようをどうすれば──

　……と、その時ハッと気がついた。そ、そうだ。俺としては非常にマズイ展開だが、演技している兄キャラとしてはベストな流れなのでは……？

　想像してみる。もし恋人になったあの二人がこういう状況になったら、どうするだろうかと。同人誌の読者として、どういう展開になってほしいかと。

「……涼花」

「おおおおおお兄ひゃん!?」

　俺は覚かく悟ごを決めて涼花の方を向く。

　涼花はろれつが回らないほどうろたえていたが、俺の視線に気づくと一いつ瞬しゆんビクッとした後、覚悟を決めたようにそっと目を閉じた。

　……って、ダメだろ！　確かにこの流れではその反応が正しいかもしれないけど、さすがに取材だからって本当にキスなんぞできるか！

　しかもなんでギャラリーのみなさまは急にシーンと静まり返ってるんですかね!?

「…………」

　く、くそ……っ！　確かに同人誌だとここでキスシーンに移行するべきだが、さすがにそれはしちゃいけない。かと言ってキスのフリだけで済ませられる雰囲気でもない。

　ああチクショウ！　こうなったらもうこうするしかねえよ！

　俺は涼花の手を取ると、その甲こうを上向きにして、

「……安心しろ涼花。俺達はこれからもずっと一いつ緒しよだから……」

　我ながら意味不明な台詞せりふを即そつ興きようで口にしながら、そっと口づけをした。

『きゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!』

　瞬間、爆発するような歓かん声せいが体育館に木霊こだまする。

「す、素敵！　素敵！」「お兄さまカッコイイ……！」「涼花さまも真っ赤になっていますわ！」「お幸せに涼花さま！」「おめでとう涼花さま！」「いいないいないいな!!」

　ギャラリーが好き勝手なことを言ってくれているが、俺はもうそれどころじゃない。

　……いやマジで俺はなにをやってんですかね!?　もちろん取材のための演技だってわかってるけど、それにしたってこんな……！　ああもう何なんだよ！

　俺がそんなグチャグチャな思考をしていると、

「お、お兄ちゃん……。えへ、えへへへへへえへへへへへへへ……」

　涼花が目を回しながら俺の胸に倒たおれ込んできて、再び歓声が上がる。

　違うから！　端はたから見たら感極きわまった涼花が抱だき付いてきたように見えるかもしれないけど、これはただ単にオーバーヒートしてるだけだから！

「ふふ……、では最後に、あなた達の相性を占うカードを引きましょう」

　テンパってる俺達や盛り上がってる周りなどどこ吹ふく風で、占い師の女子生徒はカードを一枚引くとそれをめくった。……マイペースだな……！

「あなた達の相性を示すカードは『恋人達THE LOVERS』。結果は……言うまでもないでしょう？」

　悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべそう告げられ、占いなんて信じてない俺もかああぁと顔が熱くなる。相変わらず周囲は盛り上がってるし、涼花はバグったままだし……！

「ど、どうもありがとうございました。……えっと、お代は」

　とりあえずこの場を離はなれようと俺がそう言うと、

「お金は結構です。あなた達のおかげで、素晴らしい宣伝になりましたから。ふふ……」

　占い師の女子生徒は謎なぞの言葉を返した。

　俺がまだふにゃふにゃ状態の涼花を抱きかかえてその場を後にすると、周りにいた女子達が我先にと恋こい占うらないショーに殺さつ到とうする。

　……な、なるほど、こういう意味だったのか。

「お兄ちゃんが、お兄ちゃんがお姫ひめ様キス……。えへへへへへ……」

「……おーい涼花、そろそろ元に戻もどってくれよ……」

　俺は相変わらずの涼花に声をかけ、軽く身体からだを揺さぶってみる。

「えへ、えへへ…………、はっ!?　お、お兄ちゃん!?」

　やがて涼花は我に返ると、俺に抱きかかえられていることに気がついたのか、バッと勢いよく飛び退のいた。顔はやっぱりまだ赤いままだ。

「お、おおおお兄ちゃんは、い、いきなりなんてことをするんですか……！」

「……いや、取材なんだから仕方ないだろ？　恥はずかしいのはお互い様だし……。ってかお前も目をつぶったりして、演技だってわかってたはずだろ？」

「そ、それはそうですけど！　で、でもやっぱりあんな……、えへ、えへへ……」

　まだ調子が戻らない様子の涼花にため息を吐つきつつ、俺は声を潜ひそめて、

「……で、取材としてはどうだったんだ？　俺としては結構がんばったつもりなんだが。文化祭のイベントを利用しつつ、その、イチャイチャする的なアレで……」

「……そ、そうですね。た、確かに今のはなかなかよかったと思います。き、キスが本当だったらもっとよかったですけど……」

「……いや、こういう時まで演技を続けなくていいから。それにさすがに取材とはいえそんなことできないんで、あとは想像でなんとかしてくれよ……」

　俺がそう言うと、涼花は「し、仕方ないですね」と返しながら、

「……そ、それで次はどんなイチャイチャをするんですか？」

　と、トンデモナイことを言いだした。

「い!?　も、もしかしてまだやるのか!?」

「あ、当たり前じゃないですか。こんな最高のチャンスをこれくらいで終わらせるわけにはいきません！　……も、もちろん取材という意味でですよ!?」

　い、いや、あんなことをまだ続けろってのか……？

　さっきのあれだけでも、もう精神的にかなりキツいんだが……。

「こ、これもあの二人に勝つ同人誌を作るためですよ？」

　……ぐ、だがそう言われると嫌いやだとは言えない。

　それに、さっきのシチュエーションをちゃんと整理して祐ゆう花かと涼りようで再現してみると、想像だけでニヤニヤできてしまうのも事実だしな……！

「し、仕方ない……。取材が進んでるのはいいことだ……。けどな、さすがにちょっとクールダウンさせてくれないか？　その、いろいろ落ち着かないというか……」

　さっきの出来事がまだ尾おを引いていて、胸の動どう悸きが収まらない。

「そ、そうですね……。一度落ち着くというのはいい考えだと思います」

　それは涼花も同じだったらしく、赤い顔で胸を押さえて深呼吸なんかしている。

「よ、よし、そうと決まればどっか静かな場所で一息つこうぜ」

「あ、そういうことならちょうどいいところがあります。そこでお茶でも飲んで休きゆう憩けいしましょう。ゆ、ゆっくりした時間を過ごすというのも、デートでは必要なことですし」

　そう言って涼花は俺の手を握にぎると、第二体育館から出て行く。

「そのちょうどいい場所ってのは、どんなとこなんだ？」

　俺がそう訊たずねると、涼花はクスッと笑って、

「それは──……」




「いらっしゃいませ、お嬢じようさま方」

　そう言って出で迎むかえてくれたメイドさんに、俺は呆気にとられる。

　しかもそれは、ただのメイドさんじゃなく『本格的な』メイドさんだった。

　いわゆるオタク向けにカスタマイズされたミニスカニーソ姿ではなく、黒を基調にした簡素なロングスカートにエプロン姿という正統派な格好だ。

「……な、なんでこんなところにメイド喫きつ茶さが」

　俺は通された席に涼花と向かい合って座りながら呟つぶやく。

　落ち着いた雰囲気の店内で、本物のメイドさん達が洗練された仕草で給仕をしている様子を、俺はポカンと口を開けたまま眺ながめているしかなかった。

「ここの皆みなさんは、全員お付のメイドさん達なんです。毎年生徒達と一緒に文化祭に参加して、休憩所代わりにこうやって喫きつ茶さ店てんを開くのが白桜の慣例なんですよ」

「つまり、正しよう真しん正しよう銘めい本物のメイド喫茶ってわけか……」

　そんな超ちようレアな空間が、まさか涼花の学校内にあったとはな……。

「……お兄ちゃん、なにをそんなにジロジロ見ているんですか？　やっぱりお兄ちゃんはメイドさんが好きなんですね、そうなんですね……」

　ジト目で睨にらみながらそんなことを呟く涼花に、俺はギクリとする。

「い、いやそういうわけじゃなくて、いろんな意味で珍めずらしい光景だからちょっと目を奪うばわれていたというか……」

「じゃあメイドさんは好きじゃないんですか？」

　……だから、そういう切り返しはズルいと思うんですけど！

「……まったく、これだからお兄ちゃんは……」

　涼花が不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを尖とがらせていると、ちょうどいいタイミングで注文していたコーヒーが来て、ホッと一息吐つく。

「……お、お兄ちゃんは私とデート中なんですから、メイドさんに目を奪われないでください。そういうのは恋こい人びととしては傷つきます」

「あ、いやそういうつもりじゃなくて──……ってかその演技ってここでもやるのか？」

「と、当然じゃないですか。今日は一日中取材モードです。それに、こうやって二人で落ち着いてお茶するのも立派なデートなんですからね？」

　……確かに、二人で喫茶店ってのはデートの定番だけど。

「お兄ちゃんと二人で文化祭デートするのは、ずっと前からの夢だったんです。だから一分一秒でも無む駄だにしたくありません。わ、私だけを見ていてください」

　頰ほおを染めて照れながらもハッキリとそう言う涼花に、俺の心臓がドキッと跳はねる。

　もちろんそれは演技なんだってわかってるけど、あの涼花の口からそういう台詞が出てきたというだけで、俺の緊きん張ちようはすぐに高まってしまうんだ。

　……とはいえ、取材なんだから俺も合わせていかないといけない。

「そ、そうだな。やっと恋人同士になれたんだもんな、俺達」

「……そうですよ。お兄ちゃんは鈍どん感かんで、ずっと私の気持ちに気づいてくれなかったんですから。今までの分を取り返すんです」

「悪かったよ……。でも、これからはずっと一緒なんだから、焦あせる必要はないだろ？　こうやって落ち着いた時間を過ごすのだって大切なんじゃないか？」

「わ、私のお兄ちゃんへの想おもいはいつだって溢あふれそうなくらいなんですから、落ち着いてなんていられないんです。……でも、確かに少し焦っていたかもしれません」

　そこで涼花は静かにカップを口に持って行く。

　俺も同じようにコーヒーを飲んで、どこか心地ここちいい沈ちん黙もくが辺りを包んだ。

　……な、なんかこの雰ふん囲い気きの中にいると、本当に恋人同士になったような錯さつ覚かくに陥おちいりそうになるな……。取材としてはいいことなんだろうけど、どうも変な気分だ。

「と、ところで涼花」

「な、なんですかお兄ちゃん」

「お前は、俺のことをいつ好きになってくれたんだ？」

　だから俺は、気がついたらこんな質問を投げかけていた。

「そ、それは……」

　涼花はさらに顔を赤くして俯うつむく。だけどすぐに顔を上げると、

「そ、そんなの覚えてません。ずっと好きだったんです。何年も前から……、物心がついた時からそうでした……。だからきっと、生まれた時からお兄ちゃんのことが好きだったんだと思います」

　その真まっ直すぐな答えに、俺はカッと顔が熱くなるのを感じた。

　……す、涼花のやつ、演技とはいえなんつーストレートな……！

「……お兄ちゃんはどうなんですか？」

「へ？　お、俺が何？」

「お兄ちゃんは、いつ私のことを好きになってくれたんですか？」

　俺はその質問に面めん食くらう。もちろんキャラになりきって答えるべきなんだが、そうしようと思ってもどう答えていいのかわからなかった。

　ど、どうしよう？　涼ならこういう時なんて答える？　ってか、取材的にはどう答えるのがベストなんだ？　……ああ、くそっ！　わからねえ……！

「そ、それは……」

「それは？」

　涼花が何かを期待するような目で、俺をジッと見つめている。

　その視線に耐たえられなくなり、俺はもうその時頭に思い浮かんだことを何も考えずにそのまま口にするしかなかった。

「……わ、わからない。ただ、自然と好きになってたんだと思う。俺がお前から告白された時、自分もそうなんだって気づいたから、きっとそれまでに無意識の間に想いが積み重なってたんだと思うよ」

　……って、自分の口から出てきた言葉なはずなのに、完全に意味不明だな俺。

「……そ、そうですか」

　だが涼花は文句を言うでもなく、俺の答えにかああぁと顔を赤らめると、モジモジしながら俯いてしまう。

「あ、あの、お兄ちゃん」

「な、なんだ？」

「ちょ、ちょっと一いつ端たん取材を中断してもいいですか？」

　と、涼花の意外な言葉に、俺は「え？」と訊きき返す。

「な、なにか俺、マズイことでも……。ま、まさか今の適当な答えが……！」

「い、いえ違ちがいます！　そ、そうじゃなくてですね……、その、これから言いたいことは演技だと思われたくないというか、その……」

　プルプルと身体を震ふるわせて緊張した様子の涼花が、潤うるんだ瞳ひとみでこちらを見る。

「わ、私は、あの……、お、お兄ちゃんの……ことが……！　え、演技とかじゃなく、本当に……、その、ほ、本当……に！」

「あ、あの、涼花……？」

　どこか様子がおかしい涼花だが、なぜかそんな姿に俺の胸が高まる。

「だ、だから……、私は、お、お兄ちゃんのことが……す、す、すす……、す──」

　とその時、前のめりになっていた涼花の肘ひじがカップに当たり、カチャンと鳴った。

「え？　あ、あぶな──」

　はずみでテーブルから落ちそうになっているカップに、俺が手を伸のばした時だった。

「……っと、大だい丈じよう夫ぶですよ」

　急に横合いから声が聞こえてきて、誰だれかの手がカップを支えた。

　見ると、そこには中学生くらいの年ねん齢れいと思おぼしきメイドさんが三人立っていた。

「あ、す、すいません」

「いえ、落ちなくてよかったです」「お役に立てて光栄です」「危なかったですね」

　そう言って笑え顔がおで応こたえてくれるメイドさん達。俺はお礼を言って涼花の方を向こうとしたのだが、なぜかメイドさん達はその場に残ってこちらを見ていた。

「……あの、まだ何か御ご用ようですか？」

「失礼ですけど、あなたは永見さまのお兄さまですよね？」「永見さまと一いつ緒しよにいらっしゃいますし」「あの、お願いがあるんです」

　そしていきなりそんなことを言ってきた。……お願い？　何だろう？

　俺がどういうことか訊ねようとした時、ふと涼花が何ともいえない表情で俺を見ていることに気がつく。なんか「う～……」って唸うなってるけど……。

「涼花？　どうしたんだ？」

　俺が訊ねると、涼花はハッとばつが悪そうに唇を尖らせて、

「……べ、別になんでもないです。ただ、いろいろタイミングが悪かったというか……」

「タイミング？　……そういや、さっき何か言いかけてたけど」

「それは……！　そ、そんなのもう言えるわけないじゃないですか……！」

　そう言って超ちよう不ふ機き嫌げん顔がおでプイッとそっぽを向く涼花。……だが、

「……い、いえ、でも今のは危なかったです……。演技だってわかってるのにお兄ちゃんの言葉に流されて思わず……。けど逆にチャンスだったのでは……？　い、いえいえ！　そんな危険な賭かけは……！　ああ、でも……！」

　と、なにやら一人で呟きながら身み悶もだえし始める。

「あ、あの」「わ、私達、何か粗そ相そうを？」「す、すいませんでした」

「……い、いや、あなた達は何も悪くないと思います。はい」

　申し訳なさそうに頭を下げるメイドさん達に、俺はとりあえずそう答える。

　その間も涼花は頭を抱かかえながら何やら悶もん絶ぜつしていたが、なんかテンパってる雰囲気だ。

　俺もなにがなんだかわからないので、今はそっとしておくしかないな……。

「えーと……、それで何か用ですか？　お願いとか言ってたような」

　とりあえず涼花は落ち着くまで待つとして、メイドさん達に訊たずねる俺。

「あ、はい」「実はお兄さまに教えてほしいことが」「オタク文化のメイドのことを」

　するとそんな答えが返ってきて、俺は首を傾かしげる。

「オタク文化のメイドさんって……」

　詳くわしく話を聞くと、どうもこういうことらしい。

　彼女達のご主人さま（この場合お嬢じようさま？）が俺の講演を聞いて、オタク文化の中にもメイドさんというものがあると知り、それがどんなものか興味を持ったらしい。

　そこで自分のメイドさん達に、それを知っている俺からオタクメイドの立たち居い振ふる舞まいを学んでくるよう命令したのだそうだ。

「まあ事情はわかったけど、立居振舞を学ぶって言ってもな……」

「お兄さまが教えてくだされば、私達がそれを実際にやってみます」「はい。身につけてお嬢さまに披ひ露ろうしないといけないので」「できなかったらお仕置きなんです……」

　……な、なんかこの人達も苦労しているみたいだな。

　そういう事情なら協力してあげたいけど、でも、一体どうすりゃいいんだ？

「……お兄ちゃん？　何を考えているんですか？」

　その時、復活した涼花の声が聞こえて、俺はギクッと振ふり向く。

「お兄ちゃんは今私とデート中なんですよ？　メイドさん相手だからって鼻の下を伸ばして、勝手に何をしようとしてるんです？」

　不機嫌顔。そしてどこか拗すねたような雰囲気で、俺に小声で話しかけてくる涼花。

　……そ、そうだった。鼻の下云うん々ぬんはまったくの言いがかりだけど、俺達は今デート──という名の取材中だったんだ。

「わ、悪い。そうだな。……じゃあ、ここはもちろん断って──」

「い、いえ、事情があるようなので放ほうっておくのは気の毒です。かと言ってお兄ちゃんがメイドさんとイチャイチャするなんてのは絶対ダメなので……」

　そこで涼花が頰を染めて、チラチラと俺の方を窺うかがいながら、

「だ、だからここは、彼女達の代わりに私がメイドさんになって実演するしかないかなって思うんですけど……！」

「……はぁ!?　お、お前が!?」

　涼花が突とつ然ぜん意味不明なことを言いだして、俺は驚きよう愕がくする。

「し、仕方ないじゃないですか……！　私だって恥はずかしいですけど、お兄ちゃんは今私とデートしてるわけですし……！　それにお兄ちゃんの前でメイドさんになれるいい機会──じゃなくて……！　お、お兄ちゃんに教えてもらいながらなら、私だってメイドさんができますし……！」

　ワタワタと身み振ぶり手て振ぶりをくわえながら説明する涼花。

「と、とにかく、これは取材の一いつ環かんにもなりますから……！　文化祭デート中に、妹がいきなりメイドさんになるという展開の取材ということで……！」

「た、確かにそんな展開もアリだし、文化祭っぽい感じは出るかもだけどさ……。でも、よくまあ一いつ瞬しゆんでそんな発想が出てくるな……」

「せ、せっかくのデート中なのにお兄ちゃんが他ほかの女性とイチャイチャするなんて許せるわけないじゃないですか……！　も、もちろんシナリオ的な意味で……！」

　……さすが、本物の永遠野誓は考え方からして違う。人助けと取材をあっという間に両立させちまうんだからな。……顔が赤いのだけは謎なぞだが。

「あ、あなた達の代わりに私が実演するという形でいいですか？」

「は、はい！　永見さまに教えていただけるなら！」「永見さまとお兄さまが実演してくれるなんて！」「あ、ありがとうございます！」

　メイドさん達も深々と頭を下げて礼を言う。そして涼花はまた小声で「ちゃ、ちゃんとやり方を教えてくださいね」と残し、メイドさん達と一緒に店を出て行ってしまった。

「……なんか変なことになっちまったな」

　俺がそうぼやいていると、注文していたオムライスが時間差でやって来た。

　小腹が空すいたから頼たのんでおいたものだが、俺がそれを食べようとスプーンに手を伸ばした時、不意にワッと店内が騒さわがしくなった。なんだ？　と思って振り向くと、

「お、お待たせしました、お兄ちゃん」

「…………あ」

　本格派メイド服に身を包んだ涼花の姿に、俺は言葉を失った。

　凜りんとした雰ふん囲い気きの涼花と、質素かつ実際的な本物のメイドさんの格好がものすごくよく合っている。その印象は他の人も抱いだいたらしく、その場にいた全員が見とれるような視線を涼花に向けているのがわかった。

「……えっと、まずは説明からですけど、この前お兄ちゃんに教えてもらった通りでいいんですよね？」

　そう言って涼花は俺の傍そばへとやって来る。

　……メイドさんの格好が似合い過ぎててなんかドキドキ──って、そうじゃない！

　俺はドギマギしながらも、とりあえず「あ、ああ」と頷うなずいた。

「……こほん。まず初めに知っていただきたいことですが、オタク文化のメイドさんといっても、基本的には普ふ通つうのメイドさんと変わりません」

　咳せきばらいを一つしてから、涼花は聴ちよう衆しゆうに向かって講義を始める。

「で、ですが一点だけ違うところがあります、それは、オタク文化のメイドさんは『ご奉ほう仕し』という名前で、異性に対する愛情を強調するのです」

　……ううむ、以前俺が説明した通りとはいえ、様さまになってるな。

　そんな風に俺が感心していると、涼花がそっと囁ささやいてきて、

「……そ、それでお兄ちゃん、具体的にどう『ご奉仕』すればいいか教えてください」

　く、くそ、人前でリアル妹をメイドさんにしてご奉仕をさせるとか鬼き畜ちくの所業以外の何物でもないが、こうなった以上はやらせるしかない……！

　涼花も恥ずかしい中がんばってるんだ。これは取材、取材だ……！

　俺は自分に言い聞かせながら、即そつ興きようで考えついた『ご奉仕を』涼花に耳打ちすると、

「わ、わかりました……！　こほん……。では具体的にどのようなものか、お茶を入れる動作を例にお見せします」

　涼花は頰ほお染めながら聴衆にそう宣言し、ぎこちなく行動に移った。

　用意されていた新しいカップにポットからお茶を注ぐと、それをソーサーに載のせてから両手で胸の辺りまで持ち上げた後、俺の前に出す。頰を染めて恥ずかしそうな涼花の顔にドギマギしていると、俺の指がカップに当たって、飛ひ沫まつが脚あしにこぼれた。

「だ、大丈夫ですか」

　すぐさま涼花が布ふ巾きんでそれを拭ふき取る。

　……そう、フキフキというオーソドックスなサービスだ。さらに、

「もう、お兄ちゃんはもうちょっとしっかりしてください。……ほら、ネクタイも曲がってるじゃないですか」

　涼花が俺のネクタイを直すために密着してくる。

　スキンシップも兼かねた世話焼きも、メイドさんの行動としては鉄板だからな……！

　とはいえその近さに俺が緊きん張ちようしていると、直し終わった涼花がパッと離はなれて、

「……あ、あの、終わったので、ご褒ほう美びに頭をナデナデしてください……」

　と爆ばく弾だん発言までかましてくる。だがこれも俺の言った通りだ。普ふ段だんしっかり者のメイドさんがふとした時に見せる甘え。そういうご奉仕の逆利用も重要なポイントだ！

「あ、ああ……、ありがとうな、涼花」

　そして俺は、そんなご奉仕に応こたえるべく涼花の頭を軽く撫なでる。

　すると、その場にいた女子生徒やメイドさん達が黄色い歓かん声せいを上げた。

「えへ、えへへへへ…………、はっ!?」

　なぜか緩ゆるんだ顔でほうけていた涼花はその声で我に返り、慌あわてて聴衆の方を向くと、

「こ、このように、オタク文化のメイドさんは主従関係をそれほど重視しません。ご奉仕も仕事ではなく、愛情を表現するための行動として捉とらえればいいでしょう。ただし、こういう関係はお互たがいがお互いを想おもっていないとなかなか成立しません。こ、今回はお兄ちゃんが相手なので上手うまくいきましたが……」

　赤い顔のままそう解説して頭を下げた。大部分は俺からの受け売りだが「ただし」の後の部分に関しては涼花のオリジナル解かい釈しやくだったのはなぜだろう。

　……ま、まあいいか。恥ずかしかったけどなんとか乗り切れたしな……。

「すごいです永見さま！」「他にも何かありますか？」「奥おう義ぎなどがあればぜひ！」

　だがその時、例の三人のメイドさん達がさらなる実演を求めてきた。

「……お、お兄ちゃん。ああ言ってますけど、もっと強いご奉仕は……？」

「……え、まだやるのか!?　ってかご奉仕の奥義ってなんだよ……！」

　俺は頭を抱えたくなったが、周りの盛り上がり的にこのままでは済まない雰囲気だ。

　けどこれ以上のご奉仕って……、ああもう！　こうなったらアレしかねえよ！

　ヤケクソになった俺は、思いついたことをそのまま涼花に伝える。

「そ、そそそそんなことをするんですか……!?」

　すると涼花はカッと顔を赤くしたが、それでもなんとか耐たえながら振り返って、

「で、では最後に、もっとわかりやすい形のご奉仕も紹しよう介かいしたいと思います……！　こ、これはお食事を出す時に行うご奉仕なのですが、一種のおまじないと言いますか、ある意味でオタク文化のメイドさんを象しよう徴ちようする行動です……！」

　これ以上ないくらい顔を赤くして、テーブルの上にあったケチャップを手に取った。

「で、ではお兄ちゃん……！　わ、私の愛情を……見てください……っ！」

　そしてそれを逆さに持って、テーブルの上にあった俺のオムライスに対たい峙じすると、

「いいいいきます！」

　ケチャップを出しながら、震ふるえる手をゆっくりと動かしていく涼花。

　それにつれてオムライスの表面には、いくつものアルファベットが描えがかれていく。

「……あ・い・ら・ぶ……、ううう……、お・に・い・ちゃ・ん……っ！」

　涼花の呟つぶやき通り、やがてオムライスの黄色いカンバスの上にケチャップの赤で〝I Love onii - chan〟という文字ができあがった。手が震えていたからか若じやつ干かんブレてはいるが、最後にはご丁てい寧ねいにもハートマークまで付け加えられている。

「……らぶらぶ……きゅん、です……」

　あまりの恥ずかしさからか、最後の決め台詞ぜりふは顔を俯うつむかせて小声で呟く涼花。

　そう、これこそメイド喫きつ茶さの定番サービスである『ケチャップアート』だ！

　……追い詰つめられてたからとはいえ、リアル妹になんつーことをさせてんだと自分を殺したくなるが、涼花が必死でやり遂とげたんだから今は合わせるしかない……！

「……あ、ありがとう。とっても、その、うれしいよ……」

　俺はそう言ってスプーンに手を伸のばすが、なぜか涼花がそれを先に取ってしまった。

　そしてオムライスをすくってから俺に向かって突つき出すと、

「わ、私が食べさせてあげますから……っ！　あ、あ……っ！　あ～ん……！」

　泣きそうなほど真っ赤になりながら、そんなトンデモナイことを言いだした。

　スプーンに載っているのは、故意か偶ぐう然ぜんかちょうどハートマークのところ。

　……お、俺はここまでやれとは言ってないぞ!?　アドリブか!?　く、くそ……！

「い、いただきます。……あ、あ～ん……」

　俺は覚かく悟ごを決めて口を開く。するとオムライスがそっと入ってきて、そのまま咀そ嚼しやく。

「ど、どう……ですか……？」

　不安そうに訊たずねる涼花。もちろん味わってる余よ裕ゆうなんてあるはずもない。

　……涼花のやつ、めちゃくちゃ恥ずかしいだろうに、いくら取材も兼ねてるからって自分が通う学校の生徒を前にこんな……！　妹がここまでがんばってる以上、兄貴として俺は全力でこの演技を受け止めてやるしかないじゃないか！

「……美味おいしかったよ。でも涼花の手料理だったら、もっと美味しかっただろうけど」

「そ、そんなことはないと思いますにょ!?」

「いつもはお前の愛情がたっぷり入ってるから、どうしてもそう思うんだ」

「い、いいいいいえいえいえいえいえいえ！」
















「本当だって。涼花はいつも美味しい料理を作ってくれて、感謝してもしきれない」

「い、いえ！　そ、それはメイドの──妹の義務ですし！」

「その感謝も、どうやればお前に伝えきれるかわからないくらいで」

「わ、私はお兄ちゃんのその言葉だけで幸せですから……っ！」

「いや、でもやっぱりそれだけじゃダメだと思う」

「え？　お、お兄ちゃん……？」

　俺は椅い子すから立ち上がり、そっと涼花の頭を抱だいて胸に抱きよせる。

「……ありがとう涼花。これからも、よろしくお願いします」

「…………っ！」

　完全に赤く染まった顔で俺を見上げる涼花。

　いっぱいに見開かれた目がやがてグルグルと回りだし、身体からだから力が抜ぬけていく。

「ひゃぅ……、はにゃ……っ！」

　口をパクパクと動かしながら、必死に声を出そうとするが出ない。

　しかし涼花は、間もなく大きく息を吸い込み始めた。

「え……？　す、涼花さん？」

　こ、これ、なんかヤバくないか？　ってか涼花のやつ、またテンパってないか!?

　ここここんな状じよう況きようで悲鳴なんかあげられたらどうなるか！

「ま、待てすず──」

　俺が慌てて止めようとした時だった。

『きゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁっ！！！！！』

　突とつ然ぜん店内が大だい歓かん声せいに包まれ、俺は涼花を抱いたままビクッと身体を震わせる。

「素す敵てき！　素敵です！」「涼花さま、幸せそう……」「これがオタク文化のメイドさんの力なのですね……」「お兄さま、カッコイイ……」「涼花さまのご奉仕と、それに応えるお兄さまの愛情……」「なんか感動で涙なみだが……」「いいないいないいな！」

「い、いやちょっとみなさん……」

　大盛り上がりの聴衆に、俺が冷ひや汗あせを流していると、

「「「ありがとうございました！」」」

　と、そこに事の発ほつ端たんである三人のメイドさん達がやって来た。

「永見さまとお兄さまのおかげでオタク文化のメイドさんがわかりました！」「これでお嬢じようさまにも胸を張って報告できます」「本当に、どうやってお礼すればいいのか……」

　涙まで流してお礼を言う三人に、俺は「い、いえ……」と言葉を濁にごすしかない。

　ってか、今ので本当にオタクメイドがわかったのか甚はなはだ疑問なんだが……。

　……いやいやいや、今はそんなことを考えてる場合じゃないぞ。涼花はまたバグっちまったし、周りはヒートアップしてるし、とにかくここは一度場所を変えて──




「お、お願いがあります！」




　とその時、突然一人の女子生徒が俺達の前に飛び出してきたかと思うと、

「永見会長とお兄さまに、どうしてもお願いしたいことがあるんです！」

　よくわからないことを言いながら、今にも土ど下げ座ざでもしそうな勢いで頭を下げてきた。

「あ、あの、君は……？」

「し、失礼しました。……私は演劇部の者です。今ちょうど大講堂で演劇をやっているのですが、その舞ぶ台たいに出ている生徒が二人、急に熱を出して倒たおれてしまったんです！　連日の練習の疲つかれで風邪かぜをひいたみたいで……」

「は、はぁ……。そいつは大変そうだけど、それで俺達にお願いって……？」

「お二人に、その代役に立っていただけないでしょうか！」

　その言葉に周囲の女子生徒達は沸わきあがるが、反対に俺はピシッと固まった。

「いやいやいや！　何言ってんの!?　無茶ぶりにもほどがあるでしょ！」

「そんなことありません！　さっきのメイドさんの実演を見て、私はピンと来たんです！　このお二人なら絶対にできる！　役のイメージにもピッタリだし！」

「いや、いきなり演劇とか絶対無理だから！　ってか、そもそもその役って何なの!?」

「王子と姫ひめです！　禁断の兄妹きようだい愛を描いたラブストーリーなんです！」

『きゃあああああ！』と黄色い声が上がったが、俺の脳内も『きゃああああ』だよ!!

　なんでそんな舞台やってんの!?　しかも兄妹愛とかピンポイントすぎんだろ!!

「そういうテーマなので王子役と姫役も姉し妹まいがやってたんです。でも熱で……。今は無理矢理二部に分かれてたことにして、他ほかの劇で間をもたせてる状態なんですよ」

「い、いや、無理だから……。話を聞いて余計無理になったから……」

「お、お願いです！　お二人なら絶対最高の舞台になります！　後残るは愛の告白をするクライマックスシーンだけですから！」

　……いやいや、さすがにそんな話には乗れない。いきなり舞台とか無理ゲーすぎる。

　ここはなんとか涼花を連れてこの場を脱だつ出しゆつするしかない──と思っていると、

「な、永見会長！　どうかお願いです！　お兄さまと告白シーンを演じてください！」

「えへ、えへへ……？　お兄ちゃんと、告白……。はい、やります……」

「ちょっ!?　涼花!?」

　あろうことか、当の涼花がバグったまま承しよう諾だくしちまいやがった!?

「あ、ありがとうございます！　じゃあ早さつ速そく今から衣い装しように着き替がえて……！　あ、演技はもうアドリブでいいですから！　ストーリーは私がナレーションで進めますから！」

「いや、ちょっと……！　お、おい涼花!?」

　俺はあまりの展開に、必死で涼花に呼びかけるのだが、

「お、お兄ちゃん……、告白……、大講堂で……、えへへへへ……。こ、これは取材ですから……、思い切りイチャイチャしないといけませんよね……」

　真っ赤な顔で幸せそうにポケ～としている涼花は、もはやバグってるのか正気なのかもわからない。取材と言われたら俺は逆らえないんだけど、それにしたってこれは……！

「さあ、そうと決まればお兄さまも急いで！」

　俺が呆ぼう然ぜんとしている中、涼花は俺の手を握にぎったまま演劇部の子について行く。

　その後ろからぞろぞろと女子生徒達がついて来る気配がするが、そんなことを気にしている余裕なんてあるはずもなかった。

　……妹の学校の文化祭でいきなり演劇の舞台に立つとか、これは悪夢ですか……？




『……互たがいの想おもいに気づいた王子と姫だったが、彼らは兄妹。禁断の愛に突き進む姫に対して、苦く悩のうする王子。果たしてどのような答えを出すのか──。……お待たせしました！　それでは第二幕の始まりです！』

　はい、夢じゃありませんでしたチクショウ!!

　開演のブザーが鳴り、舞台の幕が上がる。会場の大講堂は観客で溢あふれかえり、立ち見は当然として廊ろう下かから顔をのぞかせている女子生徒までいるのが見えた。

　そんな中、俺は城の中庭を模したと思おぼしき舞台の上で、王子役の衣装に身を包んで一人立ち尽つくしている。

「ほ、本当にお兄さまです！」「じゃあ涼花さまとお兄さまが出演するという噂うわさは本当だったんですね！」「こ、これは目に焼き付けておかないと……！」「メイド隊、撮さつ影えい準備はよろしくて？」「き、禁断の愛……」「お、お兄さま……」

　会場のボルテージは最初からマックスだが、俺のテンションはダダ下がりだった。

　ってかマジで台詞の一つも説明されず衣装を着せられた後、アドリブでＯＫの一言だけで放ほうり出されるとは思ってなかった。もう中止にしろよ本当に……。

「はぁ……」

　だが、これも文化祭デートという取材の一いつ環かんっぽいから困るんだ。

　つまり俺は、妹と恋こい仲なかになった兄を演じつつ禁断の愛に突き進む王子を演じないといけないわけだが……………、できるかんなもん！

　もうこうなったら、こんな舞台は適当に終わらせてやる！

　素人しろうとをいきなり代役に立てたんだから文句を言われる筋合いはないしな！

　……と開き直ってはみたのだが、問題はやっぱり涼花なんだ。

　少なくともあいつには合わせないといけない。けど一体あいつがどう出るのか──

『涼花さまああああああああああああああああああああぁっ!!』

　と、そんなことを考えていると大歓声が響ひびき渡わたり、舞台にもう一つのスポットライトが点灯したかと思うと、涼花の姿を照らし出した。

　その姿に、俺は思わず息を吞のむ。

　純白のドレスにキラキラと輝かがやくティアラ。いつもは後ろで結んでいる髪かみを今は下ろしていて、それが涼花だとは一いつ瞬しゆんわからないほど大人びて見えた。それはいつもの見慣れた妹の姿ではなく、完全に『姫』というしかない存在だった。

『姫は王子の姿を見つけた。恋こい焦こがれていた兄の姿に、姫の胸は否いや応おうなく高鳴る。たとえそれが禁断の愛であろうと、姫は想いを告げることを決意したのだ。そして、姫は王子のもとへと足を進める……』

　ナレーションがストーリーを語っていく。

　つまりこの内容に従って、姫な涼花は王子な俺に今から告白するってことか……。

　涼花が俺の前まで歩いてくる。そして真っ赤な顔で、しかし真しん剣けんな表情で俺を見つめると、静かに口を開いた。

「……私は──……私は、お兄ちゃんのことが好きです。……ずっと、ずっとお兄ちゃんのことが好きでした。でも、勇気のない私は、その想いを伝えることができずに誤ご魔ま化かし続けているだけでした……」

　涼花の台詞せりふに、会場は水を打ったように静まり返る。

　俺もまた、その演技とは思えないほどの振ふる舞まいに、言葉を失っていた。

「……でも、もう逃にげるのは止やめました。私が前に進まないと、お兄ちゃんの中で私はずっとただの『妹』のままで終わってしまうから。……それは嫌いやなんです。私は、お兄ちゃんにとって特別な『妹』で『女の子』になりたい。だから……」

　王子と姫なんだから『お兄ちゃん』はおかしくないか？　とツッコむ余よ裕ゆうもなく、俺は涼花の演技に引き込まれる。

「だから……、私は何度でも言います。……私はお兄ちゃんのことが好き。お兄ちゃんのことを、心から愛しています。……大好き、なんです」

　そう言って、涼花はジッと俺を見つめる。潤うるんだ瞳ひとみで、泣きそうな顔で。

　……って、待ってくれ！　なんでお前はそんなにガチなの!?　完かん璧ぺき超ちよう人じんは演劇まで完璧なのか!?　ってか、演技ってわかってるはずなのにこの変な気分は何なんだ!?

　俺は予想外すぎる涼花姫の振る舞いに、本当にどうしていいかわからず固まる。

　満員以上なはずの会場もシーンとしていて、その静せい寂じやくが逆に耳に痛い。

　……こ、これに今から俺が応えるんだよな？　で、なんて応えりゃいいんだ？

　す、ストーリーは一体……。早くナレーションを……！

『ひ、姫の抱いだいていた長年の恋こい心ごころは、純じゆん粋すいな結けつ晶しようとなって語られた。兄妹という禁断の関係にあっても決して霞かすむことのない愛。その告白に、兄である王子はどう応こたえるのか。受け入れるのか、突つき放すのか、それとも……』

　…………………………………………………………………………………………え？

　お、おい待て。なんでそこで止まる!?　続きは!?　結局どうすりゃいいんだ!?

　だが俺の心の叫さけびも虚むなしく、いくら待ってもナレーションは戻もどってこない。

　……こ、これはあれか？　まさか肝かん心じんのストーリーを、しかも一番大事なクライマックスシーンを、飛び入りのアドリブに任せようってんじゃないだろうな……？

　ふ、ふざけんなよ!?　こんな大事なところで！　俺にどうしろと……！

　俺が黙だまったまま立ち尽くしていると、やがて会場がざわつき始める。

「……お、お兄ちゃん？」

　涼花もまた、ピクリとも動かない俺に、心配そうな顔で小声で話しかけた。

　だが俺は動かない。いや、どうしていいかわからず動けないのだ。

　……くそっ、こうなったら何でもいいから適当に終わらせるしかない！

　丸投げしたんだからどんな結果になろうと責任なんかとれるか！

　そう思ってヤケクソに何か言おうとしたが、その時ハッと思いとどまる。

　……い、いや、これは演劇以前に、恋こい人びとになった兄妹の文化祭デートの取材なんだ。

　涼花もそのつもりで──妹キャラになったつもりでさっきの告白をしているはずだ。

　だったら、俺も兄のキャラを踏ふまえて返さないといけない。

　……でも、それでもなんて返せばいいんだ!?　涼だったらこういう時どう返すんだ!?　ああもう！　テンパってわけがわからない！

　会場の張りつめた空気。涼花の心細そうな視線。取材の成否。

　いろんなものが頭の中をグルグル回って、俺の思考は真っ白になる。

　そして気がついたら自然と口が開いていたんだ。

「俺は……、俺はお前の気持ちに応えられない」

　そう言った瞬しゆん間かん、会場が色めき立ち、涼花の息を吞む音が聞こえた。

　だけど俺は、真っ白な頭のまま続ける。

「でも待ってくれ。それは、俺がお前の告白を聞いてどう応えたらいいかわからないからなんだ。お前は自分の気持ちを正直に言ってくれた。そこに迷いは感じられなかった。でも俺は迷ってる。こんな中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちで、お前の強い想いに応えることはできないと思ったんだよ」

　でも──と、俺はそこで一度言葉を切った。

「……でも、これだけはハッキリと言えるんだ。俺は、お前の告白を聞いて、うれしかった。お前に好きだって言われて、すごくうれしかったんだ……」

「え……？」

「だから、俺に時間をくれないか？　俺はこの気持ちが何なのか、真剣に考えてみたいんだ。そして、お前の気持ちに負けないくらい真まっ直すぐな答えを返したい」

「お兄ちゃん……」

「すぐに応えられないことは謝る。ごめん……。でも、これだけは約束する。俺達は、いつまでもずっと一いつ緒しよだ──って」

　俺はその台詞と同時に、涼花に向かって手を差し出す。

　すると涼花もまた、それに応えるように俺の手を握って、

「……はい。お兄ちゃん……」

　目め尻じりに涙なみだを溜ためながら、それでも最高の笑え顔がおを返してくれるのだった。

　俺はそんな涼花の顔を見てホッと安あん堵どした────……のだが、

『きゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁっ!!』

　その瞬間、まるで地じ響ひびきのような大だい歓かん声せいに、マジで大講堂全体が揺ゆれた。

「おめでとうございます涼花さま！」「お幸せに涼花さま！」「見て！　涼花さますごくうれしそう！」「永見会長があんな顔をするなんて……」「め、メイド隊！　撮影は!?」「お兄さまが見とれるのも無理ないです……」「…………うう、いいなぁ」

　そのすさまじい反応に、俺の真っ白だった脳内にハッと色が戻る。

　……ま、待て？　俺は今さっきまで何を口走っていた？　む、無我夢中だったから、言ったこと自体は覚えてるけど脳の理解がついて行ってない……！

　み、みんながこんな反応してるってことは、とりあえず成功だったんだろうか……？

「な、なあ涼花。とりあえずあんな感じで取材としては──」

「……えへ、えへへへへ。……お、お兄ちゃんと、ずっと、一緒に……、えへへ」

「お、おい涼花!?」

　俺は落ち着いて涼花に訊きいてみようと思ったのだが、なぜかバグモードに突とつ入にゆうしていたうえ、いきなりフラッとこっちに倒たおれてきたので慌あわてて抱だきかかえた。

　そこでまた割れんばかりの大歓声なわけだが……、いやいやどうなってんのこれ!?

　な、なんか知らないけど涼花は立ったまま気を失いかけてるし。

　ってか劇が終わったはずなのに幕が下りてくる気配がないのはなぜだ!?

　……く、くそっ、こうなりゃとにかく一度舞ぶ台たい裏うらに引っ込むしか──

　と俺が困っている時に、まるで追い打ちをかけるかのようにそいつらはやって来た。




「ちょっと待ったああああああああああああああぁっ!!」




　大講堂の入り口からそんな声が聞こえてきて、全員の注目が集まる。

　もちろん俺も同じだ。そしてそこに立っている人物を見て、本気で息が止まった。

「私達に講演会のことを内ない緒しよにしてた挙句、こんなところで涼花さんとコスプレ公開告白してるとか……っ！　祐ゆう！　あんた何考えてんのよ！」

「先生！　取材するのに私達を呼ばないなんてヒドイじゃないデスか！　しかも舞台が女子校なんて、こんなエロい場所には来るしかないデスよ！」

「な……っ！　んな……っ！」

　驚おどろきで、舌が上手うまく回らない。

　……ってか、なんで舞まいとＷピース先生がここにいるんだよ！

　しかもなんで二人とも白桜の制服を着てんの!?　マジで意味がわからん！

　あまりの事態に俺が固まっている間にも、二人は何の遠えん慮りよもない態度で舞台の方へと近づいてくる。そして、

「祐と告白シーンの劇とか……！　これが取材の一環だって言うなら、私も参加させなさいよ！　講演会を見られなかったぶん、取り戻さないといけないわ！」

「デスね！　イラスト担当として私も最初から取材し直したいところデスし！」

　いつも通りのテンションで意味不明なことを言い出す二人。

「……い、いや！　なんで二人がここに……！」

「あんたが講演会するって聞いたから、飛んで来たに決まってるじゃない」

「それにシナリオの取材も兼かねてるんデスよね？　女子校でのデートがテーマだって言ってマシたし。だったら私も取材するしかないじゃないデスか！」

「で、でも文化祭は招待制で……！　いやそれよりも、その制服は何なんです!?」

「……ふ、この世界にはいろんなルートがあるんデスよ……」

「したり顔でさらっと恐おそろしいこと言ってますよねぇ!?」

　そんなやり取りをしている間に、呆あつ気けに取られていた女子生徒達が元に戻り始め、

「あ、あの方々はどなたですの？」「お兄さまのお知り合いのようですけど……」「お二人ともすごくお美しいですわ……」「外国の方……？　綺き麗れいな人……」「お、お胸が……」「もしかして、お兄さまの恋人……？」「で、でも二人ですよ」「これは噂うわさに聞く『はあれむ』なのでは？」「で、では永見会長の恋こい敵がたき……？」

　……あ、あの？　なんか話がヤバイ方向に行ってる気がするんですが……？

　だ、ダメだ。このままでは非常にマズイ！　なんとかこの場を収拾しないと！




『こ、これってもしかして修しゆ羅ら場ばってやつ……？』




　が、次の瞬間そんな言葉がスピーカーから聞こえてきて、会場内の時が止まる。

　どうもナレーターが独り言を呟つぶやいたらしいが、その手にはもちろんマイクが握にぎられているわけであって、クリティカルな単語が思いっきり全員の耳に届いた。

　そして──

『きゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁっ!!』

　これまでで最大級の歓かん声せいが場内を埋うめ尽つくす。

　……って、なんでみんなそんなにうれしそうな顔してんだよ！

「す、涼花！　おい、正気に戻ってくれ！」

　俺はこの事態を鎮しずめられるのは涼花のカリスマ以外ないと呼びかけるのだが、

「えへへ……、ピンチの時は、お姫ひめさまを連れて逃にげるのが王子さまの役目ですよ？」

「いや、もう劇は終わってるんですけど!?」

　ひょっとしてまだバグってんのか!?　なんか表情もニヘ～とうれしそうな笑顔だし！

　とはいえ、この状じよう況きようなら涼花のリクエスト通りにする以外なさそうだった。

「……ああもう、わかったよ！　ここは逃げるぞお姫さま……っ！」

「ふぇ……？　あ……、お、お兄ちゃん!?」

　俺は涼花の手を摑つかんで全速力で走り出すと、そのまま舞台上から逃げ出した。

「ちょ、ちょっとお兄ちゃん!?　何を……！」

「お前が連れて逃げろって言ったんだろうが！」

　ようやく正気に戻もどった涼花の手を引き、体育館を脱だつ出しゆつする俺。

『ああ、逃とう避ひ行こうだ！　これは禁断の愛の逃避行！』

　だが背後からナレーターの扇せん動どうが聞こえてきたかと思ったら、舞とＷピース先生を筆頭に、なぜか女子生徒達まで大挙して追いかけてくるのが見えた。

　……チクショウ！　あの演劇部、次に会ったら絶対お仕置きしてやる!!

「お、お兄ちゃん！　これは一体……！」

「こっちが訊きたいわ！　とにかく今は振ふり切らないと……！」

　俺達は全速力で走りながら、校舎の中へと逃げ込む。

　廊ろう下かを走り抜ぬけて角を曲がったところで、いくつか並んだロッカーを発見。これだ！

「ちょっ、お兄ちゃ……わぷっ」

　俺はそのうちの一つを開け、中に何もないのを確かく認にんしてから涼花と一緒に入り込んだ。

「せ、狭せまいです……！　お、お兄ちゃんが近……っ！」

「しー……っ！　静かに……っ！」

　ロッカーは小さく、俺と涼花が入ると完全にいっぱいいっぱいだった。

　だが今はそんなことより……っ！

「あ、あれ!?　あの二人、どこいったの!?」
















「まだそんなに遠くには行ってないはずデス！」

　すぐ近くを舞達が通り過ぎていく。続いて女子生徒の集団も通過し、静かになった。

「……い、行ったか？」

　俺が扉とびらのスリットから外を窺うかがうと、まだ数人の女子生徒が行き交かっていた。

　こ、これはしばらくここでやり過ごすしかないな……。

「お、お兄ちゃん……！　はう、はうううぅ……」

　その時、間近から涼花の声が聞こえてきて、俺はようやく現状を把は握あくする。

「…………う」

　俺と涼花は真正面から抱き合う形で、完全に密着した状態でロッカーの中に納まっていた。全身に涼花の柔やわらかい感かん触しよくがして、なんだかよくわからないけど良い匂においまで漂ただよってきて、俺の心しん拍ぱく数すうが一気に跳はね上がる。

「お、お兄ちゃんが……、お兄ちゃんと……、こ、こんな、近くで……！」

「お、おおお落ち着け涼花……！」

　そういう俺も全く落ち着いていないのだが、頰ほおを染めて目を見開きながら俺を見上げる涼花がこんなに間近にいるのだから無理もなかった。

「……むう、どこにもいないわね」

「どこかに隠かくれてるんデスかねー」

　とその時、また舞とＷピース先生の声が聞こえてきて、俺達はビクッと震ふるえる。

　声はそのまま遠ざかって行ったが、周りにはまだ人の気配があった。

「……と、とにかくこうなったら、しばらくここに隠れてるしかないぞ……」

「そ、そそそそうですね……！」

　お互たがい頷うなずき合って息を潜ひそめる。ドクンドクンと心音がうるさいが、それが自分のものなのか涼花のなのか、それさえもわからない。

「……あの、お兄ちゃん」

　しばらくして、涼花が小声で話しかけてきた。

　息いき遣づかいにくすぐったさを覚えつつも、俺は「な、なんだ」と返す。

「さ、さっきの劇での演技ですけど……」

「あ、あれはその、頭が真っ白になって自分でも何言ってたか……！　ってか、やっぱ変だったか……？　取材って点からもダメダメだったり……」

「い、いえ……！　全然ダメじゃなかったですけど……！　むしろすごくよかったんですけど……！　で、でもあれって、アドリブだったんですか……？」

「あ、ああ、まあ……、なんか必死で思いついた通り……」

「じゃ、じゃあやっぱりあれはお兄ちゃんの本心……？」

「え？　あの、涼花さん……？」

　その意味不明な呟きに問い返すと、涼花は真っ赤な顔で俺を見つめて、

「わ、私の……、こ、こここ告白も、ほ、ほん、ほん……、本心……で！　わ、私は、お兄ちゃんのことが……、ほ、本当に……っ！　す、す……、好────」




「やっぱりどこかに隠れてるのは間ま違ちがいないわね！」




「「────っ!!」」

　その時、すぐ近くから聞こえてきた舞の声に、俺達は同時に身体からだを硬こう直ちよくさせた。

「デスねー。となると、姿が見えなくなったこのあたりが怪あやしいんじゃないデスか」

「でも、それらしいところは全部見たわよ？」

「このロッカーの中とかにいるかもしれマセんよ？」

　Ｗピース先生がそう言った瞬しゆん間かん、ドキドキという心音が再び耳に戻ってきた。

「ロッカーの中ぁ……？　そんな使い古されたネタみたいな……」

「いえいえ！　ロッカーの中での密着イベントは定番デスからね！　一応調べてみた方がいいと思いマスよ！」

「まあ別にいいけど…………ねっ、と！」

　バァン！　と音がして、俺と涼花は身体を縮ませる。

「……ほら、誰だれもいないわよ。中も狭いし」

　……お、音からして今のは隣となりのロッカーみたいだ……。

「まあまあ、ダメ元で全部開けてみマショう」

　だが、今度は俺達の入ってるロッカーの前に気配がした。

　カチャ……という、扉に手をかける音が聞こえる。……こ、今度こそヤバイ!!

「もしかしたらこっちのロッカーに──」

「そこのあなた達、少しいいかしら？」

　……え？　な、なんだ？　いきなり今まで聞いたことがない女の人の声がしたぞ？

　ロッカーの扉は……閉まったままだ。

「あなた達、うちの制服を着てるみたいだけど見たことない顔ね。何年生なの？　高等部みたいに見えるけど、クラスはどこ？」

「え？　い、いや、私達はその……」

「私達はお客さんなので、クラスとかはないデスよ？」

「……ふうん？　客と言うなら招待状を持っているはずだけど、見せてくれる？」

「ちょ、ちょっとあんた……っ！　なんで自分からバラすのよ……！」

「あ、そう言えば制服を調達してまで忍しのび込んでたんデシたね！」

「……つまり、あなた達は招かれざる客ってわけね。だったら、お引き取り願うわ」

「え？　きゃあっ!?　な、なんなのこの子達!?」

「おお、すごいデス！　いきなり現れて、これが噂の忍にん者じやデスか!?」

「言ってる場合じゃないでしょ!?　って、ちょっと……！　きゃあああぁ……っ！」

　あっという間に遠ざかっていく舞達の声。

「……ふう、なんだったのかしら」

　続いてカツンカツンと足音が響ひびき、間もなく辺りはシーンと静まり返った。

「……な、なんだったんだ？」

　俺はようやく全身の力を抜いて、扉のスリットから外を窺いながら呟く。

「おそらく風紀委員の人がお二人を排はい除じよしたんだと思います……」

「な、なるほど……？　まあ、なんとかピンチは脱だつしたってことか……な？」

　その声に振り向くと、なぜか涼花は超ちよう不ふ機き嫌げん顔がおで俺を睨にらんでいた。

「あ、あの、涼花さん……？　なんでしょうか……？」

「……なんでもありません」

「そ、そうか……？　そ、そういやさっき、何か言いかけてたみたいだけど……？　確か本心がどうこうって──」

「う、ううう……！　お、お兄ちゃんのバカ！　バカぁ!!」

「うわっ!?　お、おい！　こんなところで暴れるなっ！」

　なぜか顔をこれ以上ないくらい赤くして、謎なぞの憤いきどおりを見せる涼花。

　俺はわけがわからないながらも、それを必死に止めようとしたが、その時──

「え？」

　バァン！　と、弾はずみでロッカーの扉が開いてしまい、俺と涼花は外に飛び出す。

　俺はマズイと思って咄とつ嗟さに涼花をかばいながら仰あお向むけに倒たおれ込むが、

　ゴンッ！　と音がして背中と後頭部に鈍にぶい痛みを感じ、目の前で星が瞬またたいた。

「あ、お、お兄ちゃん！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　涼花の声が遠くに聞こえ、視界が暗くなっていく中、俺はもうなんだかどうでもいい気分になって目を閉じるのだった。




　　　　▼




「いつつ……、マジでロクでもない日だな今日は……」

　俺はベンチに腰こし掛かけて、少し腫はれた後頭部をさすりながら呟つぶやいた。

　あの後俺は、気を失いそうで結局失わなかった。

　特に怪け我がもなかったし、頭もたんこぶすらできてなかったくらいだ。

　だけど涼花は倒れた俺を見て、半泣きで心配しながら何度も何度も謝り続けた。

　大したことないって言っても聞かず、そっちをなだめる方が大変だったぜ……。

　まあなんとか落ち着いて、見つからないように更こう衣い室に戻って着き替がえた後、今はこうやって中庭の木の陰かげに隠れるように置いてあったベンチに座り一息ついている。

　涼花はまだ着替えから戻っていなかった。

「しっかし、こんなんで本当に取材になってるのかね……」

　とりあえず、俺が一番気になってるのはそれだ。こんなことをしていて、本当に神坂姉し妹まいに勝てるような同人誌が作れるのかと心配になる。

「……でも涼花のやつは大丈夫だって言ってるんだよな……。謎だ」

　当の本人がそう言っている以上、助言くらいしかできない俺は黙だまるしかないんだが、結局妹との文化祭デートって取材はちゃんとできてんのかな……。

　俺ははぁ……とため息を吐ついて思考を中断する。

　ちなみに舞とＷピース先生についてはあえて考えないようにしている。

　なぜかって？　……考えても損しかしないからだよ。

「忘れよう……、うん」

　そう呟きつつ視線を適当にさまよわせていると、中庭を歩く生徒達が目についた。

　……さっきの大講堂みたいなことはあっても、さすがはお嬢じようさま学校だ。

　賑にぎやかっていっても落ち着いてるというか優ゆう雅がというか……、ん？

「あの制服……、白桜のじゃない、よな？」

　その時、周りの女生徒とは違ちがう制服を着た女子の集団を発見した。

　いや、よく見てみると、いろんな制服の女子がチラホラ混じってるのが見える。

「……文化祭だから、他校の生徒も来てるってことかな？」

　そういや涼花もそんなことを言ってた気がする。

　今まで騒そう動どうの連続で、余よ裕ゆうがなかったから気がつかなかったのか。

「ここ、いいですか」

「うわっ!?」

　そんなことを考えていると、いきなり声をかけられて驚おどろく俺。

「あ、いや！　か、かまいませんよ！」

　慌あわてて振ふり向いた俺だったが、そこに立っていた人物を見てさらに驚きよう愕がくする。

「あ、あんたは……っ！　か、神坂姉……っ!?」

「秋あき乃の。こんにちは」

　ぶつ切りの言葉。無表情。

　それはまぎれもなく、あの日コミケ会場で見た神坂姉妹の姉の方だった。

「それで、座っていい？」

「あ、ああ、どうぞ。……じゃなくて！　な、なんであんたがここに？」

「文化祭。招待された」

　ベンチに座りながら答える。言われてみれば、神坂姉はどこかの学校の制服姿だ。

「あなたはどうして？」

「お、俺はラノベ作家として講演会を依い頼らいされたから……」

「講演会？　今来たばっかり。見たかった」

　残念、と続けるが、その表情にはやっぱり何の変化もなかった。

「えーと……、つまりあんたは、他校の生徒だけど文化祭に招待されたから白桜にやって来たってこと？」

「そう。麗れい鳳ほう女子三年生」

　……え？　麗鳳って言えば、確か白桜と同じような名門女子校じゃなかったっけ？

　いや、それよりも今三年生って言わなかったか……？

「ま、まさか先せん輩ぱいだった……のですか？」

「知らない。でも私は三年生。ピチピチの十八歳」

　涼花ほどじゃないけど、こんな小こ柄がらなのに年上だったとは。ってかピチピチ……。

「あ、あの、すいません。俺、一年なのに今までため口で……」

「いい。あなたは礼れい儀ぎ正ただしい」

　許してもらって恐きよう縮しゆくする俺。……って、いやいや違うだろ。

「えーと……、先輩がここにいる理由はわかったんですけど、なんでわざわざ俺に声をかけたんですか？」

「偶ぐう然ぜん見かけたから。迷めい惑わくだった？」

「そういうわけじゃなくて、俺達ってほら、今は敵同士じゃないですか」

「だから声をかけた。謝りたかった」

「え？　そ、それはどういう」

「ごめんなさい」

　……な、なに？　言ってる意味がまるでわからない。なんで謝られたんだ俺？

「お姉ちゃーん？　こんなところでなにやって──って、あああ！　あんたは！」

　その時騒そう々ぞうしい声が聞こえてきたかと思うと、今度は神坂妹が現れた。

　姉と同じ制服姿で、こいつも一いつ緒しよに招待されて来たってことか。

「永遠野誓！　なんであんたがここにいるわけ!?　ここって私達のとこと同じで女子校でしょ？　へ、変質者!?　変質者なの!?」

「ち、違う！　俺だって呼ばれて来たんだよ！」

「春はる菜な、落ち着いて。事案じゃない。講演会に来たらしい」

　姉の言葉を聞いてもまだ「講演会～……？」と疑わしそうな目を向ける妹。

「……ふんっ、それもラノベ作家としての仕事ってわけ？　まあ、もうすぐ引退するわけだから、思い出作りってことなのかもしんないけど」

　む……。相変わらずの挑ちよう発はつ的な物言いに、俺はカチンとくる。

「言っとくが、負けるつもりなんてないからな。そっちこそ、今のうちに謝る練習でもしとけよ。お前、そういうの苦手そうだし」

「な、なによ、こっちが負けるわけないでしょ？　アンビヴァレンツなめんな」

「なめちゃいねえよ。お前らがすごいってことはよく知ってるしな。……でも、お前だってこっちをなめすぎてんじゃないのか？」

「別に？　今のアッヒーじゃ私に勝てないなんて、わかりきってる事実じゃん」

「シナリオは俺が担当するんだ。こっちは本家ペアなんだぞ？」

「はっ、だからなんなの？　そんなんで売れると思ってるわけ？」

　小こ馬ば鹿かにしたような口調。だが俺は反論できなかった。

「売り上げ勝負なのに本家と関係ないし」

「う……、相変わらず生意気な……。大体お前、もとはＷピース先生のファンだったんだろ？　なのによくもまあ、そんだけ罵ののしれるな」

　俺がそう言った瞬しゆん間かん、神坂妹の表情がかすかに揺ゆれた。

「……それ、アッヒーから聞いたの？」

「ん？　あ、ああ。お前らのサークルが伸のびていくにしたがって、関係が険悪になっていったってこともな」

「……アッヒーは、なんでそうなったか言ってたの？」

「ん？　いや、それは……、なんだったかな？　確か先生はよくわからないとか言ってた気がするけど……。でもあれだろ？　お前は天才で、あっという間に同人界を駆かけ上がって行ったから、調子に乗ったんだろ？」

「は、はぁ!?　なによそれ！　それじゃまるで私が上から目線の嫌いやなやつじゃん！」

「自覚がないのかよ！　この前のことといい今といい、少なくとも俺に対する態度はまんまその通りじゃねえか！」

「ざ、ざけんな！　わ、私はただアッヒーにエロ以外の分野でも活かつ躍やくを……！」

　神坂妹は俺を睨にらむが、そこにはさっきまであった余裕が感じられなかった。

「……そ、そもそも関係が険悪になったのも、私がこんなことしてるのも、全部アッヒーが悪いんじゃん！　人のせいにすんな！」

「な、なんだよそれ」

「……せっかく肩かたを並べられたと思ったのに……っ。せっかくライバルだって言ってくれたのに……っ。アッヒーは好き勝手やるばっかで、才能を無む駄だ遣づかいしてさ……っ！　あんなの我が慢まんできるわけないでしょ……っ！」

「……才能を無駄遣づかい？」

　俺が首を傾かしげていると、神坂妹はキッと俺を睨みつけて、

「……やっぱり、あんたなんかアッヒーのことを何一つわかってないんじゃん。それなのに首を突つっ込んでくるんじゃないわよ」

「な……っ!?　い、意味がわかんねえよ！　じゃあお前はＷピース先生のことがわかってるとか言うつもりかよ！」

「わかってるわよ！」

　叩たたきつけるようなその言葉に、俺は怯ひるんだ。……な、なんだよこの迫はく力りよく。

「……わかってるからムカついてるに決まってんでしょ……っ！」

「…………」

　苦し気な妹を、姉は無言で見つめている。

　一方で俺は、神坂妹のどこか必死な様子に戸と惑まどっていた。

　……これは、ただ単に気に入らないからって理由でＷピース先生にからんでるわけじゃない。なにか理由がある。それがなんなのかはわからないが……。

「なあ、おい……」

　俺は神坂妹から話を聞きたいと思った。

　Ｗピース先生との間になにがあったのか。才能の無駄遣いってのはどういう意味か。

　なにか、俺の知らない事情があってこんなことになってるんじゃないのか──

「お、お兄ちゃん!?　その人達は……っ」

　しかしそんな俺の問いは、タイミング悪く現れた涼花の声に阻はばまれた。

「着替えが終わって戻もどって来てみれば、どうしてあなた達がここにいるんですか……っ」

　俺をかばうように前に出た涼花は、神坂妹を真まっ直すぐに見み据すえる。

「あんた、永遠野誓の妹……？　それに、その制服ってここのよね？」

「あなた達は麗鳳の生徒だったんですか。ということは招待された人のようですね……。てっきりお兄ちゃんに危害を加えるために侵しん入にゆうして来たのかと思いましたが……」

「おいおい……」

　この二人を前にすると未いまだに冷静でいられなくなるのか、発想が舞のそれと似たようなものになってんぞ……。

「と、とにかくお兄ちゃんから離はなれてください！」

「は、はぁ？　頼たのまれたって近寄りたくないし！」

「な、なんですって……っ!?」

「お、落ち着け涼花！」

　色めき立つ涼花を背後から押さえつける俺。

「ひゃぅ……っ!?　ちょ、お、お兄ちゃん……！　は、放してください……っ！」

「お、落ち着くまではダメだ……！　それからお前も、あんまり涼花を煽あおるな！」

「そんなの知らないわよ。……あーあ、なんかバカバカしくなったわ」

　神坂妹は呆あきれた様子で鼻を鳴らすと、俺達に背を向けた。

「シスコンブラコン兄妹きようだいになんてかまってらんない。お姉ちゃん、もう帰ろうよ」

「あ、おい、ちょっと！」

　俺が呼び止めようとすると、神坂妹は振り返ろうともせず、

「あんたに話すこととかないから。アッヒーにはさっさと負けを認めるように言っといてよ。ついでにあんたも引退発表の準備でもしてりゃいいわ」

　それだけ言い残して、そのまま去って行く。

「……ごめんなさい」

　俺は再度呼び止めようとしたが、神坂姉の一言に遮さえぎられた。

「それと訂てい正せい。……『だった』じゃない」

「……え？」

「ファンだった、じゃない」

　……いや、それってどういう意味なんですか。

　俺は訊きき返そうとしたが、神坂姉は「さようなら」と言って妹の後を追った。

「あ、言い忘れ」

　が、途と中ちゆうで振り返って、

「揉もんでる」

「へ？」

「胸、揉んでる」

　それだけを残して、今度こそ本当に行ってしまった。

「……な、なんだったんだ」

　いろんな意味で呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすしかない俺。……それに揉んでるって一体……。

「……はぅ……、お、おにぃちゃん……」

　そんなことを考えていると、涼花のか細い声が聞こえてきた。

「あ、悪い。今放して──」

　ずっと涼花を押さえつけていたことを思い出し、解放しようとした時だった。

　……ふにゅふにゅと、右手にものすごく柔やわらかい感かん触しよくがする。

　決して大きくはないし限りなく控ひかえめだけど、なぜか魅み力りよく的な手て触ざわり。

　手に吸い付くような……とでもいえばいいのか。一度触ふれてしまえば抗あらがうことが難しい……そんな不思議な感覚だった。

　で、これは一体何なんですかね？　揉んでるって、もしかしてこれのことだったり──

「…………っ!!」

　瞬間、息を吞のむ俺。

　胸、揉んでる──ってまさかこれは……っ！
















　恐おそる恐る視線を下げると、頭だけこちらに向けて俺を見上げる涼花の姿が。

　今にも泣きそうな涙なみだ目め。顔は真っ赤。しかも小刻みに震ふるえている。

「ごごごごごごごごめん!!」

　俺は慌あわてて涼花を解放し後ずさるのだが……時すでに遅おそし。

「お、おおお、お兄ちゃん……っ！」

　俯うつむきながら肩をプルプル震わせ、拳こぶしをギュッと握にぎりしめて立つ涼花。

　そして次に口から出た当然過ぎるほど当然な言葉で、俺の受難に満ちた白桜文化祭──もとい同人誌の取材活動は、幕を閉じるのだった。

「お、お兄ちゃんは……最っ低の変態です……っ!!」

















第四章　俺は涼花（の作品）を愛してる。









「と、とりあえず、取材自体は成功でした。これでシナリオも万ばん全ぜんだと思います」

　頰ほおを染めて、俺と目を合わせないようにしながらそう言う涼すず花か。

　そんな涼花に俺は「そ、そうか」と返しながらぎこちなく箸はしを動かす。

　文化祭が終わったその夜、俺は家で涼花の作った夕飯を食べながら今日の成果について訊たずねていた。

　ちなみに、俺達の雰ふん囲い気きがなんかギクシャクしてるのは……、まああれだ、あんまり気にしないでほしい。あの一件のことはお互たがい忘れようってことになったしな……。

　あんな控えめだけどちゃんとプニプニな感触は──

「……お、お兄ちゃん？　何を考えているんですか？」

「い!?　い、いや、何も!?」

「なんだか顔が赤いですけど……。ま、まさかさっきの……！」

「ち、違ちがう！　こ、これはその……！　九月だけどまだ暑い日が続くなーって感じで！」

「…………まあ、それならいいですけど」

　結構無理矢理な誤ご魔ま化かし方だったが、意外なことにそれ以上は追つい及きゆうされなかった。

　勘かんの鋭するどい涼花にしては珍めずらしいな……。いやまあ助かったんだけど。

「そ、それより、取材成功したのはよかったよ。苦労した甲か斐いがあったってもんだ。これで神かん坂ざか姉し妹まいにも勝てるような同人誌が作れると思うと──」

「……………………」

「……って、おい？　涼花？」

　ふと、涼花が黙だまったままボーッとした感じでいるのに気がついた。

　時折見せるバグった様子じゃなくて、純じゆん粋すいにぼんやりしてるみたいな感じ。

　食事する手も止まっていて、茶ちや碗わんを片手に持ったまま動かない。

「おい、涼花？　涼花ってば！」

「……え？　な、なんですかお兄ちゃん？」

「それはこっちの台詞せりふだぞ？　ボーッとしてたけど、どうしたんだ？」

「い、いえ、何でもありません。少し疲つかれが出ただけで」

「ああ、なるほど。……最近ずっと多た忙ぼうだったしな。でも、これで文化祭も終わったし、少しはのんびりできるんじゃないか？」

「そうはいきませんよ。あの二人に勝つようなシナリオを書くという大事な仕事が残ってるんですから、のんびりなんてしてる暇ひまはありません」

　そう言いながら涼花が、食事を再開する。

「まあ確かに、明日にはＷダブルピース先生がうちに来てシナリオを見せることになってるからな。最後のひと踏ふん張りってところか」

「はい。……その、テーマについてはもうＷピースさんに話してあるんですよね？」

　その問いに、俺は「ああ」と頷うなずく。

　具体的な内容はもちろんまだだが、妹の学校での文化祭デートについて書くってことは事前に伝えてあった。それを基もとにイメージ画なども描かいてるって言ってたな。

「では、夕食の後片付けが終わったら早さつ速そくシナリオ作りに取り組みます」

「ああ、疲れてるだろうけどがんばってくれ。……だけど、後片付けは俺がやるから」

「むぅ……、もう文化祭も終わったんですけど。最近家事ができてないです」

　なんでそこで不ふ機き嫌げんな顔になるんだよ……。完かん璧ぺき超ちよう人じんだからか？

　けど、シナリオ作りって大事な役目が終わるまでは俺も譲ゆずるつもりはないけどな。

　……とまあそんな感じでその日は、講演会という一つの山を越こえたことによる安あん堵どとともに終わったわけだが、後から考えてみると認にん識しきが甘かったんだ。




　次の日の休日は、異変から始まった。

「……え？　も、もうこんな時間なのか？」

　俺が目覚めると、もう昼近くだったのだ。普ふ段だんなら休みの日でも、早起きした涼花が問答無用で起こしに来るはずなのだが、なぜか今日に限ってはそれがない。

　俺は急いで服を着き替がえて一階に下りる。しかしリビングやキッチンを始め、どこにも涼花の姿はなかった。どこかに出かけたのかとも思ったが、玄げん関かんにはちゃんと涼花の靴くつが残っていたので、俺はいよいよ首を傾かしげる。

「……まさか」

　嫌いやな予感がして、俺は二階へと駆かけ上がり涼花の部屋のドアをノックした。

「涼花？　涼花、いるのか？」

　返事はない。静かにドアを開けてみると、涼花がベッドで寝ねているのが見えた。

　俺は涼花の姿を見てホッとしたが、しかしすぐに様子がおかしいことに気がつく。

「……はぁ、はぁ……」

　息が荒あらい。眠ねむりながらも苦しそうに呼吸を繰くり返している。

　顔も赤く、俺が額に手を当ててみると、その熱さにギョッとした。高めの熱がある。

「……あ？　……お兄ちゃん……？」

　とその時、俺の気配に気がついたのか、涼花が目を覚ました。

「……え？　あ、すいません……、寝ね坊ぼうしてしまって……」

「ば、バカ！　寝てろって！　お前、熱があるんだぞ！」

　起き上がろうとした涼花を慌てて押しとどめる俺。

「熱……？　私、昨日お風ふ呂ろからあがって、それで少し頭が痛くて、ちょっと休きゆう憩けいしようとベッドに……」

「多分、風邪かぜだ……。きっと連日の疲れが出たんだ……、くそ……っ！」

　嫌な予感が的中した。もっと気をつけておくべきだったんだという後こう悔かいに苛さいなまれる。

　そういえば昨日から様子がちょっとおかしかったじゃないか。迂う闊かつだった……！

「と、とりあえず薬と……、なんか食べるものだな。持ってくるから寝てろよ」

　俺はそう言い残してキッチンへと向かう。

　市し販はんの風邪薬と水の入ったコップを用意。それとお粥かゆも作った。

　涼花の部屋に戻もどって、お粥を食べさせてから薬を飲ませる。

　意識がぼんやりしているのか、涼花は俺の言うことに素す直なおに従った。

「一日様子を見て、明日も熱が引かないようなら医者に行かないといけないな……。ヒドイようなら親父おやじ達にも連れん絡らくした方が……」

　俺がそう呟つぶやいていると、涼花はなにを思ったかベッドから抜ぬけ出そうとする。

「お、おい、なにやってんだよ。横になってないとダメだろ？」

「……でもシナリオを書かないと……。まだできていないんです……」

「シナリオって……」

「同人誌のです……。昨日の夜書こうと思って、でもその前に寝てしまって……」

　それを聞いて俺は「う……」と一いつ瞬しゆん言葉に詰つまる。だがすぐに頭かぶりを振ふって、

「だ、ダメだ！　熱があるのに……！　とにかく寝てろ！」

「でも、今日Ｗピースさんが家に来て、シナリオを渡わたす予定になっていたはずです……。勝負の日までもう後一週間と少しで、今日あたりがギリギリの締しめ切りだと……」

「そ、それでも今のお前に無茶をさせられるかよ！　Ｗピース先生には俺から謝って、土ど下げ座ざしてでも締め切りを延ばしてもらうしか……っ」

「でも、この風邪は長引くかもしれません……。一日で治る保証は……」

　そうは言うけど、こんな状態ではとても許容できない。

「Ｗピースさんは、お兄ちゃんが頼たのめば待ってくれるでしょう……。でもそれでもし同人誌が完成しないなんてことになったら……？　不戦敗なんて、私は絶対に嫌です……」

　……だ、だけど……っ、じゃあどうすればいいんだ？

　もちろん涼花の言ってることはわかるさ。Ｗピース先生はこれから涼花のシナリオを基に漫まん画がを描いて、製本とか会場搬はん入にゆうの手配とかをしないといけないんだ。

　そう言った手間を踏まえてギリギリ間に合うラインが今日と言われている。

　それをオーバーしたら、最悪涼花の言う通り不戦敗──そしてラノベ作家も引退……。

「だから私は、なんとしてもシナリオを書かないと……」

「──い、いや！　それでもダメだ！　お前はベッドから出さない！」

　また這はい出そうとする涼花を、俺は反射的に押しとどめた。

　シナリオを書かないといけないってことはわかってる。でも俺は、高熱を出して今にも倒たおれそうなくらいフラフラしている妹を見て、どうしても放ほうっておけなかった。

　涼花の作家生命は大事だが、それ以上に涼花の身体の方が大事に決まってる……！

「とにかく絶対安静だ！　シナリオは、何か代わりの方法を……！」

　そう口にしてみたものの、都合のいい代だい替たい案あんがすぐに思いつくはずもない。

　だがそうやって俺が悩なやんでいる時、ふと涼花がジッとこちらを見つめていることに気がつく。熱に浮うかされたとろんとした瞳ひとみ。だけど真まっ直すぐな視線。

「ではお兄ちゃん、一つ考えがあります……。お願いしてもいいですか……？」

　そしてそんな意外なことを言いだして、俺は思わず身を乗り出した。

「な、なんだ？　もちろん、俺にできることなら──」

「……お兄ちゃんがシナリオを書いてくれませんか……？」

　なんでもすると言うつもりだったが、その予想外の一言に俺は固まった。

「…………え？　お、俺が……っ、シナリオを!?」

「……はい。お兄ちゃんは私と一いつ緒しよにずっと取材してきましたし……」

「い、いや、でも俺は本当の作者じゃないんだから、クオリティの高いシナリオなんて」

「お兄ちゃんならできます」

　なぜかその言葉だけ、ハッキリと言い切る涼花。

「同人誌というのは、その作品が好きな人が作るものなんですよね……？　お兄ちゃんは私の作品が好きだって言ってたじゃないですか……。ラノベそのものは無理でも、同人誌のシナリオならできるはずです……」

　た、確かに理り屈くつの上ではそうかもしれないし、涼花が書けない以上他ほかの誰だれかがシナリオを書くしかないってのは当然の結論だろうが……、

「で、でもお前はそれでいいのか？　自分の作家人生を俺なんかに委ゆだねて──」

「……お兄ちゃんになら、かまいません……」

　涼花は強い視線を俺に向けながら、そう断言した。

　なんでそこまで俺を信しん頼らいしているのかわからない。

　でも、そこに込こめられた意思は、俺の躊ちゆう躇ちよを簡単に貫つらぬいてくるほど強く感じられた。

　……正直、自信はない。俺は涼花みたいな天才作家じゃなく、ようやく二次選考にまで手が届き始めただけの一ラノベ作家志望者に過ぎないからだ。

　でも……、それでも兄貴として、ここで断ることなんてできるはずがなかった。

「……っ！　わ、わかった。俺がシナリオを書く。その代わりお前は寝てるんだぞ？」

　涼花はそれを聞いて「はい……」と微かすかに笑えみを浮かべた。

　そしてそれとほぼ同時に、玄関のチャイムが鳴る音が聞こえてきた。

「……あ、Ｗピースさんが来たみたいですね……」

「そうみたいだな……。じゃあ俺は打ち合わせをしてくるから。不安かもしれないけど、お前はちゃんと寝てるんだぞ？」

「……大だい丈じよう夫ぶです。私はお兄ちゃんを信じてます……から……」

　涼花はそう答えて目を閉じると、薬が効いたのか、すぐに寝ね息いきを立て始めた。

　さっきまでとは違って、本当に安心しているのか、どこか安らかな寝ね顔がおだった。

「……ああもう……！　とんでもないことになったな……っ！」

　俺は今いま更さらながらにそんなことを呟きながら、そっと涼花の部屋を後にする。

　ここにきて永遠とわ野の誓ちかいの──妹の作家生命が俺の肩かたにモロに圧おし掛かかってきたのだ。

　とはいえ、退ひくことができないなら前に進む以外どうしようもない。

「やるしかねえ……っ。くそ、やってやる……っ！」

　俺は自分に発破をかけながら玄関へと向かう。

　だが同時に、拭ぬぐい切れない不安が俺の心に暗い影かげを落とすのも感じていたのだった。




　　　　▼




「すいませんでした！」

　Ｗピース先生を俺の部屋に案内した後、真っ先にしたのは頭を下げた謝罪だった。

「いえいえ、そんな謝らないでくだサイ」

　案の定笑って許してくれたが、その笑顔に甘えるわけにはいかない。

「でも先生にしては珍めずらしいデスね？　なにかあったんデスか？」

「い、いえ、なかなか思い通りのシナリオが書けなかったと言いますか……。あ、もちろん今日中には絶対にシナリオは完成させますんで！」

「はー、天才作家の先生でもそんなことがあるんデスね」

　Ｗピース先生の何気ない台詞せりふにもギクッとしてしまう俺。

「私の方は、一応テーマに沿ったラフをいくつか描いてきマシた。実際に女子校に潜せん入にゆうして取材しマシたので、結構自信作デスよ！」

「……もうあんな心臓に悪いことはしないでくださいよ」

「じゃあ今度はちゃんと私達も連れてってくだサイね！　……と、そう言えば途と中ちゆうでつまみ出されちゃいマシたけど、先生達はあの時どこに」

「そ、そんなことより早さつ速そくラフを拝見させてください！」

　慌あわてて話題を逸そらしながら、俺はＷピース先生のスケッチブックを受け取る。

　そしてページをめくった途と端たん、目を見張った。どれもこれも神坂妹に負けない──いやそれ以上にハイクオリティなイラストばかりだったからだ。

　……ただ、一つだけどうしても見過ごせない点があるのだが……。

「す、すごく上手なんですけど……、相変わらず全部の絵が鬼き畜ちく・凌りよう辱じよく風味のエロイラストになってるんですが!?」

「え？　そうデスよ？」

　素で返された。……確かに、Ｗピース先生相手には不適切なツッコミだったな……。

「女子校などというエロの楽園で兄妹きようだいがデートするとか！　そんなのエロエロになるに決まってるじゃないデスか！　兄に絶対服従の妹は、友人達の視線に被ひ虐ぎやく的な快感を抱いだき始める……！　ああもう、妄もう想そうしただけでアドレナリンＭＡＸデスね！」

　と、まったくいつも通りのテンションで興奮しているＷピース先生。

　普ふ段だんなら「あーうんそーですねー」と見ないふりをして軽く流す場面だが、今回ばかりはそういうわけにはいかない。俺は心を切り替かえる。

「Ｗピース先生……、すいませんけど、今回はこういう路線はＮＧです！」

「え、えええ!?」

　Ｗピース先生は、ガーンとこの世の終わりみたいな勢いで驚きよう愕がくする。

「い、いえあの、そこまで衝しよう撃げき的なことを言ったつもりはないんですけど」

「十分衝撃的デシたよ！　ＮＧってどういうことデスか!?」

「今回は単なる同人誌作成じゃなく、神坂姉し妹まいを倒すための『売れる』同人誌を作らないといけないんです。永遠野誓の引退だってかかってるんですから」

「それは私もわかってマスけど……」

「そのためには、やっぱり一いつ般ぱん受けするような内容じゃないとダメだと思うんですよ。エロ自体はいいんですけど、鬼畜・凌辱系はどうしても人を選ぶというか、マイナーな方向性ですから、今度ばかりはその路線で行くわけにはいかないんです」

　無類の鬼畜系好きであるＷピース先生相手に、ひどいことを言ってる自覚はある。

　でも、ここは心を鬼おににしないとダメだ。とにかく『勝つ』こと。

　涼花のために俺ができることを、極限まで突つき詰めていかないといけないんだ。

「そう、デスか。……うん、そうデスよね。先生の引退もかかってるんデスもんね」

　Ｗピース先生はしょんぼりしながらも、俺の言葉に頷うなずいてくれた。

　その困ったような笑顔に俺の心がズキズキ痛むが、今は無視するしかない。

「……すいませんけど、もっと普ふ通つうのイメージで描かきなおしてもらえますか？　その間に俺の方もシナリオを書きますんで」

「はい、わかりマシた。描きなおしマス！　普通のイメージ普通のイメージ………。えっと、目め隠かくしは普通デスよね？」

「全然普通じゃないです！」

　不安を残しつつも、Ｗピース先生はテーブルの前に座り、スケッチブックに向かう。

　俺もまたシナリオ作成のためＰＣの電源を入れ、文書作成ソフトを立ち上げた。

　……さて、いよいよ書き始めるわけだが、テーマ自体は決まってるんだから、それに沿って書けば大丈夫なはずだ。ちゃんと前提を押さえておけば俺だってなんとか……。

　……売れるってのは大前提だが、二次創作だってことも同じく大前提だ。となると、重要なのはやっぱりキャラの連続性だよな？　時々「こんなキャラじゃねえよ！」とツッコみたくなるような同人誌があるが、そういう事態は絶対に避さけないといけない。

　となると、まあ妹はいつも通りのお兄ちゃん好き好きキャラでいいとして、兄の方はやっぱり鈍どん感かんキャラをある程度持続させないといけない。でもそれって恋こい人びと同士になった後って状じよう況きようだとおかしくないか？　……いやいや、そこはコメディだし……。

　俺は思い悩みながらもシナリオを書いていく。

　そしてその都つ度ど浮かんだイメージをＷピース先生に伝えていった。

「えっと、場所が妹の学校なんで、女子生徒達に囲まれてるシーンからにしましょう」

「ふむ、王道デスね。ってことはモブキャラを出すということデス？」

「そうですね。そんな中、妹がデートできるうれしさで空回ってるシーンですかね」

「もう恋人同士になってるのに、妹はまだ空回るんデスね」

　不意に鋭するどい指し摘てきをされて、俺は言葉に詰つまる。が、

「ま、まあ原作のキャラに準じゆん拠きよしないといけませんし。それで、次はデート本番で、一緒に恋こい占うらないしたり、出し物のメイド喫きつ茶さでお茶を飲んだり……」

「ちょっと待ってくだサイね。軽く描いてみマス。……こんな感じデスか？」

　そう言ってＷピース先生はスケッチブックに描いたラフ画を見せる。

「……って、なんで妹が手て錠じようなんてしてるんですか……？」

「いえ、これから心身ともに兄のものになるという表現を込めてデスね」

「全然鬼畜風味が抜ぬけてないじゃないですか！　だからそういうのはＮＧですって！」

「むむむ……、難しいデス。……じゃあ、こんな感じデス？」

　再度差し出されたスケッチブックには、ようやく鬼畜風味が抜けたイラストがあった。

　……ふう、普通にだって描けるんだから最初からそうしてくれればいいのに。でもとりあえずこれでＯＫだ。いつも通りのハイクオリティなイラストで──……あれ？

「……？　どうかしマシたか先生？」

「え？　あ、いや、なんでもないです」

　……な、なんだろう。さっきの鬼畜絵とか普段のイラストに比べて、どこかクオリティが低いように見えた気がしたけど……、たまたまだよな？

「う、うん……。とりあえず、こういう感じでいってもらえれば」

　俺がそう答えると、Ｗピース先生はどこか浮うかない表情で他の絵も描いていく。

　その後もＷピース先生は、どこか背徳的な空気を感じるようなイラストを時折提示したりもしたが、それはその都度俺が没を宣告していくことになる。

　その結果、徐じよ々じよに鬼畜風味は消えつつあったが、それに連動するように違い和わ感かんが大きくなる気がした。とはいえ俺もシナリオ作りに必死で、気にしている余よ裕ゆうはなかった。

「うーむむむ……」

　Ｗピース先生が難しい顔をしてイメージ作りに取り組んでいる間、俺はシナリオを正式に文章にしていく。だが難航しているのは俺も同じだった。

　ようやく恋人同士になれた兄妹が、文化祭デートを通じてイチャイチャする。

　言葉にすると簡単だが、考えないといけないことは山ほどあった。

　ファンが求めている要素。原作のイメージを損そこねないこと。面おも白しろいかどうか。ちゃんとラブコメをしているのか。そしてなにより売れる作品になっているか。

　そういったことを考えながら見直すと、なんともいえない気分になる。

　少なくとも、涼花が書いたらもっと面白くなるに違ちがいない。

　とはいえ、俺は涼花みたいな才能なんてないんだ。これが俺の限界なんだ……。

「…………くそっ」

　だが俺は、落らく胆たんしつつも手は止めなかった。俺のことはどうでもいい。とにかく涼花を引退させない。そのことだけを考えて、俺はなんとかシナリオを完成させた。

　……ハッキリ言って、面白いかどうかはもはやわからない。ひたすら読者に迎げい合ごうして売れることだけを考えたものだ。それ以外どうすることもできなかったんだ。

「……Ｗピース先生、お待たせしました。シナリオができました」

　しかしＷピース先生は答えない。真しん剣けんな表情でひたすらイラストを描き続けていて、いつの間にかスケッチブックも二冊目に突とつ入にゆうしていた。

「Ｗピース先生？」

「……？　……あ、はい。すいマセん、集中してマシた。……えっと、シナリオができたんデスか？　すぐに拝見させてもらいマス」

　そう言って受け取ると、Ｗピース先生は熱心に読み始めた。

　俺は急にものすごく居い心地ごこちの悪い気分になって、

「あ、あの、俺コーヒーでも入れてきます！」

　逃にげるように自分の部屋から出てきてしまった。

　言ったからには、本当に入れてこないと……と、俺はそのまま一階に向かおうとする。

　その途中、ふと思いついて涼花の部屋を見に行った。涼花がちゃんとベッドで寝ねているのを確かく認にんした後、俺はキッチンに行ってコーヒーを入れる準備をする。

　最初はインスタントにしようと思ったが、なぜかコーヒーメーカーを取り出す俺。

　もしかして、部屋に戻もどりたくないのかもしれない──そんなことを考えながらぼんやりとコーヒーメーカーを眺ながめていると、ふっと目の前が暗くなった。

「…………あれ？」

　そしてハッと気がつく。一いつ瞬しゆんの出来事だと思っていたのに、いつの間にかコーヒーメーカーは止まっていて、キッチンは静まり返っていた。

「……え？　俺、まさか寝てた……？」

　慌てて時計を見ると、部屋を出てから小一時間経過していた。

　……や、ヤバイ！　Ｗピース先生を放置して一人で居い眠ねむりとか……っ！

　俺はすっかり冷めてしまっていたコーヒーをカップに入れて、急いで部屋へと戻った。

「す、すいません！　俺、ついウトウトしちまって──」

　しかし、ドアを開けて部屋の中を見た瞬しゆん間かん、俺は言葉を失った。

「…………」

　Ｗピース先生は、さっきと全く同じ姿勢で相変わらず絵を描き続けていた。

　しかし、部屋の中は様変わりしている。イラストが描かれた用紙がそこら中に散乱し、しかもそれらには全部バツ印が刻まれてあった。

　Ｗピース先生自身の雰ふん囲い気きも違っていた。真剣なのはさっきと同じだが、今はどこか鬼き気き迫せまるような感じがする。まるで何かに追い詰められているような……。

「だ、Ｗピース先生……？」

「……あ、先生デスか。お帰りなサイ……」

　Ｗピース先生は答えるが、手を止めようともしないし、顔も上げない。

「も、もしかしてあれからずっと描き続けていたんですか……？」

「……はい、そうデス」

「あ、あの、ちょっと休きゆう憩けいした方がいいんじゃ？　コーヒーも入れてきましたし」

　冷めちゃってますけど、と軽口を叩たたこうとしたが、

「いえ、そんな暇ひまはありマセんので」

「で、でも、あんまり根こんを詰めるのも──」

「私はまだ、先生のイメージに沿うようなイラストを描けてマセんから……っ」

　俺の言葉を遮さえぎって、Ｗピース先生は苦し気に言う。

　そうして顔を上げた時、俺は思わず息を吞のんだ。

「先生、すいマセん……。私に才能がないから、こんなにもご迷めい惑わくをかけて……」

「だ、Ｗピース先生!?」

　俺は慌あわてた。というのも、Ｗピース先生がなぜか目に涙なみだを浮かべていたからだ。

　あの、いつも無む邪じや気きな笑えみを浮かべて底そこ抜ぬけの明るさを見せてくれる人が。

「ど、ど、どうしたっていうんですか!?　さ、才能がないとか、一体……」

　わけがわからずしどろもどろになる俺を尻しり目めに、Ｗピース先生は再び手を動かしてイラストを描き始めようとする。しかし、今やその手は震ふるえていた。

「……私には絵の才能がないんデスよ。だから、才能の塊かたまりみたいな先生のイメージに沿うようなイラストを描くためには、努力し続けないといけないんデス……！」

「ええ!?　い、いや、いきなりなにを言ってるんですか!?　そもそもＷピース先生に絵の才能がないとか、エロゲの原画家もしてるし俺の作品でもめっちゃクオリティの高いイラストを描いてくれてるじゃないですか！」

「……それは、なんとか続けられていることデスよ」

　そう言ってＷピース先生は、自分の鞄かばんからボロボロのスケッチブックを取り出して、俺に手て渡わたして来た。

「こ、これは……？」

「私が絵を描き始めた頃ころの、最初のスケッチブックデス」

　どうぞ見てくだサイと言われ、俺はなぜかドキドキしながら表紙をめくった。

「……んなっ!?」

　そして驚きよう愕がくから思わず言葉を失う俺。というのも、そこにあったのは今のＷピース先生からはとても想像できないような下手へたくそなイラストの数々だったからだ。

「それが四年前のものデス」

「よ、四年前!?　で、でも、だって、今は……っ！」

「イラストなんてまるで描かいたことがなかった私デシたが、エロゲに出会って、自分の手で鬼き畜ちく・凌りよう辱じよくモノの絵を描きたいと心の底から思ったんデス。それからひたすら努力をし続けてきたんデス」

　……そ、それにしたって、こんなラクガキみたいな状態から、わずか数年で……!?

　普ふ通つうに考えたらとてもあり得ない。

　でも、実際にこんなものを見せられた以上は真実なのだろう。

　だとしたら、努力と一言で言ってはいるが、そこにはどれだけ尋じん常じようじゃないほどの苦労があったんだ……？

「……どうして、そんなにもがんばれるんですか……？」

　だから俺は、気がついたらそんな問いを口にしていた。

「好きだから、デスよ」

　しかしＷピース先生はあっけらかんと答える。

「鬼畜・凌辱モノのエロが好きだからがんばれたんデス」

　Ｗピース先生は俺を見つめてニコリと笑う。目め尻じりに涙を残したまま。

「そして、永遠野先生の作品も大好きだから、今だってがんばらないといけないんデス。けど、今回のシナリオはなぜかイメージがわかなくて、どうしても上手うまく描けないんデスよ……。いつもの原げん稿こうならイメージが溢あふれかえるくらいなのに……」

　ギクリと、俺の全身が強こわ張ばる。それはつまり、いつもの──涼花の原稿はそれだけのエネルギーを持っているということだからだ。

「あ、でも私、がんばりマスから！　絶対に先生のイメージ通りに描きマスから！」

「………………あ」

　俺はその言葉を聞いた瞬間、なにかとても鋭するどいものが胸を貫つらぬいたのを感じた。

　それがなにかはわからない。わからないけれど、激しい痛みが俺を襲おそう。

　涙を浮かべながらも笑顔を見せて、こんなにも気き丈じように振ふる舞まうＷピース先生。

　才能がないと自覚しながら、それでも前に進もうとし続ける努力の人だったなんて。

　それに比べて、俺はなんだ？

　才能がないなんてことを言い訳にして、適当なシナリオを書いて誤ご魔ま化かしていただけ。

　Ｗピース先生は普ふ段だん、涼花のラノベで素す晴ばらしいイラストを描いてくれている。

　なのに今回それができないってのは、完全に俺のシナリオがダメだからじゃないか。

　……胸が苦しい。このままじゃダメだって、そんなことばかりが頭の中を回る。

　でも、でもじゃあ一体どうすればいいんだ!?

　神坂姉し妹まいに負けるわけにはいかない。そのためには売れる作品を出さないといけない。

　そのためには……、そのためにはどうすればいいってんだよ俺は!!

「……俺は」

　頭がオーバーヒートしているのか、なにも考えられなかった。

　なにが正しいのか、なにが間ま違ちがっているのか、なにをどうすればいいのか、全すべてがもう全然わからない。

　でも、そんな時カチャリと、部屋のドアが開く音が聞こえたんだ。

「……お兄ちゃん……？」

　そこには涼花が立っていた。




　　　　★




「…………あれ？」

　目を覚ますと、私は自分のベッドで寝ていました。

　なんだか頭がぼんやりしています。身体もどこか気だるいです。

「……ああ」

　思い出しました。私は風邪かぜをひいたんでした。それでお兄ちゃんに寝てろと言われて。

「……お兄ちゃん」

　風邪をひいた私を心配してくれて、いっぱいお世話してくれました。

　薬を持ってきてくれて、お粥かゆまで作ってくれて、私のことを気づかってくれて……。

　……えへ、普段はちょっと頼たよりないけど、いざという時は本当に力になってくれるんです。さすがは私の大好きなお兄ちゃんですね……。

「……お兄ちゃん？」

　お兄ちゃんに会いたい。そう言えば、お兄ちゃんはどこですか？

　……ああ、そうでした。私の代わりに同人誌のシナリオを書いてくださいとお願いしたんでしたね。お兄ちゃんなら絶対最高のシナリオを……。

　……あれ？　待ってください？　ということは、今お兄ちゃんはＷピースさんと一いつ緒しよに作業をしているんですか？

　それって、二人きりってことじゃないんですか……？

「……そんなの、ヤです……」

　私はお兄ちゃんとＷピースさんが二人きりでいるところを想像して、悲しくなります。

　鼻の奥がツンとして、なんだかすごく切ないです。

　気がついたら、私はベッドから抜ぬけ出して、お兄ちゃんの部屋に向かっていました。

　なんだか足がフラフラするけど、お兄ちゃんに会うためだからがんばらないと。

「……お兄ちゃん……？」

　ドアを開けると、やっぱりお兄ちゃんとＷピースさんが一緒にいました。

　ダメです。お兄ちゃんは私のものです。私だけのものなんですから、他ほかの女性と二人きりなんてダメですよ。そんなの嫌いやです。嫌……だもん。

「す、涼花!?　お前、起きてきたのか!?」

　お兄ちゃんは驚おどろいた顔で私を見てきます。

　どうして驚いてるんですか？　わかりません。でもそんなことはどうでもいいです。

「お兄ちゃん……っ」

　私はお兄ちゃんに会えた喜びでいっぱいです。

　お兄ちゃんのぬくもりを感じたい。お兄ちゃんのにおいに包まれたい。

　その一心で私はお兄ちゃんに向かって手を伸のばします。

「あ、危ない！」

　と、その時お兄ちゃんから私を抱だきしめてくれました。

　……ふにゅ、あったかい……。いいにおい……。お兄ちゃん……。

「……ったく、フラついてるくせになんでベッドから出てんだよ……っ」

「妹さん、どうかしたんデスか？」

「風邪をひいちゃったみたいで……。すいません、寝ねかしつけてきますから」

　そう言ってお兄ちゃんは、私を抱きかかえたまま部屋を出て行きます。

「お姫ひめ様抱っこ……」

「な、なに言ってんだお前。熱でボーッとしてるんだな？」

　お兄ちゃんはお姫様抱っこをしてくれずに私の部屋まで行くと、また私をベッドに寝かしつけました。

　確かに頭はボーッとしてるけど、お姫様抱っこしてほしかったのは本心なのに……。

　でも、あれ……？　普段でも私、こんなお願いできましたっけ……？

「……ったく、病人なんだから大人しく寝てろよ？」

「あ、待って……」

　自分の部屋に戻もどろうとするお兄ちゃんを、私は呼び止めます。

「なんだ？　もしかして具合が悪いのか？」

　いえ、そうじゃなくてもっと一緒にいたいから……。

　私はそう言おうと思って口を開きましたが、その時ふと気がつきました。

「……お兄ちゃん？　どうしてそんなに辛つらそうな顔をしてるんですか……？」

「……え？　い、いきなりなに言ってんだ？」

　お兄ちゃんは咄とつ嗟さに誤魔化そうとしましたが、そんなことしても無む駄だです。

　私はずっとお兄ちゃんのことを見てきたんですから。

「……なにか、嫌なことでもあったんですか……？」

「べ、別にそんなことは……っ。お、お前は気にせずに寝てろよ、な？」

「……嫌です。誤魔化さないでください」

　私はぷくーと頰ほおを膨ふくらませながら反論します。

　それでもお兄ちゃんは困った顔で黙だまってしまうばかりで、なにも言ってくれません。

「……もしかして、同人誌のシナリオのことですか？」

　私の言葉に、お兄ちゃんはあからさまに焦あせります。

「どんなシナリオにしたんですか……？　教えてください……。じゃないと私、絶対に寝ませんから……！」

「そ、それは……」

　ですがお兄ちゃんはなぜか言いよどんで黙ってしまいます。

　……？　頭がボーッとして、私はその反応の意味がよくわかりません。

　もしかしてお兄ちゃんはなにかに悩なやんでいるんですか？

「……そんなに難しく考える必要はないですよ、お兄ちゃん……」

　私は気づいたら、いつの間にかこう口にしていました。

「……お兄ちゃんは、お兄ちゃんの好きなようにシナリオを書いてください……」

　するとお兄ちゃんは「え？」と驚いたような表情を見せます。

　……??　その反応の意味もわかりません。私は何か変なことを言いましたか？

「い、いや、俺が好き勝手書いたって『売れる』ような作品は──」

「……？　お兄ちゃんは私の作品が好きなんですよね……？」

　そう質問すると、お兄ちゃんはやがて苦しそうな顔で、

「……っ！　す、好きだよ！　好きに決まってるだろ！　だから俺は──」

「じゃあ、その気持ち通りに書いてくれれば最高の作品になりますよね……！」

　私の言葉に、お兄ちゃんはなぜか息を吞のみました。

「……だってお兄ちゃんは私の作品の一番のファンなんですからね……！　その愛情をもとにシナリオを書いてくれれば、きっと最高に面おも白しろい兄妹きようだいのラブラブストーリーが出来上がるに違ちがいないわけですよ……！　えへへへへ……」

「あ────」

　はぅ……、想像しただけで身体がもっと火ほ照てってきます。

　同人誌は作品への愛情を込こめたものだってお兄ちゃんは言ってました。

　そしてお兄ちゃんは私の作品にこれ以上ない愛情を持ってくれているんです！

　私のお兄ちゃんへの想おもいを書き綴つづった、あの物語にですよ!?

　こんなの、世界でお兄ちゃんが一番最高のシナリオを書いてくれるに決まってるじゃないですか！　ねえ!?

「兄と妹のラブラブパワーで、私の作品を否定したあの二人を打ち破るんですよ……！　ああ、早くお兄ちゃんの同人誌が見たいです……！　えへへへ……、こほこほっ」

　ちょっと興奮しすぎたからか、さっきよりも頭がボーッとしている気がします。

　でも、私とお兄ちゃんの愛が合わさって敵を倒たおすなんて最高の展開、想像しただけでニヤニヤしてしまうのは仕方がないことです……！

「……？　お兄ちゃん？」

　その時ふと気がつくと、お兄ちゃんが目を大きく開いて私を見つめていました。

　無言のままジッとこちらに向けられる熱い視線。

　こ、これはきっと、私の気持ちに応こたえてくれるという意思表示ですね！

　えっとえっと、じゃあ私ももう一度だけお願いしておきましょう！




「……お兄ちゃんの愛がいっぱい感じられるような同人誌を作ってくださいね……！」




　まあわざわざこんなことを言わなくても、お兄ちゃんなら愛情たっぷりの作品を書いてくれるに決まってるんですけどね！　えへ、えへへへへ……、こほこほこほっ。

「……涼花」

　私の言葉に、お兄ちゃんはなぜか俯うつむいて黙ってしまいました。

「……わかった。俺が間違ってたよ」

　ですがやがてお兄ちゃんは、意を決したように口を開きます。

　……？　間違ってたって、なんの話ですか？

「お前の言う通りだ……。作品が好きだって気持ち以外で、俺が勝てる要素なんてないもんな。……でも、それって同人誌で一番大事なことなんだよな……」

　けれど、そう言って拳こぶしをグッと握にぎりしめるお兄ちゃんがもう信じられないくらい凜り々りしくてカッコよくて、私の疑問なんて一いつ瞬しゆんで吹ふき飛んでしまいました！

　……なんだか身体からだ中からお兄ちゃんへの想いが噴ふき出しそうで、こんなの思わず抱き付きたくなってしまいますよ！

　……でも、残念ながら身体がだるくて上手うまく動いてくれません。

　うう、健康ならここで思いっきりお兄ちゃんに甘えて……、あれ？　私、普ふ段だんからこんなに素す直なおでしたっけ？

「……ああくそっ、俺って本当にバカだ……。こんな簡単なことにも気づかなかったなんてな……。ごめん涼花、今度こそ俺ができる最高のシナリオを書いてみせるよ」

「は、はい……！」

　それを聞いて、私は全身に甘い痺しびれを感じました。

　お兄ちゃんが最高のシナリオを書くなんて言うまでもないことですけど、それを約束してくれたことのうれしさと言ったら……！

「……じゃあ俺はそろそろ行くよ。ありがとうな涼花。俺はもう大だい丈じよう夫ぶだから、お前は安心して寝ててくれ」

　その時、お兄ちゃんは部屋から出て行こうと立ち上がりました。

　……え？　そ、そんなの嫌です。

　最高のシナリオは書いてほしいですけど、それでもせっかくお兄ちゃんと二人きりなんですから、もっともっと一緒にいたい。甘えたい……！

「涼花？」
















　気づいた時には、私はお兄ちゃんの服を摑つかんで引き止めていました。

「なんだ？　まだなにか心配なのか？」

「……え？　私は最初から心配なんてしてませんけど……」

「ど、どうもありがとう……？　じゃなくて、まだなにかあるのか？」

「え、えっと……、私が寝るまで、一緒にいてください……」

　咄嗟にではありますが、私はハッキリとそう口にしていました。

　普段では言えないことが、今では不思議と言えてしまいます。

「そ、そりゃまあ、いいけど……」

　お兄ちゃんは戸と惑まどいつつも、再び私のベッドの傍そばに戻ってきてくれました。

「そ、それから……、ポンポンってしてほしいです……」

「ポンポン……？」

「その、お腹なかを優やさしくポンポンって……」

　私は自分でも意外なほど、素直に欲よつ求きゆうを伝えていました。

　我ながら子供っぽいと思ったけれど、今はとにかくお兄ちゃんに甘えたかったんです。

「えーと……、こうか？　な、なんか子供の頃ころみたいだな……」

　お兄ちゃんは恥はずかしそうにしながらも、私の言う通り布ふ団とんの上から優しくお腹のあたりを撫なでてくれます。ゆっくりとしたリズムで、どこまでも優しく……。

「ふにゃ……」

　私はこれ以上ないくらいの安心感に包まれて、すぐに身体中がポワポワしてきました。

　お兄ちゃんは「……な、なんか今日の涼花は変だな。熱があるからかな……」なんて呟つぶやいてましたけど、そんなことがどうでもよくなるくらい気持ちいいです。

「……おにぃ……ちゃん……」

　そしてすぐに、私の意識は眠ねむりへと落ち込んでいきました。

　もっとこの幸せな時間を味わっていたいと思っても、夢の世界への誘ゆう惑わくは強きよう烈れつで、とても抗あらがうことができません。

「……おやすみ涼花。……それから、ありがとうな……」

　遠くから聞こえるお兄ちゃんの優しい声。

　そしてその声に誘さそわれるように、私は意識を手放すのでした……。




　　　　★




　俺が自室に戻ると、Ｗピース先生は相変わらずの勢いで絵を描かき続けていた。

「あ、先生？　妹さんは大丈夫なんデスか？」

　俺はそれには答えず、部屋に散らばるイラストの数々を眺ながめていく。

　そして最初に見せられたスケッチブックを手に取り、一番初めにＷピース先生が描いた鬼き畜ちく風味のイラストをじっくりと見直す。

「あの、先生？」

　……うん。やっぱりそうだ。

　１００％Ｗピース先生の嗜し好こう丸出しな鬼畜風味のイラストの方が、俺が無理に注文つけたものよりよほど生き生きしてる。

　どうして俺は今まで気がつかなかったんだろう。

「……Ｗピース先生、すいませんでした」

「え？　ど、どうしたんデス？」

「こんなに苦労をかけてしまった後で本当に申し訳ないんですけど……、今からシナリオを全部書きなおします」

　俺の言葉にＷピース先生は「ええ!?」と驚おどろく。……そりゃそうだろうな。

「そ、それってどういうことデスか!?」

「……俺は今までずっと勘かん違ちがいしてたんですよ。神坂姉し妹まいに勝つためには売れるものを作らないといけないと思って、それで読者に迎げい合ごうしたつもりで無難な方無難な方へと流されて……。しかもそれをＷピース先生にも押し付けてしまいました」

　でも、それは間違っていたんだ。

「考えてみればおかしなことでした。それって、神坂妹が先生の作品を否定したのと同じ論理じゃないですか。好きでもない内容なのに、売れるという理由だけで同人誌を作る。そんなの、俺達がやるべきことじゃなかったんです」

「先生……」

「Ｗピース先生の同人誌のように、ただ好きだから──それだけでよかったんです。そういう作品でこそ、神坂姉妹に勝ったと言えるんですよ」

「急にどうしたんデス？　妹さんとなにかあったんデスか？」

「……俺はバカなんで、気づかされたんです。間違った道に行こうとしてたところを、ガツンと言われてね……」

　俺は苦く笑しようしながら答える。……でも、もう迷わない。

「俺、これからは好きなようにシナリオを書きます。つまらないことは全部頭から追い出してね。……だから、Ｗピース先生も自分の好きなように絵を描いてください！」

「え？　で、でも私がそれをすると……」

「大丈夫、俺はＷピース先生を信じてますから！」

「信じて……？　で、でも私には才能なんて」

「才能なんかどうでもいいです。Ｗピース先生も俺の作品を心から愛してくれてるんですから、その時点でもう、最高の絵を描いてくれるに決まってるじゃないですか！」

　今いま更さらですいませんけど、と俺は頭を下げる。……ほんと今更だ。

　涼花が俺の作品への愛を信じてくれたのと同じように、俺もＷピース先生を信じればそれでよかったんだよ。

　そして俺は、Ｗピース先生の作品への愛を心の底から信じてるんだからな！

「…………」

　Ｗピース先生は、顔を俯かせてしばらく黙だまっていた。しかし間もなく、

「……いいんデスか？」

　肩かたを震ふるわせながら言った。

「……私なんかが好きに描いていいんデスか？」

　今さっき涼花のおかげで、何かを作る時に一番大切な姿勢を教わった。

　俺はそれを、自分に向かって言い聞かせるつもりで、口にする。

「もちろんです！　好きなものを好きなように作るのが作品じゃないですか！　だからＷピース先生も、好きなものを好きなように描けばいいんですよ！」
















　それがきっと、最高の作品を生み出す当たり前の秘ひ訣けつ。

　だから俺は「お願いします！」と、今までの謝罪も込こめてテーブルに頭をついた。

　Ｗピース先生はなお肩を震わせていたが、やがて顔をバッと上げると、

「か、描きマス！　私、愛してマスから！　先生の作品を、これ以上ないくらい愛してマスから！　だから、だからもう、好きに描きまくりデス!!」

　まだ目め尻じりに涙なみだを残しながらも、輝かがやかんばかりの笑えみを浮うかべてそう言った。

　そしてその瞬しゆん間かんから、俺達の同人誌作りがようやく始まったのだった。




「今日はありがとうございマシた！」

　Ｗピース先生は玄げん関かんから出たところで振ふり返り、深々と頭を下げた。

　空を見上げると、もうすっかり暗い。いつの間にか夜になっていたのだ。

　やるべきことは全すべて終わった。あとは仕上げをして即そく売ばい会かいに出す準備をするだけだが、そこはもうＷピース先生だけの作業。俺にできることはもはや何もなかった。

「……俺は散々迷めい惑わくをかけただけで、お礼なんて言われるわけには」

「いえ、迷惑なんて何一つありマセんよ！　私、自分のイラストが根本から認められたのは初めてなんデス！　すごくうれしくて……、だから本当にありがとうございマシた」

　そう言って、また笑顔で頭を下げるＷピース先生。

「……お礼を言うのは俺の方ですよ。これから俺も、才能のなさとか他人の目とかを気にせずに、自分の好きなものを好きなように書き続けていきます」

「え？　でも先生は今でもそうしてるじゃないデスか」

　Ｗピース先生は不思議そうに首を傾かしげる。

　……涼花の作品はそういう風に思われているんだな。

「それでは、同人誌は最高の仕上がりにしてみせマスから、来週のコミステを楽しみにしててくだサイね！」

「……絶対に勝ちましょうね」

「はい！」

　ぶんぶんと手を振りながら去って行くＷピース先生を見送ってから、俺は家に戻もどり涼花の部屋へと向かった。

「……あ、お兄ちゃん……？」

　ドアの開く音で目覚めたのか、涼花は上体を起こそうとする。俺はそれをとめて、

「……おかげで、俺ができる最高のシナリオが書けたよ。Ｗピース先生も、同人誌を最高の仕上がりにしてくれるってさ」

　それだけを短く伝えた。

「……よかった」

　すると涼花は、半分眠っているかのようなほわほわした笑みを浮かべて、

「どんなシナリオなのか、教えてもらっていいですか……？」

　それはまるで、小さな子供がおねだりをするような声こわ色いろに聞こえて、俺は一いつ瞬しゆん昔を思い出してしまった。そして苦笑しながら「もちろん」と頷うなずいて語り出す。

　俺がいかに涼花の作品を愛しているか、それをもう一度言い聞かせるかのように。

「……えへへ、兄妹きようだいでイチャイチャ……、お兄ちゃんが……」

　運命の即売会の日まであと一週間。

　だけど、涼花からは俺に任せた不安のようなものは全く感じられなかった。

「ふにゅ……、おにい……ちゃん…………」

　やがて俺が語り終えると同時に、涼花は安らかな寝ね息いきを立て始めるのだった。




　　　　▼




　そして勝負の日は瞬またたく間に訪おとずれた。

　俺は涼花と並んで、コミステの会場を見上げる。……いよいよだ。

「さあお兄ちゃん、行きましょう」

　緊きん張ちようする俺とは対照的に、涼花は落ち着いた様子だった。

　途と中ちゆうで舞まいとも合流し、サークル入場をしてＷピース先生のブースを目指す俺達。

「ついにこの日が来マシたね！　勝ちに行きマショう！」

　Ｗピース先生は気力をみなぎらせて出で迎むかえてくれた。もちろん俺達も同じ気持ちだ。

　そうして開場の準備をしている時だった。

「……こんにちは」

「ふんっ！　逃にげ出さずに来るなんて、その根こん性じようだけは立派じゃん」

　神坂姉妹がこっちのブースにやって来た。

　姉はいつも通りの無表情だが、妹は前にもまして不ふ機き嫌げんそうな態度だ。

「……なにしに来たんだよ」

「うちの同人誌を持ってきてあげたのよ。だからあんたのとこのも渡わたしなさいよね。内容じゃ勝てないからって全編カラーにしてないかとか、確かく認にんしないとだし」

　同人誌を交こう換かんすると、神坂妹は早さつ速そくそれを眺めて、

「……ふうん、表紙は普ふ通つうなのね。いよいよアッヒーも全年ねん齢れい版に目覚め──……って、中身これ！　いつものアッヒーのと全く変わらないじゃないのよ！　……い、いや、これっていつもよりよっぽどエロ……っ!?」

　しばらくの間無言でまじまじと内容を見ていた神坂妹だが、やがてハッと気がつくと、顔を真っ赤にしてワナワナと震え出す。

「ふ、ふん!!　結局なんの進歩もないってわけ!?　ああそう！　これじゃ早くも勝負は決まったようなものね！　引退声明楽しみにしてるから！」

　そして大声でがなり立てると、姉と一いつ緒しよに足早に立ち去って行った。

　……早くも勝利宣言かよ。なめられたもんだな。

「みんな、気にすんなよ。勝負はこれからだ」

「そうですね。……とはいえ、この無礼のお返しは考えておかないといけません」

「そうね、勝負の結果にかかわらずケジメは重要よね」

「……け、警察沙ざ汰たにだけはならないようにな……」

　剣けん吞のんな雰ふん囲い気きで神坂姉妹の去った方向を睨にらみつけてる二人に、俺は小声で言っておく。

　……と、それはともかく、こっちもあいつらの同人誌の中身を確認しておくか。

　向こうが反則してるかもしれないし──などと思いながら表紙をめくった俺だったが、その内容が目に入った瞬間「こ、これは……！」と絶句してしまった。

「ま、まさかこれ……、十八禁作品なのか……？」

　その呟つぶやきに気づいたＷピース先生が、俺の肩かた越ごしに同人誌を覗のぞき込んでくる。

　その間もページをパラパラとめくり続ける俺だったが、見み間ま違ちがいでもなんでもなく、これは正しよう真しん正しよう銘めい十八禁のエロ同人誌だった。

「今までずっと全年齢版だけだったはずなのに、ここに来て……」

「それだけ本気なんデスね、ルナちゃん……」

　俺はショックを受け、Ｗピース先生さえも驚きに戸と惑まどっているようだ。

　……まさか十八禁で攻せめてくるとは……。いや、こっちの同人誌も十八禁なんだけど、それはＷピース先生のサークルではいつものこと。

　一方で、今まで十八禁を出してこなかった大人気サークルが今になって出したとなるとそのインパクトは計り知れない。

「？　どうかしましたか？　お兄ちゃん」

　その時涼花の声がして、俺は反射的に「い、いや」と同人誌を閉じた。

　……俺もＷピース先生もやるべきことはやったんだ。今更心配しても仕方がない。

「なんでもないよ。それよりもう一度ブースの再確認をしよう。Ｗピース先生？」

「大だい丈じよう夫ぶデス。準備は完かん了りようしてマスよ。……もうすぐ始まりマスね！」

　そう言って、Ｗピース先生はテーブルに置かれた同人誌を指さしながら笑顔を見せる。

　俺と先生の魂たましいの結けつ晶しようが、いまや立派に製本され整然と並んでいた。

　そして、ついに開場の時間となった。運命の勝負──即売会が始まったのだ。




「ありがとうございましたー」

「……ありがとうございました」

　俺は涼花と並んで同人誌の販はん売ばいをしていた。

　今回はコスプレしてないので、涼花もこの前に比べると慣れた様子だった。

「えっと、こっちの山はもうなくなったな」

「良いペースなのではないですか？　この前と比べても、お客さんが多い気がします」

　涼花の言う通り、お客さんはほぼ途と切ぎれることなくやって来ていい感じだ。

「やっぱり先生の作品が元ネタデスから、そのあたりのブーストがあるみたいデスね」

「……そういや、俺の作品を元ネタにするサークルも増えましたね」

　この前のコミケからわずか一月程度で、目に見えて多くなってるもんな。

「それはともかく、アンビヴァレンツの様子はどうなんでしょうか」

　それは俺も気になる。重要なのは神坂姉し妹まいとの売り上げ勝負という点だから、いくらペースが順調でも相手を上回らないと意味がない。とはいえ──

「……こっからじゃ見えないからな」

　同じ壁かべサークルとはいえ、向こうはシャッター前だ。

　場所も離はなれており、ここからでは様子をうかがい知ることはできない。

　だから今、舞が偵てい察さつに行ってるんだが……。

「た、大変大変！」

　とその時、俺の呟きと同時に舞が帰ってきた。……しかも、かなり慌あわてた様子で。

「ど、どうした!?」

「あいつらのサークル、長ちよう蛇だの列を作ってるわよ！　アンビヴァレンツが永遠野誓のラノベを選んだとかで話題になってるんだけど、それだけじゃなくて初めての十八禁本ってことがすごい話題になってるらしいの！」

　その言葉で、あの同人誌の内容が何かの間違いなんかじゃないと裏付けられる。

「ど、どうすんのよ祐ゆう！　このままじゃ……っ」

「落ち着くんだ。まだ勝負がついたわけじゃない。確実に売り続けるんだ」

　俺は自分の書いたシナリオを信じていた。あの日、Ｗピース先生と一緒に作り上げた同人誌は、涼花の作品のファン作品として最高のものだという自信があるからだ。

「……もう！　私もう一回見てくる！」

　しかし舞はたまりかねたように、再びブースを飛び出していった。

　その間もお客さんは確実に来ている。とはいえ、確かにアンビヴァレンツに追いつけるような勢いではないので、俺の心にも一いち抹まつの不安がよぎる。

「お兄ちゃん、大丈夫ですよ。私はお兄ちゃんを信じてますから」

　けれどそんな俺の心中を察してか、涼花が穏おだやかな顔でそう言ってくれた。

　その余よ裕ゆう溢あふれる笑え顔がおに不安はすぐ消えて、俺は「そうだな」と頷き返す。

　……でも、やっぱりアンビヴァレンツの同人誌はそれだけ中身もすごいんだろうか？

　さっきは十八禁ってところに目を奪うばわれて内容はじっくり読んでなかったし、気になった俺は再度中身に目を通してみようと表紙をめくった。

「………………あれ？」

　だが、すぐに変な違い和わ感かんを覚える。

　……気のせいか？　あいつらの他ほかの同人誌と比べると、明らかにクオリティが……。

「あ、先生!?　今日もいらっしゃってたんですか!?」

　とその時、聞き慣れた声が聞こえてきて、俺は思わず顔を上げた。

「……え？　み、水み無な月づきさん？」

「はい！　先生の未来の妹、水無月桜さくらです！」

　いつも通りの笑顔でそう答える水無月さんだが……、なんでここに？

「先生は今日もサークルのお手伝いですか？　そうとわかってたら最初から来てたのに」

「え、ええまあそんなところですけど……、水無月さんはどうして？」

「あ、そうでした！　ど、同人誌はまだ置いてますか!?　……あ、ある！」

　テーブルの上の同人誌を見て、大喜びする水無月さん。

「売り切れてなくてよかったぁ……！　ひ、一人で三冊買ってもいいですか!?」

「それはかまいませんけど、どういうことなんです？」

　俺が本を手て渡わたしながら訊きくと、水無月さんは目を見開いて、

「え、先生知らないんですか？　今この同人誌がネットですごく評判なんですよ!?」

「ネット？　評判？」

「はい！　大ファンである桜は永遠野先生情報に常にアンテナを張ってるんですけど、さっきからここの同人誌がスゴイって情報が流れてきてるんですよ！　それを見てたらいてもたってもいられなくなって、無理言ってお仕事を抜ぬけて駆かけつけたんです！」

　……え？　どういうことだ？

　正直、全然状じよう況きようがつかめない。しかし、俺が呆ぼう然ぜんとしていると、

「あ、すいません、一冊ください」「あの、こっち二冊お願いしてもいいですか？　友達に頼たのまれて」「やった！　間に合った！　これください！」

　なぜか突とつ然ぜん、お客さんがすごい勢いで増え始めた。

「お、お兄ちゃん、これは……」

「……い、いや、わからん。でも、とにかく今は対応を！」

　見ると、既すでにＷピース先生はお客さん相手にフル稼か働どうしていた。

　俺と涼花も押し寄せる人波をさばくため接客に戻もどるのだが、……なにが起きてる!?

「……先生先生、ほら、これを見てください」

　と、水無月さんが俺の肩かたをツンツンと突つつきながらスマホを見せてきた。

　俺はその画面を見て「あ」と思わず声を上げる。

　というのも、ＳＮＳか掲けい示じ板ばんか知らないけど、そこには同人誌の購こう入にゆう者と思おぼしき人達の予想外の書き込みがあったからだ。

『神作品キタコレ！　ファンは即そく買いだろ！』『妹タンエロ過ぎ兄貴鬼き畜ちく過ぎ』『この作者原作好き杉すぎだろｗ』『ってかアヘ顔がお先生って公式絵師じゃん。こんなの出していいのかよｗ』『レア化する予感。転売ヤーに流れる前にファンで買え！』……などなど。

「これって……」

　いつの間にかこんなことになってたなんて……。

　同人誌を買った人が、ちゃんと中身を見て評価してくれたんだ……！

「ひゃぁ……、なんですかこれ！　えっち過ぎますよぉ……。ハァハァ……」

　水無月さんは頰ほおを染めてニヤニヤしながら同人誌を読んでいた。

　……これが大人気声優だなんてとても言えないくらい顔が緩ゆるんでいるけど。

「……あの、面おも白しろいですか？」

「いや、面白いと言いますか、元作品への愛がすごく伝わってきて、ファンにしてみればたまらない出来ですよこれは！　鬼畜な雰囲気なのに、原作のにおいがすごくするんですよ！　こういう解かい釈しやくもあるんだなぁって！」

　まるで公式鬼畜エンドみたいです！　と言って、再び同人誌に戻る水無月さん。

　俺はそれを聞いて、身体からだの奥がジィン……となったような気がした。

「お、お兄ちゃん、お客さんが……！」

「あ、す、すまん！　俺も手伝うから」

　そうこうしているうちにも、いつの間にかお客さんが溢あふれんばかりに押し寄せてきていた。俺はとりあえず水無月さんをブース内に避ひ難なんさせて対応に回る。

「た、大変大変大変！」

　とまた舞がさっきと同じようなテンションで戻ってきた。

「あ、アンビヴァレンツの様子がおかしいのよ！　なんか列が一気になくなって、急に人がいなくなっちゃって……」

「え!?　どういうことだ!?」

　俺が驚おどろいていると、水無月さんが「アンビヴァレンツ……？」と首を傾かしげた。

「……なんか聞いたことあるような……。あ、そうだ！　そこも永遠野先生の同人誌を出してたサークルだってネットにあったんだ！　でも、肝かん心じんの中身がダメダメだって」

「……中身がダメダメ？」

　俺がそう返すと、水無月さんはスマホを眺ながめながら、

「えっと……、どうやら原作愛が全然ないような中身で、ただエロだけってパターンみたいですね。よくあるんですよ。人気だからって乗っかって、中身がスカスカなの」

　そんなのファンからしてみれば最悪ですからねーと笑う水無月さん。

　……それって、あの違和感は気のせいじゃなくてやっぱり……。

「うわっ!?　な、なんなのこの人の数!?　なにがあったの!?」

「……っと、そうだ！　と、とにかく今はお客さんを……！　お前も手伝え！」

「桜も手伝います！」

「いや、仕事抜け出してきたんでしょ!?　水無月さんは早く帰ってください！」

　そんなことを言いつつも、俺達はお客さんの対応に必死になる。

　用意していた同人誌は瞬またたく間まに売れていき、それでも人の数は増えていくばかり。

　俺が勝負の行方ゆくえを気にする余よ裕ゆうもなく忙ぼう殺さつされていく中、

「……これが、愛の力です……！」

　横にいた涼花が、ポツリとなにかを呟つぶやいた──気がした。
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「な、なんでこんなことになるのよ……っ！」

　イベントが終わり、お客さんがいなくなってすっかり閑かん散さんとした会場内。

　サークル関係者達が後片付けをしている中、俺達はＷピース先生のサークルブースで神坂姉妹と向かい合っていた。

　勝負の結果は……、俺達の完勝だ。

　初動こそ勢いのあったアンビヴァレンツだが、その後いきなり失速し、結局用意した在庫を売り切ることはできなかった。

　一方で俺達は、中ちゆう盤ばんでまさかの大爆ばく発はつ。一気に売り上げを伸のばし、時間が来る前に全すべてをさばくことができた。……まさかの大逆転だった。

「なんで……っ、なんでなんでなんで……っ！」

　神坂妹は未いまだに負けを認められないらしく、文字通り地じ団だん太だを踏ふんでいた。

　今までトップをひた走っていたエリートの敗北。

　すぐに受け入れられないのも無理はないのかもしれない。とはいえ──

「……なあ、なんで負けたか、お前ももうわかってんじゃないのか？」

「……な、なに？　どういう意味よ……」

「俺達の同人誌、読んだんだろ？　どんだけ原作愛に溢れてるか、わかったはずだ」

「う……。で、でも相変わらずこんな鬼畜エロの……！」

「それがＷピース先生の愛情表現なんだよ。先生は先生で好きなように描かいて、俺は俺で好きなように書いた。その結果が今回の同人誌だ」

　俺はあの日のことを思い出しながら言う。

　あの日、吹ふっ切れた俺達はお互たがい好き勝手なことを言い合いながら、シナリオとネームの同時進行という本来ならあり得ない即そつ興きようの共同作業をしていた。

　お互い怪あやしいテンションで、原作のここが良いとかあそこが最高だとかを言い合いながら、それでも作業自体は一いつ切さい淀よどみなく進んだんだ。

　俺の場合は、妹キャラの祐ゆう花かがひたすらデレデレして可愛かわいいシーンが見たいという欲よつ求きゆうに突き動かされながら手を動かしていたら、いつの間にかシナリオが出来上がっていた。

　そしてＷピース先生も、俺の口から出たイメージに沿って描いていきほぼ同時にネームを完成させたわけだが、俺はそれに目を通して思わず笑ってしまった。

　というのも、ストーリー自体は俺のシナリオに沿ってるのに、それ以外は全部見事に鬼畜風味になっていたからだ。

　目め隠かくし、首輪、拘こう束そく具ぐの三点セットはもはや基本。兄が鬼畜笑顔で妹がトロ目なのも驚かない。メイド服が破かれてるのも劇の衣い装しようがモロにボンデージになってるのも、ここまできたらそうじゃないと、と思えるくらいだ。

　それは、ものの見事にＷピース先生節全開だった。

　もちろん、俺が想像していたイチャイチャストーリーとは全然違ちがう代しろ物ものだ。

　でもそれは、俺のシナリオを基もとにＷピース先生がイメージした作品だったんだ。

　絵のクオリティは半はん端ぱじゃないし、なにより作品に対する愛が溢れんばかりに伝わってくる。イチャイチャに対する認にん識しきの相そう違いはあっても、それはまぎれもなく俺が求めてＷピース先生が描き上げた、原作愛に溢れる作品だった。

「う、ううう……」

　俺を睨にらみながら悔くやしそうに手を握にぎりしめている神坂妹。

　どうも内心では敗北を悟さとっているのに、それが認められない様子だった。

　すると、意外なことに神坂姉が前に出てきて、俺達に向かって深々と頭を下げた。

「……今回のこと、ごめんなさい」

「ちょ、お姉ちゃん!?」

「春はる菜なも謝る。私達の負け。約束」

　たしなめるようなその口調に、神坂妹は押し黙だまる。姉はまたこちらを向いて、

「……名めい誉よを傷つけた。本当にごめんなさい。アッヒーにもヒドイことを言って」

「キノちゃん……。私は全然気にしてないデスよ」

「それに、ヒドイことを言ったのはあなたじゃなくて妹の方ですし……」

　な、なによ！　と顔を赤くして声を上げる神坂妹を、姉はまたたしなめる。

「ううん。春菜を止めなかった私が悪い。私の責任」

「……なにか理由でもあったんですか？」

「ない。ただ単に私が妹を溺でき愛あいしてるから。過保護」

「え？」

「それはともかく、本当にすいませんでした」

　そう言って、また丁てい寧ねいな謝罪をする神坂姉。

　そして再度促うながすが、妹の方はばつが悪そうな顔で俯うつむいているばかりだった。

「春菜。約束は守る。あの時言ってたことを、先生の前で認める」

　姉の言葉に、神坂妹はついにシュンと肩を落として「ご、ごめんなさい……」と涙なみだ目めで俺の方を見上げた。

「……じ、実は同人誌を作ってて改めて思い知ったの……。あんた──ううん、永遠野誓の作品はやっぱりすごいって……。すごく熱がこもってるっていうか……、自分の作品が好きだって気持ちが伝わってきて……」

　だから──と、神坂妹はペコリと頭を下げると、

「……し、失礼なこと言って、本当にすみませんでした……っ」

　ずっと悪態ばかりつかれてきたからか、急に殊しゆ勝しような態度になった神坂妹に、俺はなんだか毒気が抜ぬかれたような気分だった。

　振ふり返ると、Ｗピース先生は無言でコクリと頷うなずく。

「私は最初から怒おこってなんていマセんよ」と言った感じだ。

　……涼花も勝利したこと自体に満足をしているらしく、もはや神坂姉し妹まいへの敵てき愾がい心しんは感じられなかった。

「……あんだけ散々言っといて、そんだけで済ますわけ？」

　だけど、やっぱり舞は不満が残っているらしく、神坂姉に食い下がる。

「……それだけで済むとは思ってない。だから今回の件の根本的な理由を話す」

　すると神坂姉はよくわからないことを言いだした。……根本的な理由？

「お、お姉ちゃん……！」

「諦あきらめる。ここまで来たらもう全部話す。誤ご魔ま化かしたままなのはよくない」

　なぜか真っ赤な顔で焦あせる妹を制しながら、神坂姉は話し始めた。

「春菜があなた達にケンカを売るようなことを言ったのは、全部春菜がアッヒーのことを好きすぎるのが原因」

「え？　私を？」

　その言葉に、Ｗピース先生はキョトンとした反応を見せる。

「そう。春菜にとってアッヒーは大好きなイラストレーターじゃ済まない。憧あこがれ。天才。女め神がみ。目指すべき目標。そんなレベル。……なのに描く分野が偏かたよりすぎててメジャーになれない。正当な評価をされてない。それが不満だった」

　……あ、文化祭の時に見せたあの態度はそういうことだったのか。

「春菜は何度もアッヒーを改心させようとしたけどダメだった。実力が追い付くにつれてその気持ちは強くなった。そしてこう考えた。アッヒーの専門であるエロの分野で自分が勝てば、さすがに考えを改めてくれるだろう、と」

　姉の言葉を、神坂妹は俯いたまま無言で聞いている。

「でも実現は容易じゃなかった。春菜はすぐに、アッヒーのエロイラストのクオリティがすごいことに気がついた。それを超こえようと自分も描き始めた。けど、その時初めて春菜は、自分がエロイラストだけは上手うまく描けないということがわかった」

「そ、そうなんデスか、ルナちゃん……？」

「うう……」

「挫ざ折せつはコンプレックスになり、アッヒーへの嫉しつ妬とにもなった。それで関係もますます険悪になっていった。それが、今回の勝負の発ほつ端たんにもなった。春菜はこれを機会にアッヒーを超えるエロ同人を描こうと決意した。……けど、結果は私達の負け」

　神坂姉は、そこでふっと軽く息を吐ついて、

「……でも春菜もこれでわかったと思う。アッヒーはエロを心から愛している。我が道を極きわめる人。今回の同人誌はまさにその結けつ晶しよう。素す晴ばらしかった」

　神坂姉はそう言って俺の方を向いて「そしてあなたも」と続けた。

「あなたのシナリオも素晴らしかった。やっぱり永遠野誓は伊達だてじゃない。今回は春菜の要望でエロシナリオを書いたけど、次は私自身のシナリオを見てほしい」

「あ、はい。それはもちろん」

　俺の答えに、神坂姉は「よかった」と言って口を閉じた。

「……ルナちゃん、そんな風に思ってたんデスか」

「わ、私は……っ」

「でも、私は嫉妬されるような人間じゃないデスよ。好きなものじゃないと描けないデスし、それ以外なんて全然デス……。私はルナちゃんみたいな天才じゃないデスから」

「え……？　わ、私が天才って……」

「ルナちゃんは私を天才だって思ってくれてるかもデスけど、そんなことないデスから。むしろルナちゃんの方が天才だし、私の憧れデス。……だから、これからもずっとライバルでいてほしいデス」

　そう言ってニッコリと笑うＷピース先生。

　神坂妹は涙目で震ふるえていたが、やがてグシグシと目元を擦こすると、

「わ、私、エロ分野でも絶対追い越こして見せるから！　だから、次は負けない！」

　と、微笑ほほえましいほどのツンデレ反応を見せた。

「はい、私も負けマセん！」

　そしてそれを真正面から返すＷピース先生。

　俺はそんな光景を見ながら、自分も多くの人に愛されるような、そしてなにより自分が愛せるような作品が書ければいいなと、そう思った。
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「お兄ちゃん、本当にご苦労様でした」

　Ｗピースさん達を眺ながめているお兄ちゃんに、私はそっと声をかけます。

　今回の勝利は全すべてお兄ちゃんのおかげです。

　お兄ちゃんが素晴らしいシナリオを書いてくれたおかげで勝つことができたんです。

　兄妹きようだいの……ら、ラブラブなシナリオをお兄ちゃんが書いて、それで勝利するなんて、最高の展開です！　やっぱりお兄ちゃんは私の作品を特別だと思ってくれてたんですね！

「……いや、まあ考え直してみると、俺は大したことやってないけどさ」

「いえ、そんなことはありません。この同人誌こそがその証しよう拠こです」

　私はひそかに自分用に確保しておいた同人誌を取り出します。

　実は、シナリオ自体はあの時お兄ちゃんから聞きましたけど、同人誌そのものはまだ見てないんですよね。

　勝利してからゆっくりと、お兄ちゃんのラブラブシナリオを堪たん能のうしようと楽しみにしていましたから。えへへ……。

「え？　お、お前、それ……」

「べ、別に私は欲ほしくなかったんですが、一応勝利の記念ということで取っておいたんですよ。どういう内容なのか、今から確認させていただきますね」

「いっ!?　い、いや、ちょっと！」

　なぜかお兄ちゃんは焦った様子でしたが、私は早く同人誌の中身が見たかったので、気にせずにページをめくります。

　……お、お兄ちゃんの考えたラブラブシーンがどんな風に描えがかれているのか──

「………………え？」

　そう思っていた私ですが、中身を見て頭が真っ白になります。

　……え？　こ、これはなんですか？　な、なんで妹がこんないやらしい……ドレス？　を着てるんですか？　し、しかも首輪とかして、ははははしたない顔でお兄ちゃんを誘さそうような!?　そそそそれでお兄ちゃんも私を抱だいて──!?

「にゃ……っ！　にゃにゃにゃにゃ…………っ!?」

「ち、違ちがうんだ涼花！　こ、これは確かに俺のシナリオを基にしてるけど、鬼き畜ちく風なのはＷピース先生の嗜し好こうであって、俺がそう指定したとかそういうことではなく！」

　お兄ちゃんがなにか言ってますが、私の耳には届いていませんでした。

　頭の中で兄妹の……その、いやらしいシーンがグルグルと回り続け、なんだか目も回ってきた気がして、しかも身体からだの芯しんが熱くなってきたような……っ!?

　も、もうなにがなんだかわかりません！　と、とにかくこんな、こんなの……っ。

「お、お兄ちゃんは妹にこんな欲よく望ぼうを抱いだいてるんですか!?」

「だから誤解だって！　それは１００％Ｗピース先生の趣しゆ味みで!!」

「……ま、まさかお兄ちゃんがこんなことを考えていたなんて……っ！」

「お願いだから俺の話を聞いてくれよ！」

　こ、これがお兄ちゃんの本当の気持ち……！

　こ、こんな激しい欲望には、今の私にはまだとても応こたえられません……っ。

　でも、これがお兄ちゃんの望みだというなら、いつか私が受け止められるようにならないと！　い、妹の義務として！

「ほ、ほほほ本当にお兄ちゃんは……、ど、どうしようもないエロ魔ま神じんですね……っ！」

「ってかお前、明らかに怒ってるくせになんでそんなにニヤケてんの!?」

　に、ニヤケてなんていません！

　ただ、その、なぜかこの同人誌を見ていたら自然と顔が緩ゆるんでしまうんです！

　な、内容はトンデモナイものなのに、なぜか兄妹がラブラブだってことだけは嫌いやというほど伝わってくるんですから仕方ないじゃないですか！

「お、お兄ちゃん。男の人はこうなのかもしれないですけど、やっぱり最初はもうちょっとノーマルでロマンチックなものをですね……っ！」

「やっぱお前、全然俺の話聞いてないよな!?」

　私はお兄ちゃんをたしなめながらも、この同人誌は宝物として一生保管しておこうと心に決めるのでした。
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「遅おくれてすいマセんデシた！」

　Ｗダブルピース先生はそう言いながら、小走りに俺達の席へとやって来た。

　あのコミステから数日後のこと。

　今回の打ち上げをやろう！　ということになって、アキバにあるＷピース先生行きつけのメイド喫きつ茶さの一角を借り、涼すず花かや舞まいと一いつ緒しよにこうやって集まることになったのだ。

「……あれ？　その後ろにいるのって」

　だが俺は、そんなＷピース先生が誰だれかを引き連れていることに気がつく。

　最初は店員のメイドさんかと思ったが、俺はすぐにあっと声を上げた。

「こんにちは永遠とわ野の先生。いえ、ご主人さま」

「う、うう……！　こ、こんなコスプレなんて……！」

　なんとそれは、あの神かん坂ざか姉し妹まいだったのだ。

　二人がここにいるのも驚おどろきだったが、なぜか二人ともミニスカニーソのメイド姿で登場して、俺だけじゃなくその場にいたみんなが意味もわからず固まった。

「な、なんでここに……？　ってかその格好は!?」

「どうしても改めて謝りたかった。アッヒーに相談したら、言葉じゃなく態度で示すべきだと言われた。永遠野先生は無類のメイドさん好きだから、メイド姿でご奉ほう仕しすればいいとアドバイスされた。だからこうやってご奉仕に来た」

　メイド姿でも無表情で淡たん々たんと話す神坂姉。

　だが俺はそのトンデモな内容にマジで愕がく然ぜんとする。

「だ、だだ、Ｗピース先生!?　ここここれはどういうことですか!?」

「まあまあ、本人達の気が済むようにさせるのが一番ということデスよ。先生もメイドさんのご奉仕は好きデショう？　で、どうですかルナちゃんのメイド姿は！」

　そう言ってＷピース先生は、後ろに隠かくれていた神坂妹を前に押し出す。

「ちょ、アッヒー……！　やめ、恥はずかしい……!!」

　姉とは対照的に、真っ赤な顔で羞しゆう恥ちに震える神坂妹。ミニスカを手で押さえながら内うち股またになった脚あしをプルプル震わせ、上目づかいでこちらの様子をチラチラと窺うかがっている。

　ずっと生意気な態度だったのに急にそんな女の子らしい姿を見せられて、メイド服の効果も合わさり、俺は不覚にもドキッとしてしまう。

「お、お兄ちゃん……！　どうして顔を赤くして黙だまって見てるんですか……！」

　とその時、涼花の声が聞こえてきて、俺はハッと我に返った。

　振ふり返ると涼花が唇くちびるを尖とがらせた不ふ機き嫌げん顔がおで睨にらんでいて、俺は「ち、違うんだ！」とワタワタしながら釈しやく明めいする。

「お、お兄ちゃんのメイドさん好きは困ったものです……！　こ、これは免めん疫えきを付けるためにも私が普ふ段だんからメイドさんの格好をすべきかもしれません……！」

「い、いやだから、俺は別にメイドさんが特別好きってわけじゃなくて……！　ってか免疫云うん々ぬん以降が何言ってるかマジで意味不明なんですけど!?」

「ちょ、ちょっと祐ゆう！　そういうことなら私だっていくらでもメイド服くらい着るんだから、遠えん慮りよなく言いなさいよね！」

「お前もわけわかんないこと言ってんじゃねえよ！　そもそも俺はメイドさんフェチだなんて一度も言ったことないだろうが！」

「え？　じゃあ先生はメイドさんが好きじゃないんデスか？」

　……だから！　そういう返しにくい質問はしないでほしいんですけどね！

　と、そんな感じであっという間に場がカオスになってしまった中、神坂姉がトコトコと俺の近くに歩いて来ると、

「さあ、なんでも好きなご奉仕を言って欲しい。これは別にメイドさんだからという話だけじゃない。私は、永遠野先生の作品を愛する姿勢に感かん銘めいを受けた。だから、これからはどうか私を弟で子しとして扱あつかってほしい」

　そう言って真顔のままペコリと頭を下げてきたので、俺は度ど肝ぎもを抜ぬかれた。

「で、弟子ぃ!?　いや、なに言ってんですか!?」

「これから私もラノベ作家としてデビューする。でも、今回のことで先生との実力差を痛感した。もっとレベルアップしないとダメ。だから弟子入り。そして弟子が師し匠しようにご奉仕するのは当たり前」

「そんな当たり前ないですから！　そもそも弟子とかとれるわけないでしょ!?」

「なんでもする。身の回りのお世話もする。先生が望むならエロいことも辞さない」

「あ、あんたねぇ！　いくら師匠だからってお姉ちゃんに何をさせようと！」

「姉妹で既き成せい事じ実じつ化しつつ非難してくんじゃねえよ!!」

「お、お兄ちゃん……！」「祐、あんたねぇ……！」

「だからなんでお前らはこの流れで俺を悪者にするんだ!?」

　……な、なんなんだこの展開は。

　俺が困った顔でＷピース先生を見ると、なぜか上じよう機き嫌げんだった。
















「まあまあ、つまりは二人とも先生のことが好きになっちゃったってことデスよ」

「いや、ものすごく適当な要約をしないでくださいよ！」

「そして私も、今回のことでますます先生が好きになりマシた！」

「だから、こういう場面で面おも白しろがってそういうこと言うのはやめてくださいって！」

「え？　私は本気デスよ？」

　と、真顔で返されて、俺は言葉に詰つまる。

「先生は私を根っこから認めてくれマシた。あの時は、本当に心の底からうれしかったんデス……。あんなことされたら、女の子として大好きになって当然デスよ」

　いつもと同じ笑え顔がおでストレートに言われて、俺はかああぁと顔が熱くなる。

　……い、いや、なに真に受けかけてんだ俺は。Ｗピース先生はいつもこんな調子だし、そもそも俺のことを永遠野誓ちかいだって思ってるからこその言葉だってのに……っ。

「私流のイチャイチャも認めてもらいマシたし、これからは先生に満足してもらえるようなエロ絵を描いていきマスので、引き続きよろしくデス！」

「いや、あの、Ｗピース先生はそのスタンスでいいとは思いますけど、あれは決して世間一いつ般ぱんで言うところのイチャイチャじゃないってことは覚えておいた方が……」

　俺がＷピース先生にツッコんでいると、神坂妹が割って入ってきて、

「アッヒーはあんたにエロイラストを送りまくってるって聞いたわ。私もこれから修しゆ行ぎようのためにあんたに送るから、エロ分野でアッヒーを追い越こすまで批評よろしく」

「は、はぁ!?　いきなり何を意味不明なことを言ってんだお前は!?」

「わ、私の事情を知った以上は付き合ってもらうってこと！　お姉ちゃんも弟子になるんだから私だっていいでしょ！　ただしセクハラしたら訴うつたえるからね！」

「いやいやいや！　人の話を聞けよお前は！」

「アッヒーだけとかズルイじゃん！　そ、それともまさか、やっぱり二人は……！」

「変な誤解すんな！　俺とＷピース先生の間にゃなにもねえよ！」

「ええ!?　先生はあの二人きりでの濃のう厚こうな時間を忘れちゃったんデスか!?」

「だから！　どうしてそう毎回火に油を注ぐようなことを!?」

「先生。是ぜ非ひ弟子の私とも二人きりの濃厚な時間をお願い」

「あなたもキャラ変わってますよねぇ!!」

「あんた達！　一番のファンである私を差し置いて勝手なこと言ってんじゃないわよ！」

　──と。

「……なんでこんなことになってんだろうなぁ……」

　なし崩くずし的に打ち上げに参加してしまっている神坂姉妹。

　そして一緒になって騒さわいでる舞とＷピース先生をゲンナリと眺ながめていると、

「で、お兄ちゃんはどんな濃厚な時間を過ごしたんですか……？」

　黙ったままだった涼花に話しかけられ、俺はギクリと振り向いた。

「い、いや……、さっきのはＷピース先生特有の悪ノリでだな……」

「そうですか。お兄ちゃんはいろんな人に好かれて、結構な話です」

　……う、涼花の視線が冷たい。こういう場合は、理由はわからないけど怒おこってるってことだから、俺が全面的に謝らないと後でヒドイことになる！

「ご、ごめん！　でもあれはＷピース先生の冗じよう談だんで……っ！　いや、神坂姉の方は若じやつ干かん本気っぽかったけど──」

　俺はとにかく涼花にわかってもらおうとしたのだが、

「……まあ、いいですよ」

　と、なぜか「ふ……」と謎なぞの余よ裕ゆうを見せる涼花。

「お、お兄ちゃんの特別は私だって知ってますから、よ、余裕ですよ……」

「あの、涼花さん……？」

「お、お兄ちゃんにはこれからも是非、あの同人誌のように多くの人に愛されるような作品を書いていただきたいものですね」

　そう言って涼花は頰ほおを染めてプイッとそっぽを向いた。

　……え？　ど、どういうことだ？　涼花の反応が意味不明すぎるんだが……。

「あ、それとお兄ちゃん」

　俺が混乱していると、涼花はなにかを思い出したように振り返り、

「だ、だからといってあんな……い、いやらしすぎるのはダメですからね？　あ、ああいうのはもっと慣れた後にですから……っ！」

「いや、ああいうのって……」

　涼花はなぜか顔を真っ赤にして視線を逸そらすと、ぎこちない仕草でジュースの入ったグラスを手に取り、ストローを咥くわえた。

　一人喧けん噪そうの中に取り残された形の俺は、しばらくそのまま固まっていた。

　が、やがてふと、ある可能性に気がつく。

　……まさか涼花のやつ、まだあの鬼き畜ちくなのが俺の好みだと誤解したままなんじゃ……。

　その考えに至った瞬しゆん間かん、俺の全身から血の気が引いた。

「す、涼花！　違うぞ！　あれは誤解だってば!!」

　俺の絶ぜつ叫きようが響ひびいたのと、四人の矛ほこ先さきが再度こちらに向いたのは、ほぼ同時だった。








あとがき






　恵え比び須す清せい司じです。本書を手に取っていただき、ありがとうございました。

　さて「俺が好きなのは妹だけど妹じゃない」も三巻目に突とつ入にゆうしてしまいました。

　私としても初めての経験で、シリーズものの難しさを今いま更さらながらに痛つう感かんしているわけですが、とりあえず無事に出版までこぎつけられたことに安あん堵どしている次し第だいです。

　一巻から読んでるよという方、三巻だけ試ためしに手に取ってみたという方、いろいろいらっしゃると思いますが、本書を読んで少しでも楽しい時間を過ごしてもらえたなら、それに勝まさる喜びはありません。

　今回も、お兄ちゃんのことが大好きすぎるけど素す直なおになれない妹を中心としたコメディという点に変わりはありませんが、同人業界に妹の通う女子校と、面めん倒どうくさい兄妹きようだいの物語はますます周囲を巻き込んで範はん囲いを広げていくことになります。

　でもそんな中、二人とも少しずつ成長しているようで、作者である私も二人に負けないよう共に成長していければいいなー、なんて思ったりしながら書いています。




　三巻の執しつ筆ぴつでも、相変わらず担当編集の小林さんにはお世話になりました。

　改かい稿こう作業にも粘ねばり強く付き合ってもらい、作品は一人で作るものじゃないということを改めて実感しました。

　作中ではあんな感じに書かれてますけど、実際の編集者はすごく頼たよりになる存在ですので、誤解されないよう（一応）この場で言っておきたいと思います。




　そして今回も、イラストレーターのぎん太た郎ろうさんには素す晴ばらしすぎるイラストを描かいていただきました。

　表紙のジト目メイドさん涼すず花か（＋スカートたくし上げ）を見た瞬しゆん間かんなんて、あまりのクオリティの高さにニヤニヤしながら小一時間は見つめていたくらいです。

　私はＭのケはないのですが（本当ですよ？）、あのイラストを前にすると「この涼花になら罵ののしられるのもやぶさかじゃないかも……」なんて思ってしまうくらいの魔ま力りよくが込こめられていると思います。

　ぶっちゃけ「このイラストに惹ひかれて手に取ったぜ！」という人が大半だと思いますけども、そういう人は是ぜ非ひお友達になりましょう。

　私だってこんな表紙のラノベがあったら即そく買いですからね。

　それを考えると、自分は本当にイラストレーターの方に恵めぐまれてるなぁと実感します。




　ぎん太郎さんといえば、実は先日、直接お会いする機会がありましてご挨あい拶さつをさせていただきました。

　丁てい寧ねいで雰ふん囲い気きも柔やわらかく、そのうえイケメンという素晴らしい人で、コミュニケーション能力が低い私でも楽しく会話させていただけました。

　同じ脚あしフェチとして熱いソックス談義を交かわし「ニーソックスもいいが、やっぱりハイソックスこそ至高！」という結論に至った時は、こんなところで同志に巡めぐり合えたことにうれしくなったものです。

　ですが直後に、そのハイソックスのわずかな長さについて見けん解かいの違ちがいが浮ふ上じようし、この道の業ごうの深さに二人で嘆たん息そくし合ったりもしたのでした。

　……と、話が急にマニアックになってしまいましたが、要するに私はこういう面でもイラストレーターさんに恵まれたということですね。




　最後に、この本が世に出るにあたって尽じん力りよくしていただいた全すべての方々に、この場を借りてお礼を述べたいと思います。

　本当にありがとうございました。

　シリーズ化され三巻に至ることができたのも、多くの人達のお力ちから添ぞえがあったおかげです。その中でも、応おう援えんしてくださっている読者の方々の声は最も励はげみになるものです。

　先日は本シリーズが始まって以来、初めてファンレターをいただきました。

　改稿続きで苦労していた中に届いたそのお手紙に、どれだけ勇気づけられたかわかりません。そして何度読み返したかもわかりません。

　これからもそのご期待に沿えるよう、努力し続けたいと思います。（だけどルートに関してのご要望には軽々しくがんばるとは言えないのでノーコメントですいません！）




　それでは、また次巻でお会いできることを願って──





二○一七年三月十日　恵比須　清司










恵比須清司

●えびすせいじ



第26回ファンタジア大賞で金賞を受賞してデビュー。原稿執筆の気分転換の一つとしてゲームがありますが、主に腕前の問題から気分転換にならないことがあるのが困りどころ。ついつい手を出して、より一層ペースが落ちるなんてことは日常茶飯事だったり……。


















カバー・口絵・本文イラスト／ぎん太郎

カバーデザイン／草野剛










俺おれが好すきなのは妹いもうとだけど妹いもうとじゃない３








恵え比び須す清せい司じ
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